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1 本事業の目的 
 

令和 2 年度に開催された文化審議会文化政策部会食文化ワーキンググループにおいて、国の目指すべき

姿として、日本の食・食文化の普及と食を目的とした訪日外国人の増加が掲げられた。本事業では、新型

コロナウイルス感染症の収束後の訪日外国人旅行者等の回復に向け、食に係る地域ブランドや心に刺さ

る観光体験等の造成を目指した動向調査を実施し、訪日外国人旅行者等の満足度向上や旅行消費額の拡

大を図ることを目的とする。 

 

 

2 事業概要 
 
 事業内容 
 
（1）食文化活用の効果及び課題の検証 

日本における食文化を活用した観光の現状を把握・分析の上、課題を特定し、その課題の解決に

繋がる新たな取り組みを提案する。 

 

（2）実証実験の実施、データ収集及び分析 

食を中心とした地域の文化を活用した観光モデルを企画し、モニタリング調査を通じて、対象と

なった食文化の文化的価値を測定する。さらに、これらの調査を通じて、食の文化的価値を可視化

することによる観光の価値向上の可能性を明らかにする。 

 

（3）有識者会議の実施及び方策の提言 

有識者会議を設置し、事業全体について計画・評価・分析・検証を行い、食文化を活用した観光

の推進に向けた方策を提言する。 

  

はじめに 
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 事業実施フローとスケジュール 
 

 先述の事業内容を遂行するに当たり、以下の調査と全 3 回の有識者会議を実施した。それぞれの

内容は以下のとおり。 

（1）食文化活用の効果及び課題の検証 

 文献調査により、特徴的な日本各地の食文化をリストアップし、そのリストの中から特に特徴

的な食文化を有する 10 地域に対してヒアリング調査を行った。 

（2）実証実験の実施、データ収集及び分析 

 （1）で選定した 10 地域のうち 2 地域において、食を中心とした地域の文化を活用した観光

モデルを企画し、モニタリング調査を実施した。さらに、有識者会議の議論に基づき、食の文化

的価値を可視化するに当たって必要と考えられる指標を設定し、設定した指標を基にモニタリ

ング調査の結果の評価・分析を行った。 

（3）有識者会議及び方策の提言 

 調査を進めていくに当たって浮き彫りになった課題に対し、有識者による解決策を導出する

ための議論、協議を行った。さらに、本書により、有識者会議を基に食文化を活用した観光の推

進に向けた方策を提言した。 

 それぞれのスケジュールは以下のとおり。 

 

 

 

 

実施フロー スケジュール 
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ヒアリング調査 10 地域一覧表 
 

ヒアリング調査 10 地域 

北海道 山形県 石川県 岐阜県 京都府 

三重県 広島県 高知県 宮崎県 沖縄県 

 

 

 

 
実証調査実施 2 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各有識者会議の位置づけ 

  

  

実証調査実施 2 地域 

石川県能登地域 高知県 
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1 ターゲットとなる人物像に関する考察 
 
 まず、全 3 回の有識者会議の議論を踏まえ、食文化を活用した観光を推進するに当たり、ターゲット

となる人物像に関する考察を述べる。 

 有識者会議において示された、食文化を活用した観光を推進する中でターゲットとなる人物像は、以下

のとおり。 

 

以上を踏まえ、食文化を活用した観光を推進するに当たってターゲットとなる人物像を端的に表現す

ると、「食文化に対して curious な人（知的・ガストロノミー的好奇心が強い人）」といえる。 

 

 

2 主要項目の考察 
 
  食文化を活用した観光において必要となる要素のうち、主なものは 5 つの項目に大別されると考えら

れる。そこで、この主要項目に基づき、今回の調査により明らかになった課題に対して考察を行う。 

 

 

（1）食材・味付け・調理方法 

調査結果 

 初めて訪日する外国人旅行者にとって刺身等の生の食材は受け入れにくい場合があ

る。また、クジラや白子など、食材そのものを受け入れられない場合も多い。 

 ある食文化が地域独自のものだとしても、そもそも国内の他の地域との違いが分か

らない。 

第 1 章 考察と提言 

・食文化の文化的価値に魅力を感じる人 

・滞在先の食文化と自国のものとの違いを楽しむことができる人 

・初見のものであっても口にしてみたいと思える人 

・日本酒等、既に日本の食文化に関する知識を豊富に持つ人 

・他にはない体験を求める人 
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課題考察 

 海外の宗教や食に関する嗜好への配慮が必要である一方で、日本の食文化に興味が

ある外国人旅行者に対しては、食文化としての本質を変えずに伝えていくことが重

要。 

 地域の食文化そのものの魅力や独自性の再認識をするとともに、他の地域との違い

を示す工夫が必要。 

 

(2) 説明・解説・演出の仕方、多言語化対応と人材育成 

調査結果 

 地域の文化を総合的に伝えられるガイドによる説明が必要。 

 料理を一品一品説明するような、必要以上の説明は不要。 

 日常的に聞き慣れていない食材等については、口頭による説明のみでは理解が難し

いため、映像等により効果的な説明方法を用意する必要。 

課題考察 
 誰が、何のコンテンツを、どのように説明するかについての精査が必要。 

 地域に文化を総合的に伝えられ、かつ、多言語化できる専門家が必要。 

 

(3) 器・しつらえ等 

調査結果 

 器やしつらえについては、外国人旅行者にとって関心の対象ではない可能性。他方、

説明を聞けば関心を示すケースも見られた。 

 食を提供するに当たっては、提供する場の雰囲気の演出も重要。 

課題考察 

 器やしつらえについては、関心のある外国人旅行者が少ないおそれがある一方で、

説明を聞けば関心を示すケースも見られたことから、一定のポテンシャルを有する

可能性。 

 

(4) 違いに対する配慮 

調査結果 

 海外の生活様式や、年齢・体質等に合わせて食事の提供方法等を工夫する必要。 

 ベジタリアン・ビーガン・ハラール等への対応については、外国人旅行者が行先で食

事をとることが可能かどうかの判断に資するよう、あらかじめその内容を明らかに

することが必要。 

課題考察 
 食文化の本質を保持しつつも、海外の生活様式や、年齢・体質等に配慮した対応が必

要。 
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(5) 食文化の魅力強化 

調査結果 
地域における歴史的な建造物、風土、歴史等を知ることで、その地域の食文化について

も、より魅力的に感じるケースが見られた。 

課題考察 
 地域の歴史的な建造物や行事（例：寺社仏閣、城、建造物、伝統行事等）、風土、歴

史等と、その地域の食文化との結びつきを感じてもらうことは有益。 

 

 

3 主要項目に対する解決策の提言 

 
最後に、全 3 回の有識者会議からの提言を基に、先述の主要項目に対する解決策を示す。 

 

（1）食材・味付け・調理方法 

「満足度向上に向けた食材・味付け・調理方法等と地域の独自性の示し方の視点」 

 ターゲットとなる人物像は「食文化に対して curious な人（知的・ガストロノミー的好奇心が強い

人）」であることを踏まえると、食文化としての本質を変えるほどの配慮は求められていないとい

える。他方、海外と日本との間で、宗教、価値観、食に関する嗜好の違いは存在していることか

ら、一定程度の配慮は必要。そこで、食材の選定、味付け、調理方法等については、「食文化とし

ての本質の保持」と「海外の宗教、価値観、嗜好への配慮」との間でバランスを取りながら検討し

ていくことが必要。 

 地域ごとの食文化の違いを理解し、その魅力を実感するためには、滞在していない他の地域の食文

化についての知識等も必要。そこで、そのような知識等を補うものとして、各地域の食文化に関す

る情報をまとめたガイドブックを作成するなど、地域横断的な方策を講じることが必要。 

 

(2) 説明・解説・演出の仕方、多言語化対応と人材育成 

「効率的かつ効果的に食文化に対する理解を深める工夫の視点」 

 外国人旅行者が求める説明については十分な情報をもつ一方で、外国人旅行者が求める以上の説明

を行い、食事の提供が遅れるといった、観光としての魅力をかえって棄損するような事態は回避する

必要。そこで、外国人旅行者が地域の食文化に対する理解を効率的に深められるよう、地域の根本と

なる歴史や食文化に関するガイドブックを作成することが必要。 

 外国人旅行者は、地域の歴史や風土、世界から見た際のその地域の食文化の特異性など、その地域の

食文化の歴史的・文化的な背景を知ることで、よりその魅力を感じる傾向。そこで、そのような食文
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化の歴史的・文化的背景を正しく伝えられるよう、地域ガイドの知識や説明能力を向上させることが

必要。 

 携帯翻訳機などのデジタル技術を用いることは有用である一方で、専門用語や地域特有の表現の翻

訳には限界がある。そこで、デジタル技術の発展を待つ現段階においては、従来からのガイドによる

説明も必要。 

 既存の通訳案内士制度では、地域固有の文化等に関する知識が求められていないことから、地域固有

の文化等に関する知識を習得する機会を提供することや、そのような知識を有するガイドを評価す

ることなどを通じて、そのような知識の習得を促すような仕組みを構築することが必要。 

 ガイドの力量はその旅行の質に大きく影響を与える。この点を踏まえ、外国人旅行者の満足度向上に

向けて、説明の方法、伝え方や話し方の工夫をすることが必要。 

 

(3) 器・しつらえ等 

「器やしつらえによる食文化の魅力向上の視点」 

 日本の器には、漆器・陶器・ガラス等、様々なバリエーションがあり、その使い分けの理由やこだわ

りは、日本の食文化の魅力を深く理解する上で重要な要素。そこで、食事を提供する際には、器の使

い分けの理由やこだわりに触れる機会を提供することも有益。 

 海外においても、ホームパーティーをするような文化を有する国や地域では、器にこだわりを持って

いることも多い。そのような国や地域からの旅行者であれば、旅先においてもその国固有の器等に興

味を持つ可能性が高いことから、そのような国や地域に向けて、器を題材にしたプロモーションを行

うことは有益。 

 海外では日本の包丁への関心が非常に高いので、食文化に関連する調理器具を取り上げることも有

益。 

例）栃木の郷土料理「しもつかれ」を提供する際に、調理に用いる⿁おろしも併せてプ 

 ロモーションする等 

 

(4) 違いに対する配慮 

「考え方や生活様式の違いに対する配慮の視点」 

 先述したとおり、ターゲットとなる人物像は「食文化に対して curious な人（知的・ガストロノミー

的好奇心が強い人）」であることを踏まえると、食文化としての本質を変えるほどの配慮は必要では

ないものの、海外と日本との間で、宗教、価値観、食に関する嗜好の違いはたしかに存在しており、

食材の選定、味付け、調理方法等、食事の内容について、一定程度の配慮は必要。また、食事そのも

のに対する配慮に加えて、年齢・体質、生活様式等にも合わせて、臨機応変に対応することも必要。 
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例）食事の場において、正座に慣れていない者に対する掘りごたつ、椅子、テーブル等の設備の整備、

箸に慣れていない者に対するスプーンやフォークの用意、刺身等の生の食材を食べることができ

ない者に対する火を通したもの等の代替物の提供等 

 外国人旅行者が行先で食事をとることが可能かどうかの判断に資するよう、あらかじめホームペー

ジ等を通じて、宗教への配慮や、ベジタリアン・ビーガン・ハラール等への対応の内容を明らかに

することが必要。 

 

 

(5) 食文化の魅力の強化 

「食文化の歴史的・文化的背景の視点」 

 先述したとおり、外国人旅行者は、地域の歴史や風土、世界から見た際のその地域の食文化の特異性

など、その地域の食文化の歴史的・文化的な背景を知ることで、よりその食文化の魅力を感じる傾向。

そこで、食文化の魅力を深める観点から、地域の歴史的な建造物や行事、風土、歴史等、その地域の

食文化の歴史的・文化的背景を発信することは有益。 

 地域の食文化の歴史的・文化的背景を知り、その食文化の魅力を深める観点からは、その食文化に用

いる食材の生産者と触れ合う機会を設けることも有益。 

 食文化の情報発信では、①体験と②伏線が重要。 

例）輪島塗の製作現場を見学した上で、輪島塗を用いた料理の提供を行う等 
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第１節 文献調査 

 
1 概要 
 
 文献調査では、『食材』や『味わい』といった食そのものの要素に加え、食に関係する『わざ』、『伝統』、

『器・しつらえ』等の文化的価値を併せて享受できる事例を対象とし、食文化を活用した観光にふさわし

いと思われる候補をリストアップした。 

 

参考文献 
日本遺産、百年料亭、国税庁日本酒リスト、食文化ストーリー、BOOK 日本食文化

ナビ、SAVOR JAPAN 等 

調査項目 

 食文化の事例名称（食、食以外の器や技術等の名称） 

 食文化の事例が存在する地域 

 地域に関連した文化財 

 食文化や文化財に関連する保存会 

調査期間 令和 3 年 10 月～11 月 

 

上記の調査項目に加えて、食文化の種類（わざ、伝統、郷土料理、器・しつらえ、季節）や、「鑑賞す

る・見る・見学」「学ぶ」「参加する・体感する・作る」「イベント・祭り・儀式」「飲食」といった食文化

の観光への活用の可能性、実際に観光に関する取組を実施している事業者等について整理を行った。 

 

2 結果（抜粋）  
 

 本調査で得られた結果のうち、一部の調査項目を抜粋したものは以下のとおり。なお、調査項目を全て

記載したものは別添資料のとおり。 

 

 

第 2 章 各調査の概要 
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文献調査リスト（抜粋） 

No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

1 
おっきりこみ 

まゆこもり 
 群馬県 

世界文化遺産 

国宝 

 

富岡製糸場 

２ まつり御膳 キリコ祭り 石川県 

県無形民俗 
 

あばれ祭 

寺家キリコまつり 

3  
鵜匠家に伝承す

る鮎鮓製造技術 

岐阜県 

⾧良川 

重要無形民俗文化財 

国重要文化的景観 

 

⾧良川の鵜飼漁の技術 

鮎鮓製造技術 

4 日本茶 
宇治茶手もみ製

茶技術 

京都府 

宇治市 

京都府指定無形民俗文

化財国重要文化的景観 

 

宇治茶手もみ製茶技術 

「奥ノ山」茶園 

5 
精進料理 

三徳豆腐 
 

鳥取県 

三朝町 

国宝（建造物） 

未指定 

 

三仏寺奥院（投入堂） 

三徳山火渡り神事 

6 球磨焼酎  

熊本県 

人吉市 

球磨村 

未指定 

無形民俗文化財 

 

球磨焼酎 

球磨神楽 

7 淡路の塩  
兵庫県 

淡路市 

国指定無形民俗文化財 
 

淡路人形浄瑠璃 



11 
 

No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

8  磁器製作技術 
佐賀県 

⾧崎県 

一部は佐世保市無形文

化財 

 

三川内の磁器製作技術 

9 冷や汁  
⾧崎県 

波佐見町 

未指定 
 

波佐見の生地成形技術 

10  食器 

岡山県備前

市 

福井県越前

町 

愛知県瀬戸

市 

常滑市 

滋賀県甲賀

市 

兵庫県丹波

篠山市 

国県重要無形文化財、

市指定無形文化財 

県無形文化財 

市指定無形文化財 

市無形（工芸技術） 

国の記録作成等の措置

を講ずべき無形文化財

（選択） 

 

 

備前焼の製作技術 

陶芸越前大がめ捻じた

て成形技法 

常滑焼の製作技術 

信楽焼 

丹波立杭焼（作窯技

法） 

11 

芋煮 

おみづけ 

（近江漬け） 

 山形県 

重要無形民俗文化財 
 

林家舞楽 

12 
葡萄 

ワイン 
 山梨県 

国指定重要文化財 

国登録有形文化財 

 

木造薬師如来像 

石蔵発酵槽 

13 

飾りもち大鏡 

⿁の目覚まし 

⿁の目 

 

大分県 

豊後高田市 

国東市 

国指定重要無形民俗文

化財 

 

成仏寺修正⿁会 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

14 
アワビ 

サザエ 

鳥羽 

志摩の 

海女漁の技術 

三重県鳥羽

市、志摩市 

国重要無形民俗 

未指定 
 

鳥羽志摩の海女漁技術 

伊勢神宮へのアワビ奉納 

15 
赤穂の塩 

塩味饅頭 
 

兵庫県 

赤穗市 

有形民俗文化財  

赤穂の製塩用具 

16 わんこそば 漆器 岩手県 

選定保存技術  

日本産漆生産精製技術 

17 国産ぶどうワイン  茨城県 

国指定重要文化財  

シャトーカミヤ旧醸造

場施設３棟 

18 

へぎそば 

ツケナ 

ニーナ 

雪見御膳 

 
新潟県 

十日町市 

国名勝・天然記念物  

清津峡 

19 

蕎麦 

おしぼりうどん 

おやき 

すんき漬 

姨捨
おばすて

の棚田 
⾧野県 

千曲市 

県選択無形民俗文化財 

重要文化的景観  

おしぼりうどん 

姨捨山の棚田 

20 
砂糖 

カステラ 
 

⾧崎県 

⾧崎市 

国登録有形文化財 

民俗技術（未指定）  

旧砂糖貯蔵庫等 

カステラ 

21 もち食文化  
岩手県 

一関市 

未指定  

秀衡塗 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

22 
ゆず料理 

皿鉢料理 
 高知県 

重要文化財 

国指定重要文化財  

高知城 

旧山内家下屋敷⾧屋 

23 

粉もん 

食文化 

「まめぶ」 

 
岩手県 

久慈市 

市無形文化財  

久慈市の海女漁の技術 

24 

鶴岡雛菓子 

笹巻 

とちもち 

 
山形県 

鶴岡市 

国指定史跡 
 

松ヶ岡開墾記念館 

25 
けんちん汁 

しもつかれ 
 栃木県 

国指定有形文化財 

国宝 
 

飯塚邸 

日光東照宮 

26 本膳料理  京都府 

世界文化遺産 

国重要文化的景観  

古都京都の文化財 

「奥ノ山」茶園 

27 
味噌及び 

発酵調味料 
 

愛知 

岐阜 

⾧野 

登録有形文化財 

登録有形文化財 

登録有形文化財 

 

八丁味噌本社事務所 

日下部味噌醤油醸造煉瓦館 

飯田家住宅味噌蔵 

28 フーヌイユ  沖縄県 

世界文化遺産 
 

琉球王国のグスク及び

関連遺産群 

29 
灘の日本酒(丹波杜

氏、但馬杜氏) 
 兵庫県 

国選択(無形文化財) 

国記録(無形民俗文化財) 
 

兵庫県の酒造習俗 

灘の酒樽製作技術 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

30 
伏見の日本酒 

（丹後杜氏） 
 京都府 

市有形民俗文化財 
 

月桂冠大倉記念館 

31 
新潟の日本酒 

（越後杜氏） 
 新潟県 

登録有形文化財 
 

吉乃川酒造常倉 

32 
広島の日本酒 

（広島杜氏） 
 広島県 

登録有形文化財 

世界文化遺産  

賀茂鶴酒造本社事務所 

厳島神社 

33 福島の日本酒  福島県 

国重要文化財  

旧正宗寺三匝堂 

34 
岩手の日本酒 

（南部杜氏） 
 岩手県 

登録有形文化財 
 

世嬉の一酒造場旧店舗

事務所 

35 
能登の日本酒 

（能登杜） 
 石川県 

登録有形文化財  

春成酒造店主屋  

36 本格焼酎  九州全域 

 
 

 

37 琉球泡盛  沖縄県 

世界文化遺産 
 

琉球王国のグスク及び

関連遺産群 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

38 

十勝ラクレットモ

ールウォッシュ 

十勝パン 

十勝スイーツ 

十勝ワイン 

 
北海道 

十勝地域 

  

 

39 
会津清酒 

伝統ごっつぉ 
 

福島県 

会津若松市 

重要伝統的建造物群保

存地区  

下郷町大内宿 

40 
懐石料理 

報恩講料理 
 

石川県 

小松市 

重要無形文化財 

県無形文化財  

輪島塗 

山中漆器 

41 

小諸のそば 

味噌 

ワイン 

 
⾧野県 

小諸市 

 
 

 

42 

えごの味噌たれか

けとひば汁 

食用ほおづき 

白馬クレーピエ 

 
⾧野県 

白馬村 

  

 

43 

白鳳須賀川そば 

りんごで育った信

州牛 

 

鳥取県因

幡・兵庫県

但馬地域 

 
 

 

44 

牛すすぎ鍋 

鳥取砂丘らっきょ

う甘酸漬け 

とうふちくわ 

こおげ花御所柿 

二十世紀梨 

 

鳥取県因

幡・兵庫県

但馬地域 

  

 

45 
高品質な柑橘 

いちじく酢 
 

広島県 

尾道市 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

46 

オリーブ牛肉うど

ん 

しっぽくうどん 

 
香川県 

さぬき地域 

登録有形文化財 
 

山田家（旧清酒源氏正

宗醸造元）主屋ほか 6

件 

47 
さつま汁 

八幡浜ちゃんぽん 
 

愛媛県 

八幡浜市 

  

 

48 

温泉蒸し料理 

島原手延べそうめ

ん 

かんざらし 

 
⾧崎県 

島原半島 

国指定無形民俗文化財 

世界文化遺産  

五島神楽 

⾧崎と天草地方の潜伏

キリシタン関連遺産 

49 

だんご汁 

原木しいたけ 

牡蠣 

おもてなし料理 

 

大分県 

国東半島 

地域 

登録有形文化財 

国宝 

 

「鳳凰の間」 

松本城 

50  
割烹 

松本館 

⾧野県 

松本市 

  

 

51  
日本料理 

筑紫亭 

大分県 

中津市 

登録有形文化財 
 

日本料理 筑紫亭 

52  
料亭 

金鍋 

福岡県 

北九州市 

登録有形文化財 
 

金鍋本館表門 

53 

山懐
さんかい

料理
りょうり

 

米沢牛 

すき焼き 

山懐料理 

吉亭 

山形県 

米沢市 

有形文化財 

国登録有形文化財 
 

山懐料理 吉亭 

ホテル音羽屋本館 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

54 

⾧崎
ながさき

卓袱
しっぽく

料理
りょうり

 

オリジナル冷酒

「花づつみ」 

料亭 

春海 

⾧崎県 

⾧崎市 

登録有形文化財  

料亭 春海 

55  
日本料理 

行形亭 

新潟県 

新潟市 

国有形文化財 
 

日本料理 行形亭 

56  
料亭 

宇喜世 

新潟県 

上越市 

重要文化財            

国登録有形文化財  

高田城北門 

57 おがわ四季御膳  
宮崎県 

西米良村 

県指定無形民俗文化財 
 

西米良神楽 

小川神楽 

58 治部
じ ぶ

煮
に

 
輪島塗 

山中漆器 
石川県 

重要無形文化財 

県無形文化財  

輪島塗 

山中漆器 

59 

アイヌ伝統儀礼

「シンヌラッパ(先

祖供養)」料理 

 北海道 

世界文化遺産 

ユネスコの無形文化遺

産 
 

北海道・北東北の縄文

遺跡群 

アイヌ古式舞踊 

60 
山伏文化 

精進料理 
 

山形県 

鶴岡市 

国宝（建造物） 

国指定文化財 
 

羽黒山五重塔 

羽黒山正善院黄金堂 

61 お茶  静岡県 

国登録有形文化財 

国登録有形文化財  

新井旅館 

眠雲閣落合樓 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

62 

儀礼食 

輪島塗 

塩田 

棚田 

 
石川県 

能登 

ユネスコ無形文化遺産 

重要無形文化財 

 

あえのこと 

輪島塗 

63 有識
ゆうそく

料理
りょうり

  京都府 

世界文化遺産  

古都京都の文化財（京

都市、宇治市、大津

市） 

64 神楽料理  
宮崎県 

高千穂町 

重要無形民俗文化財 

国名勝天然記念物  

高千穂の夜神楽 

高千穂峡 

65 琉球宮廷料理  沖縄県 

国指定重要文化財(芸能） 

国指定重要無形文化財  

琉球舞踊 

組踊 

66 讃岐うどん  香川県 

登録有形文化財  

山田家（旧清酒源氏正

宗醸造元）主屋ほか 6

件(高松市) 

67 稲庭うどん  秋田県 

湯沢市指定文化財 

市指定有形文化財  

稲庭うどん御用版木 

稲庭
いなにわ

古今
こ こ ん

事蹟誌
じ せ き し

 

68 五島うどん  ⾧崎県 

国指定無形民俗文化財 

世界文化遺産  

五島神楽 

⾧崎と天草地方の潜伏

キリシタン関連遺産 

69 出汁  全国 
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No 
事例名称 

（食） 

事例名称 

（その他） 
地域 

文化財種別 
イメージ 

文化財名称 

70 幕の内弁当  全国 

  

 

71 
おせち料理 

雑煮 
餅つき 全国 

 
 

 

72 千歳飴  全国 

 
 

 

73 恵方巻 恵方巻 全国 

地域文化財(新宿）  

稲荷⿁王神社の節分祭/中

井御霊神社の節分祭等 

74 鶏飯 大島紬 鹿児島県 

世界自然遺産 

無形民俗文化財 
 

奄美大島 

節田マンカイ 
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第２節 ヒアリング調査 

 

1 概要 
 

ヒアリング調査では、現状の食文化の課題の抽出とその課題の解決方法を整理した。また、食文

化を活用した観光を推進する具体の方法ついて検討するため、文献調査のリストの中から特に特徴

的な 10 地域を選定し、これらの地域の関連事業者等に対してヒアリングを行った。 

 

選定地域 

文献調査にて選出した事例の中から、第 1 回有識者会議にて協議の上、10 地域

を選定。10 地域は、北海道、山形県、石川県、岐阜県、京都府、三重県、広島

県、高知県、宮崎県、沖縄県である。 

対象団体 地方自治体、観光ＤＭＯ、保存会等から選定 

ヒアリング項目 

 対象団体の基本情報（主体者、連携する関連団体） 

 来訪客動向（国籍・動員数傾向・属性） 

 地域の食文化の特徴 

 提供している食文化プログラムの詳細 

 外国人旅行者の食文化プログラムに対する満足度と要因 

 食文化を活用した観光の経済効果 

 食文化体験プログラム・誘客に関する課題 

 今後のインバウンド受入意向・戦略 

調査期間 令和 3 年 11 月から 12 月 

 

 

２ 結果 
 

本調査にて得られた内容は以下のとおり。 
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第３節 実証調査 

 

1 概要  
 

実証調査では、ヒアリング調査の対象とした 10 地域のうち２地域において、食とその食の有する文化

的価値を併せて提供する観光モデルを企画し、モニタリング調査を実施した。また、対象となった食文化

の価値を測定した。実際の測定に当たっては、「満足度」「リピート・推奨意向」「関心度」等、有識者会

議で協議された「食の有する文化価値を測る指標」を用いた分析を行い、食の文化的価値を可視化するこ

とによる観光の価値向上の可能性を探った。 

 

 食の有する文化価値の測る指標 

 

食が有する文化的価値は、時間と空間に裏打ちされた地域資源と人との関わりによって醸成された価値

であり、文化審議会文化政策部会食文化ワーキンググループの報告書において、『我が国の食文化の特徴・

魅力』（報告書第 3 章）として、以下のように表現されている。 

 

 

 

以上を踏まえ、食文化の特徴や魅力等の価値を可視化するに当たり、以下の指標を設定し、7 段階で評

価を行った。 

 

 

 

  

○ 接遇やしつらえなど料理を取りまく様々な要素が融合 

○ 自然の尊重など日本人の精神性を反映 

○ 伝統的な食文化は、地域の食材を尊重し自然環境とも調和 

○ 海外、特にヨーロッパでは、日本の食に対して、健康的との評価や文化的背景に関心 

○ 食への自然の表現、食材の持ち味の尊重 

○ 接遇やしつらえ等料理を取り巻く様々な要素が融合し、個々の文化の価値を高める側面も存在 
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食の有する文化価値を測る指標 

 

コンテンツ個別

評価 

① 「食べる」という行為だけでなく、「わざ」や「しつらえ」の食文化が、旅に深

みを与えたのかの複合性価値を測定する 

② 実証に参加したことで、その地域の食文化の歴史・文化について理解が深まっ

たかの理解浸透度を測定する 

③ この地域でしかこの食文化を体現することができないといった特別感を享受で

きたかの地域独自性を測定する 

④ この地域で体験できる食文化そのものに対し魅力を感じたのかの地域魅力度を

測定する 

⑤ 実証で提供された食文化が自然への敬意や日本人の細やかさが感じ取れたかの

精神性感受度を測定する 

実証調査 

全体評価 

A 味・匂い・見た目といった五感を刺激したのかの五感の満足度を測定する 

B 座卓や箸使いの日本独特の食の作法に違和感がなかったかの作法の快適性を測

定する 

C 宗教・食嗜好・アレルギーに気を配っているかの嗜好への対応力を測定する 

D 自然の美しさや季節のうつろいに共感したかの自然環境の好感度を測定する 

E 歴史的経緯や地域の風土に根ざした習慣に共感したかの地域伝統への好感度を

測定する 

総合満足度 

推奨度 

 実証全体の総合満足度とその満足度には『食文化』がどの程度影響したかの満足

寄与度（％）を測定する 

 母国の友人や知人に今回のツアーで体験した食文化についての推奨度（11 段階）

を測定する 
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 実証調査の内容 

 

 有識者会議の中で選定された 2 地域において、実際に提供されている観光プログラムをベースとし

て、観光モデルを企画した。モニタリング調査については、日本に住む外国人 3 名をモニターとし、

日本人通訳案内士 1 名を同行させる形で実施した。また、対象となった食文化の文化的価値の測定に

当たっては、モニターに対してアンケート調査を実施するとともに、各日終了後にはモニターを対象

にヒアリングを行った。 

 

実証調査の概要とモニターの属性 

 

 実証調査地域① 実証調査地域② 

実施地域 石川県能登 高知県 

実施日時 令和 4 年 1 月 27 日～28 日 令和 4 年 2 月 6 日～7 日 

主な食文化体験 

 能登の歴史・食文化・発酵食体験 

 輪島塗工房見学 

 輪島塩田見学 

 輪島塗で提供される能登食文化体験 

 白米千枚田見学 

 輪島朝市見学（生活文化体験） 

 あえのこと見学、儀礼食体験 

 日曜市見学（生活文化体験） 

 土佐料理の歴史・食体験 

 日本酒の試飲体験 

 文化財の⾧屋を有する三翠園での皿

鉢料理体験 

 柚子加工工場見学 

 カツオの藁焼き体験 

 

モニター

属性 

能登 高知 

P Q R S P’ Q’ R’ S’ 

国籍 NPL AUS AUS JPN USA USA USA JPN 

年代 40 代 40 代 20 代 50 代 30 代 40 代 50 代 50 代 

性別 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 

※S・S’は同一人物の通訳案内士 

 

  



44 
 

2 結果（全体） 
 
 2 地域での実証調査を行った結果、モニターから得られた評価と課題点をまとめた。 

 

モニターフィードバックまとめ 
Ⅰ.コンテンツ個別評価 評価 課題
A. 五感の満足度
味、匂い、見た目といった五感で
楽しむことができたか

B. 作法の快適性
畳や床に座って食べることや箸を
使うことなど、日本独自の食の作
法への好感度

C. 嗜好への対応力
ベジタリアンやビーガン、アレルギー
に対する配慮は十分か

D. 自然環境への好感度
自然の美しさや季節感を感じた
か

E. 地域伝統への好感度
歴史的経緯や地域の風土に根
差した習慣への好感度

F. 文化理解
この地域の食文化の歴史・文化
について理解が深まったか

複合性価値
「食べる」という行為だけでなく、
「技」や「しつらえ」の食文化が旅
の印象を強くしたか

理解浸透度
この地域の食文化の歴史・文化
について理解が深まったか

地域独自性
この地域のでしかこの食文化を体
現できないという特別感を享受で
きたか

地域魅力度
この地域の食文化そのものに対
し、魅力を感じたか

精神性感受度
この地域の食文化から自然への
敬意や日本人の細やかさが感じ
取れたか

満足度
今回の旅全体の満足度について

食文化寄与度
体験した食文化が満足度にどの
程度影響したか

推奨度
今回の旅で体験した食文化を母
国の人におすすめしたいか

・能登の食文化に興味を持つ人がいれば強くすすめる。そういう人
は多くないかもしれないが必ずいると思う(S)
・万人向けではないが、日本らしさと文化がはっきり強く出ていた
ので日本に精通した友人にすすめたい(P')

・日本には知られざる美しい場所がたくさんあるのでどこよりも能登を
おすすめするのは難しいと思う(Q)
・季節や料理の特徴をあまり感じなかったので、高知に行かないと体
験できない食文化が伝わると良い(Q')

・器に対して説明を聞く前はあまり関心がなかったが、理解すれば
興味深い(Q)

・食事との提供の仕方や説明方法、体験の位置づけを更に磨きあ
げる必要がある(S)

・田舎のいい雰囲気や伝統的な建物、日本料理などを楽しめた
(R)
・屋台やお店が途切れることなく続いていて、面白い匂い、味、景
色を楽しめた(Pb)

・日本が初めての外国人に生魚や刺身は厳しい場合がある,クジラ
や白子など食材そのものが受け付けない場合が多い(P)
・地域独自と言われてもほかの地域との違いが分からない(Qb)

・田舎寿司はベジタリアンやビーガンでも楽しめる寿司だろう(P')
・ベジタリアン・ビーガン・ハラール対応がどこまで出来るか伝えておく
必要がある(R)

・テーブル席だったので問題なかった(Rb) ・座敷での食事は難しい、椅子やテーブルがあるといい(Q)

Ⅲ.総合満足度と推奨度

Ⅱ.実証実験全体評価

・説明を理解はできたがほかの地域との違いが分からない(Q)
・昔とつながる食文化を感じたが、京都など他の地域の食文化の特
徴とどう異なっているのか分からなかった(Q')

・棚田がなぜ重要なのか、誰が始め、いつ始まったのかなどの場所に
関する説明が欲しかった(P)
・カツオの藁焼き以外の体験や見学は文化をあまり感じられなかった
(Q')

・多くの要素が重なり合ってできた食文化が発展したことが学べ、
魅力が高まった(S)
・残念ながらおきゃく文化の中心のべく杯、菊酒は体験できなかっ
たが、その概要に接し興味が高まった(Sb)

・ほかの観光地でも同じレベル、あるいはより深い食文化を感じるこ
とができると思う(Qb)

・建物や建築、雰囲気が良かった、地域の歴史や気候などについ
て知ることで食文化の魅力も向上した(R)
・全体的にとても満足しているが、伝統的なカツオのたたき以外に
食べ方のバリエーションが欲しかった(Pb)

・田舎寿司は高知の食文化のひとつだが実際に作る体験ができ
ず、どのような野菜が使われるのか説明がなかったので、もう少し説
明や体験が充実していると良かった(R')

・山で隔たれた4つの県、それぞれ異なった文化の四国。その中で
も特に際立った高知の食文化が強烈に印象に残った(Sb)

・食事は旅行のオプションとして考えている旅行者も多いので、見
学・体験から入って食文化を伝える必要もある(P)
・日本酒の試飲でも食文化を感じたが、高知県唯一的な体験では
ないと思う(R')

・「茅葺庵」や「あえのこと」の周りの里山里海や昔ながらの村など
の伝統的な風景が印象的(P)
・竹林寺の道中はバスで山を登ったが、高所から見る自然も良
かった(P')

・自然は感じたが、季節感はそこまで感じなかった(Q)
・全体的に冬ならではの食べ物という季節感は感じられなかった
(Q')

・歴史や食文化の背景などその地域を知ることは興味深い(Ｒ)
・独自の文化であるおきゃく文化を支える高地にある日本酒蔵、
日本酒の材料となる米を棚田で作っていることが背景としてつな
がった(S')

・サステナビリティと自然との調和を図りながら、説明と共に料理を
提供してもらえた(R)
・料理だけでなく、サービスやプレゼンテーションにも細心の配慮が
なされていた(P')

・高知の食事は自然を敬うなどの細やかさではなく、シンプルに食事
を楽しみ、家族のために振舞われる家庭料理だと思う(R')

・技やしつらえのそこにある思いや苦労を学ぶことが食の価値を高
めることに貢献する(S)
・皿鉢の組み物の視覚的演出、藁焼き体験の思い出など強く印
象に残った(Sb)

・食する場全体の雰囲気の演出が必要である(Rb)
・皿鉢料理の豪快な盛り付けは面白い文化だが、それだけでは旅を
する理由にならないと思う(Rb)

・地域の食文化を文化として伝えるための英語対応の映像コンテ
ンツがあると良い（人説明だけでは理解が難しい為、効率的な
伝え方）(P)

・地域の文化を総合的に伝えられるガイドに説明してほしい、料理
単体の食事の細かな説明は多くなくてよい(P)

・能登地域の特徴的な食べ物をたくさん知ることができた(R)
・皿鉢料理や藁焼きで地域の独自性を感じた。日本のほかの地
域にはないスタイルで特別感を感じた(Pb)
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3  結果（能登） 
 

 

能登コンテンツ個別評価 

※網掛け部分は該当しない設問 

＜能登＞
A B C D E F A B C D E F

P 7 7 - 7 7 6 P 7 7 - 6 7 6
Q 6 4 4 7 7 6 Q 7 7 6 7 7 7
R 6 6 5 6 6 6 R 7 7 6 5 6 6
S 7 7 - 7 7 7 S 7 7 7 7 7 7

Average 6.50 6.00 4.50 6.75 6.75 6.25 Average 7.00 7.00 6.33 6.25 6.75 6.50

A B C D E F A B C D E F
P 7 7 7 7 P 7 7 - 4
Q 7 5 7 7 Q 6 7 4 4
R 5 5 6 6 R 5 6 4 4
S 7 1 7 7 S 7 7 7 5

Average 6.50 4.50 6.75 6.75 Average 6.25 6.75 5.00 4.25

A B C D E F
P 6 5 6 7
Q 7 6 7 7
R 5 4 6 6
S 7 7 7 7

Average 6.25 5.50 6.50 6.75

輪島塩田

Day1

三井の里茅葺庵（ランチ） 冨成（ディナー）

輪島塗工房 白米千枚田

A B C D E F A B C D E F
P 4 5 6 5 P 6 6 - 6 6 6
Q 5 4 7 6 Q - - - - - -
R 5 - 6 6 R 6 6 4 6 6 6
S 7 7 7 7 S 7 7 - 7 7 7

Average 5.25 5.33 6.50 6.00 Average 6.33 6.33 4.00 6.33 6.33 6.33

A B C D E F
P 6 5 6 6
Q - - - -
R 4 4 6 6
S - 4 7 7

Average 5.00 4.33 6.33 6.33

Day2

朝市見学 合鹿庵あえのこと

キリコ会館

○ 全体的に高い評価を得る結果となった。 

○ 設問 E の歴史的経緯や地域の風土に根差した習慣へ好感度は各コンテンツで高い評価を得てお

り、今回のツアーを通して地域の歴史や風土への好感度が高まったことが分かる。 

○ 実証調査全体評価・満足度・推奨度において、理解浸透度が高評価、複合性価値は相対的に低い

評価となった。 
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能登 実証調査全体評価・満足度・推奨度 

 

  

＜Ⅱ.実証実験全体評価＆Ⅲ.満足度と推奨度＞

<能登>
P Q R S 平均 （参考）設問

1-1 4.0 7.0 6.0 7.0 6.0 ・・・ 1-1  「食べる」という行為だけでなく、「技」や「しつらえ（演出）」の食文化が、今回の旅の印象を強くしたか
1-2 6.0 4.0 5.0 7.0 5.5 ・・・ 1-2  「食べる」という行為だけでなく、「技」や「しつらえ（演出）」の食文化（母国の人重視度）
2-1 6.0 7.0 6.0 7.0 6.5 ・・・ 2-1 この地域の食文化の歴史・文化理解
2-2 7.0 6.0 6.0 7.0 6.5 ・・・ 2-2 この地域の食文化の歴史・文化理解（母国の人重視度）
3-1 6.0 6.0 6.0 7.0 6.3 ・・・ 3-1 この地域でしかこの食文化を体現することができないといった特別感
3-2 6.0 5.0 6.0 7.0 6.0 ・・・ 3-2 この地域でしかこの食文化を体現することができないといった特別感（母国の人重視度）
4-1 6.0 7.0 6.0 7.0 6.5 ・・・ 4-1 この地域で体験できる食文化そのものの魅力
4-2 6.0 5.0 6.0 7.0 6.0 ・・・ 4-2 この地域で体験できる食文化そのものの魅力（母国の人重視度）
5-1 6.0 7.0 6.0 7.0 6.5 ・・・ 5-1 自然への敬意や日本人の細やかさ
5-2 6.0 6.0 6.0 7.0 6.3 ・・・ 5-2 自然への敬意や日本人の細やかさ（母国の人重視度）
① 5.0 7.0 6.0 7.0 6.3 ・・・ ① 今回の旅全体の総合満足度について
② 6.0 6.0 6.0 7.0 6.3 ・・・ ② この地域の『食文化』はどの程度満足度に影響したか
③ 10.0 7.0 9.0 7.0 8.3 ・・・ ③ 今回の旅で体験した食文化を母国の友人や知人におすすめしたいか。

本人評価 重視度 本人評価

複合性価値 6.0 5.5 5.875

理解浸透度 6.5 6.5 6.25

地域独自性 6.3 6.0 6.25

地域魅力度 6.5 6.0 5.625

精神性感受度 6.5 6.3 5.875

能登　実証実験調査票 7段階評価まとめ

Ⅲ.総合満足度と推奨
度

Ⅱ.実証実験全体評価 地域独自性

理解浸透度

複合性価値

推奨度
寄与度
満足度

精神性感受度

地域魅力度

0
1
2
3
4
5
6
7

複合性価値

理解浸透度

地域独自性地域魅力度

精神性感受度

能登

（参考）高知

能登

複合性価値

理解浸透度

地域独自性

地域魅力度

精神性感受度

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0

モ
ニ

タ
ー
の
評
価

モニターの母国旅行市場の重視度

能登
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4 結果（高知） 

 

高知コンテンツ個別評価 

 ※網掛け部分は該当しない設問 

   

○ コンテンツ別評価では、「竹林寺」が一番高い評価を得ており、神社仏閣やお遍路の人気の高さ

と『接待』の心遣いが食事の場でも感じられたという意見から高知の風習と食文化の繋がりが感

じられた瞬間だったことが分かる。 

○ 実証調査全体評価・満足度・推奨度において、地域独自性や理解浸透度の評価は高く、地域魅力

度は相対的に低い評価結果となった。 

＜高知＞
A B C D E F A B C D E F

P’ 6 - - 4 7 - P’ 5 - - 4 6 7
Q’ 5 - - 6 7 - Q’ 5 - - 5 6 6
R’ 5 - - 6 7 - R’ 5 - - 5 7 7
S’ 7 - - 7 7 - S’ 7 - - 7 7 7

Average 5.75 5.75 7.00 Average 5.50 5.25 6.50 6.75

P’ A B C D E F A B C D E F
Q’ 7 - - 7 7 7 P’ 6 - - 7 7 7
R’ 6 - - 5 4 2.5 Q’ 7 - - 7 5 5
S’ 7 - - 6 7 7 R’ - - - 5 - 5

Average 7 - - 7 7 7 S’ 7 - - 7 7 7
6.75 6.25 6.25 5.88 Average 6.67 6.50 6.33 6.00

A B C D E F A B C D E F
P’ 6 4 5 6 7 7 P’ 6 6 6 6 7 7
Q’ 6 7 - 4 6 5 Q’ 5 6 - 5 5 4.5
R’ 5 7 3 5 7 6 R’ 6 7 6 6 7 7
S’ 7 7 7 7 7 7 S’ 7 7 7 7 7 7

Average 6.00 6.25 5.00 5.50 6.75 6.25 Average 6.00 6.50 6.33 6.00 6.50 6.38

土佐料理司（ランチ） 三翠園（ディナー）

高知城 桂月館土佐酒造見学

Day1

日曜市 高須の棚田

A B C D E F A B C D E F
P’ 6 - - 4 6 6 P’ 7 - - 7 7 7
Q’ 3 - - 2 2 5 Q’ 7 - - 7 7 7
R’ 6 - - 7 6 7 R’ - - - - - -
S’ 7 - - 7 7 7 S’ 7 7 7 7 7 7

Average 5.50 5.00 5.25 6.25 Average 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00

P’ A B C D E F
Q’ 7 7 7 6 7 7
R’ 6 7 - 4 5 4.5
S’ 7 7 7 7 6 7

Average 7 7 7 7 7 7
6.75 7.00 7.00 6.00 6.25 6.38

Day2

れいほく柚子加工工場

カツオの藁焼き

竹林寺
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高知 実証調査全体評価・満足度・推奨度 

 

 

  

＜Ⅱ.実証実験全体評価＆Ⅲ.満足度と推奨度＞

<高知>
P Q R S 平均 （参考）設問

1-1 6.0 5.5 5.0 7.0 5.9 ・・・ 1-1  「食べる」という行為だけでなく、「技」や「しつらえ（演出）」の食文化が、今回の旅の印象を強くしたか
1-2 6.0 6.0 5.5 7.0 6.1 ・・・ 1-2  「食べる」という行為だけでなく、「技」や「しつらえ（演出）」の食文化（母国の人重視度）
2-1 6.0 5.0 7.0 7.0 6.3 ・・・ 2-1 この地域の食文化の歴史・文化理解
2-2 6.0 5.5 5.0 7.0 5.9 ・・・ 2-2 この地域の食文化の歴史・文化理解（母国の人重視度）
3-1 7.0 5.0 6.0 7.0 6.3 ・・・ 3-1 この地域でしかこの食文化を体現することができないといった特別感
3-2 6.0 4.0 - 7.0 5.7 ・・・ 3-2 この地域でしかこの食文化を体現することができないといった特別感（母国の人重視度）
4-1 6.0 4.0 5.5 7.0 5.6 ・・・ 4-1 この地域で体験できる食文化そのものの魅力
4-2 4.0 6.0 5.0 7.0 5.5 ・・・ 4-2 この地域で体験できる食文化そのものの魅力（母国の人重視度）
5-1 7.0 6.5 3.0 7.0 5.9 ・・・ 5-1 自然への敬意や日本人の細やかさ
5-2 7.0 6.0 4.5 7.0 6.1 ・・・ 5-2 自然への敬意や日本人の細やかさ（母国の人重視度）
① 6.0 6.5 5.5 5.0 5.8 ・・・ ① 今回の旅全体の総合満足度について
② 5.0 5.0 3.0 7.0 5.0 ・・・ ② この地域の『食文化』はどの程度満足度に影響したか
③ 7.0 4.0 6.0 10.0 6.8 ・・・ ③ 今回の旅で体験した食文化を母国の友人や知人におすすめしたいか。

本人評価 重視度 本人評価

複合性価値 5.9 6.1 6.0

理解浸透度 6.3 5.9 6.5

地域独自性 6.3 5.7 6.3

地域魅力度 5.6 5.5 6.5

精神性感受度 5.9 6.1 6.5

高知　実証実験調査票 7段階評価まとめ

Ⅲ.総合満足度と推奨
度

満足度
寄与度
推奨度

Ⅱ.実証実験全体評価

複合性価値

理解浸透度

地域独自性

地域魅力度

精神性感受度

0
1
2
3
4
5
6
7

複合性価値

理解浸透度

地域独自性地域魅力度

精神性感受度

高知

（参考）能登

高知

複合性価値

理解浸透度地域独自性

地域魅力度
精神性感受度

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

4.5 5.0 5.5 6.0 6.5

モ
ニ

タ
ー
の
評
価

モニターの母国旅行市場の重視度

高知
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5 参考資料 
  
 今回の実証調査では、行程表（日英版）とコンセプトシート（日英版）をモニターに配布した。ま

た、参考として、調査票の自由記述をまとめたものと、ヒアリングにおけるモニターの発言をまとめた

ものを掲載する。 

 

 

 

  

能登行程表(日本語版) 能登行程表(英語版) 
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高知行程表(日本語版) 高知行程表(英語版) 
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能登ツアーコンセプトシート(日本語版) 

能登ツアーコンセプトシート(英語版) 
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高知ツアーコンセプトシート(日本語版) 

高知ツアーコンセプトシート(英語版)  
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能登 調査票自由記述欄まとめ 

 

 
 
 
 
 

Ⅰ.コンテンツ個別評価 
 三井の里茅葺庵 
A. 五感の満足度 

 説明が⾧すぎて食事が冷めてしまった(Q) 

 田舎のいい雰囲気や伝統的な建物、日本料理など楽しむことができた(R) 
味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

B. 作法の快適性 

 床に座っていたので足が痛かった(Q) 

 畳とこたつかテーブルで食事をするか選択可能(R) 

畳や床に座って食べることや箸を使

うことなど、日本独自の食の作法へ

の好感度 

C. 嗜好への対応力 
 ベジタリアン、ビーガンへの配慮はわからなかった(Q) 

 ベジタリアンは可能だが、ビーガンは分からない(R) 
ベジタリアンやビーガン、アレルギ

ーに対する配慮は十分か 

D. 自然環境への好感度 
 雪に覆われた景色はとても素晴らしかった(Q) 

 雪に覆われた田んぼと山に囲まれ、自然を感じた(R) 
自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度 
 建築についてもっと詳しく知りたかった(Q) 

 やち婆(地元の人）はこの地域の知恵や体験話をたくさん話してくれた(R) 
歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解  シェフやガイドが指をさして説明した方が良い。何の料理がその説明なのか

分からなかった(Q) 

 全体的には素晴らしい体験だった。説明は短めに、その際、何の料理の説明

をしているのかが分かると良い。何が何だか分からなかった(Q) 

 食事と一緒にスクリーンやビデオが見られるようにするべき。外国人に本格

的な日本の食を伝えることができる(P) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答 

 
 建物、人、内装、料理が周りの山里と相まってとても良い時間を過ごせた。

やち婆の実体験に基く話はとても貴重(S) 

 
  

日程：令和 4 年 1 月 27 日～28 日 

＜モニター情報＞ 

P：40 代男性ネパール国籍   Q：40 代男性豪州国籍  R：20 代男性豪州国籍  S：50 代男性日本国籍、通訳案内士 
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 輪島塗工房 
その他自由回答 

 手作業で行っていることにとても感激した。伝統的で本格的な日本の魅力だ

と思う。英語で説明されているビデオなどがあると良い(P) 

 あまり期待していなかったが、輪島塗が造られている工程を観ることができ

てとても楽しかった。ツアーの最後にはなぜ輪島塗が高価なものなのか理解

することができた(Q) 

 工房の裏側を観ることができる。ティファニーとのコラボレーション(R) 

 ティファニーの話が出たとたんに、参加者の興味が高まったことは事実だ

が、それが無くても充分に楽しめる内容。社⾧の淡々とした語り口が製品の

重要さを語るのにぴったりだった(S) 

 

 輪島塩田 
A. 五感の満足度 

 “にがり”はとても興味深かった(Q) 味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度  自然は感じたが、季節感はそこまで感じなかった(Q) 

 冬はベストな時期ではないと思う(R) 

 夏のアクティビティ、実際に手に持って海水を撒くのを体験した(R) 

自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度 

 新しい製塩方法かつ日本の伝統的な製塩方法を学ぶことができた(Q) 歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解  歴史の説明が良かった(R) 

 理解はできたが、もっと情報が必要だ(P) 

 塩づくりに関する知識が大変高まった。バス内で軽く触れた塩や発酵と保存

会の関係をもう少し取り上げた方が良いと感じた。あるいは塩の特性を生か

した試食 ex)塩と野菜、この塩で味がこう変わる etc. (S) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  ギフトバックはとても素敵なサプライズだった(Q) 
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 冨成 
A. 五感の満足度 

 座るのに心地よい椅子があってとても嬉しかった(Q) 味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度 
 山菜や近くの川で獲れたすっぽんや海藻など、提供された食事がどこから採

られたものなのかを聞くことができてとても良かった(Q) 
自然の美しさや季節感を感じたか 

 

E. 地域伝統への好感度  シェフの家族の話も非常に良かった(Q) 

 サステナビリティに関心のある人達には刺さるだろう(R) 

 クジラや白子、カニなどの食べ物を避ける人もいる(R) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解  シェフの能登にトキが帰ってきてほしいという思いが聞けて良かった(Q) 

 どのように輪島塗がつくられているかを見た後に食事で使用されていると

ころを見て素晴らしいと感じた(Q) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  冨成での夕食はとても良かった。食事と酒を楽しむことができた。SNS など

でプロモーションすれば、たくさんの観光客に興味を持ってもらえると思う

(P) 

 日本酒のボトルを見て、自分の目の前で注いでほしかった(Q) 

 色々なコースがある料理は好みだ(Q) 

 ミシュランで星を取っていることが人々には魅力的だろう(R) 

 トキの復活の為に尽くされている話のストーリーに心を打たれた。地域全員

の協力が欠かせない現実に立ち向かっておられるシェフのお姿がまぶしく

感じた。10 年後が楽しみです。スッポン、白子は事前に参加者に聞いた方が

良いと思いました(S) 

 

 白米千枚田 
D. 自然環境への好感度 

 サンセットが一番良いタイミング(Q) 自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度 
 歴史とは関係ないと思った(Q) 歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

その他自由回答  この棚田はなぜ重要なのか、誰が始めたのか、いつ始まったのか、などこの

場所に関する説明がもっと必要だと感じた(P) 

 時間が許せば、昼行って農業や歴史について説明、暗くなってライトアップ

された景観の大きな変化を楽しむのが良いと思った。時間あれば 
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 輪島朝市 
A. 五感の満足度 

 コロナの影響で本来の朝市ではなかった(Q) 味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度 
 夏だと良い(P) 

 冬だけしか見ていないので季節感はわからない(Q) 
自然の美しさや季節感を感じたか 

 

E. 地域伝統への好感度 

 漆器について今後も学んでいきたい(Q) 歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

その他自由回答  観光すること自体は面白い。歴史的経緯や地域の風土に関してもっと深い内

容を準備するべき。食文化の歴史や文化について市場を見て回った。食事で

はなくスイーツを食べた(P) 

 オンラインでもっとプロモーションするべき。YouTube や SNS などに動画

を投稿してプロモーションすることが重要だと思う(P) 

 伝統の面白さ。ゲストに学ぶ意欲を持たせると思う。祭りの時期にまた来た

い(R) 

 商売上手なおばあちゃんたちとのやり取りを目の前で実況(実演)するなど、

地域の人との触れ合いとするとより良い訪問になると思う(S) 

 
 

 

 キリコ会館 
A. 五感の満足度 

 楽しい雰囲気が伝わった(S) 味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

E. 地域伝統への好感度 

 キリコの見た目や歴史がとてもユニークだった(P) 歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

その他自由回答   実際にキリコを担ぐなどの体験ができるとより良かった (P) 

 食とは関係ないように思えた(R) 

 祭りの実物を見られないので、ビデオの部分を見やすくした方が良いと思っ

た(S) 
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 あえのこと 
A. 五感の満足度 

 食べ物はおいしかった(R) 味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

B. 作法の快適性 

 あぐらをかいて座ることに慣れていない人には椅子が必要だろう(R) 
畳や床に座って食べることや箸を使

うことなど、日本独自の食の作法へ

の好感度 

E. 地域伝統への好感度 

 面白い儀式だと思った(R) 歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解 

 各ステップを説明するパンフレットが必要だと感じた(R) 歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

その他自由回答   パッケージツアーの中に必ず含まれている方が良いだろう。家族など少人数

グループでもツアーがいいと思う(P) 

 冬だと寒い(R) 

 とても貴重な体験、農家の人の想いが伝わってきた(S) 
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Ⅱ. 実証調査全体評価 
複合性価値  一時間ほどにまとめたこの地域の食や文化に関するビデオが英語で見られるよ

うにしてあると良いと思う(P) 

 10 種類のコース料理がある高級レストランから、伝統的な“囲炉裏“の前で座って

食べるものまで、日本には様々なしつらえがある(Q) 

 食材や料理の歴史や背景を知ることでより良い体験ができた。茅葺庵での山菜や

農業など。輪島塗ツアーの後に冨成で輪島塗を使ったことが印象的だった(R) 

 わざやしつらえの底にある思いや苦労を学ぶことが食の価値を高めることに貢

献する(S) 

「食べる」という行為だけでな

く、「わざ」や「しつらえ」の食

文化が旅の印象を強くしたか 

理解浸透度  食事と文化がとても興味深かった(P) 

 似たような料理はたくさん食べてきたが、地域の食材などの産地がどこなのかま

では知らなかった(Q) 

 歴史やこの地域に関する話や知識が地元の食材を食べながら紹介されてとても

興味深かった(R) 

 輪島塗、塩田に実際行ってみたことが学びになった(S) 

この地域の食文化の歴史・文化

について理解が深まったか 

地域独自性 
 能登の食文化や（冨成のシェフが行っている）食に対する取り組みは想像もして

いなかった。もっとプロモーションするべきだと思う(P) 

 説明を聞くことで理解することができたが、素人の感覚では、景色や味は日本の

ほかの地域とあまり変わらないと思った(Q) 

 この地域の特徴的な食べ物をたくさん知ることができた(R) 

 地元の人の話を直接聞くのは本当に特別だと思う(S) 

この地域のでしかこの食文化

を体現できないという特別感

を享受できたか 

地域魅力度  日本の文化や地理に興味がある人達にアピールすべき(P) 

 刺身はとても新鮮で厚めのカットだった。すっぽんを食べたのは初めて(Q) 

 能登にはとても興味深い食べ物や食文化のストーリーがあり、それがツアーに脈

略を与えていたと思う(R) 

 多くの要素が集まり重なって出来た食文化が発展した事が学べ、魅力が高まった

(S) 

この地域の食文化そのものに

対し、魅力を感じたか 

精神性感受度 
 このツアーで出会った能登の人々は日本のほかの地域のひととは違うものを感

じた。自然や地元の食文化を愛していると感じた。これからも続いてほしいと思

う(P) 

 食材は全て近くの山で育ち、収集したものであることに驚いた(Q) 

 サステナビリティと自然との調和を図りながら、説明と共に料理を提供してもら

える(R) 

 現代の都会の日本人が置き忘れてしまったものを再発見した(S) 

この地域の食文化から自然へ

の敬意や日本人の細やかさが

感じ取れたか 
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Ⅲ. 総合満足度＆推奨度 
 

総合満足度 

 日本食になれている人達であれば問題ないだろう。能登の美しい自然と文化は日

本のほかの地域と比べてもユニークだ(P) 

 漆器や塩田を楽しめるとは思っていなかったがたくさん学ぶことができた。この

ツアーは自分が思っていたよりも良かった(Q) 

 今回のパッケージツアーで、とても興味深く楽しい体験と美味しい食事を楽しむ

ことができた。能登の伝統や物語を聞き、能登のことをたくさん知ることができ

た。また、能登に来たいと思う(R) 

 バランス良くバラエティーに富んだ内容が効率よく入っていた(S) 

食文化寄与度 

 海外から来た人たちは日本の文化やその土地について学びたいだろう。しかし、

食事はオプションでしかないと思う(P) 

 食事が良いことも何を食べるかも知っていたが、こんなにもたくさんのことを学

べるとは思っていなかった(Q) 

 このツアーの中で、食事は非常に重要なものだった。能登半島では食事が地域の

人との会話や文化体験のきっかけになった(R) 

 ツアーの内容がほとんど食文化だった(S) 

推奨度 

 能登半島を知り合いにお勧めしたいと思う(P) 

 能登はフーディーやハイカー、自然愛好家の人達にお勧めできる場所。日本には

知られざる美しい場所がたくさんあるため、ほかのどこよりも能登をおすすめす

るのは難しいと思う(Q) 

 このツアーパッケージで体験した、能登地域のサステナビリティ、伝統的な観光、

美しい自然をお勧めしたい。春から夏、秋にかけての旅行がいいと思う。ビーチ

を訪れるだけでなく、山へのハイキングなどもできる。能登にはこの地域独特の

文化的伝統、芸術、工芸、食べ物について学ぶことがたくさんあり、興味深い、

楽しい体験ができる(R) 

 興味を持つ人が居れば強くすすめる。そういう人は多くないかもしれないが、必

ずいると思う(S) 

 
  



63 
 
 
 

能登 ディスカッションまとめ 

 

 

 

 

 

 

＜1 日目ディスカッション＞ 

 

Q．ツアーを通して能登地域全体の評価について 

・オーストラリアでは野菜は基本的にスーパーマーケットで購入するため、山から直接山菜を取って

くる能登のスタイルは興味深いと思った(Q) 

 

Q．解説は必要か、十分か、多すぎるか 

・今日のランチ（茅葺庵）での説明は⾧すぎると感じた。説明が⾧いと料理が冷めてしまうので、食

べながら軽く説明する方が良い(Q) 

・説明はあった方が良い(P) 

・茅葺庵にて、英語で説明されているビデオなどが食事と一緒にあるといい(P) 

・茅葺庵では、何の料理の説明を受けているか分からなかった(Q) 

・茅葺庵にて、英語版のメニューなどがあればそれを見て、何の料理の説明か分かるといい(R) 

・茅葺庵でのやち婆（地元の人）の話はオーセンティックで、興味深かった(R) 

・聞きなれない食材など、説明されても違いが分からず、時間が⾧く感じてしまうのだろう(S) 

・この地域の気候や自然のこともビデオなどで説明があるともっと分かりやすいと思う(P) 

・視覚で説明するものと地域の人とのふれあいで地元の人の説明の両方があるといいのではないか(S) 

・説明があることで食事により価値を感じると思う(P) 

・料理がサーブされたときに軽く説明があり、食事の後にシェフの思いが聞けるといい。ワンプレー

トで提供されるときは、詳しい説明は⾧くは必要ないだろう(R) 

 

Q．外国人向けの味付けにアレンジすることに対して 

・日本食はシンプルな味付けだ。オーストラリア人は本来、濃い味を好む(Q) 

・（調味料を追加するのはどうか）調味料があったとしても料理にかけることは本格的な日本食レス

トランではできないのではないか(S) 

・日本に住んでいる外国人であれば味に関して問題はないと思う(P) 

・調味料で味をアレンジすることは店に対して失礼だと思うためできないと思う(R) 

・冨成でのシェフの思いや料理の背景などを説明されれば、アレンジしなくても受け入れられるので

はないか。素材の味を活かした料理であることを伝えれば同じ味でも好感が持って食べることがで

きると思う(R) 

日程：令和 4 年 1 月 27 日～28 日 

＜モニター情報＞ 

P：40 代男性ネパール国籍   Q：40 代男性豪州国籍  R：20 代男性豪州国籍  S：50 代男性日本国籍、通訳案内士 
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・先に料理の説明があることで同じ料理でも価値が高まると思う(S) 

 

Q. 輪島塗についてどのように感じたか 

・輪島塗について高級感を感じた(P) 

・説明を聞く前は退屈だと思ったが夕食に輪島塗が出てきたときは説明を聞いていたので感動した

(Q) 

・事前に説明を聞いていたから料理がよりおいしく感じた組み合わせの良い例だと思う(S) 

・食洗器や電子レンジ使用できない、傷つけないよう慎重に使用しないといけないなど、説明を聞く

前はネガティブなイメージだったが、説明を聞いて納得した(Q) 

・購入してみたいと思った(R) 

 

Q. 別の地域の器にも興味が湧いたか？ 

・今後も輪島塗はチェックすると思う(Q) 

 

Q. 地域全体のイメージも上がった？  

・食と地域への魅力は紐づくと思う(R) 

 

Q. 塩田での体験があったことで、食の魅力は向上したか 

・食の魅力も向上した(R) 

・冨成での夕食でてんぷらと一緒に食事をしたことで、ただの塩ではなくこの地域の食文化としてよ

り魅力的に感じるものがあった(S) 

 

Q．ほかにもっと説明が欲しかったコンテンツはあるか 

・冨成で提供された日本酒の説明はもっと欲しかったと思う(P) 

・冨成の提供された日本酒がグラスに入れられた状態で出てきたが、ボトルが見える状態で、目の前

で注いでほしかった(Q) 

 

Q. 一番よかった瞬間/あまりよくなかった瞬間 

・冨成でのディナーはとてもよかった。いろいろなものを少しずつゆっくり食べることができる。フ

レンチみたいで良かった(Q) 

・冨成のような 1 品ずつ料理が提供されるスタイルはメニューが分からず、少し不安だった(P) 

・茅葺庵でのランチや宿、周りの風景が良かった(R) 

・1 日目では茅葺庵の雰囲気が良かった(P) 

・茅葺庵の藁の匂いは特に嫌と感じなかった(R) 

・イベント込みの家族向けパッケージがいいと思う(P) 

・日本に初めて来た外国人の最初の訪問先には選ばれないと思う(Q) 
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Q．牛肉がある地域とない地域で訪問先としての魅力はどのように変わるか 

・いろいろな食事を挑戦する気持ちがあれば OK(Q) 

・冨成での食事ですっぽんなども出たが、まったく手を付けないオーストラリア人は多いと思う(Q) 

・食文化に興味のある人がツアーに参加するのであれば、問題ないと思う(R) 

 

Q．初めて日本に来た外国人は刺身などの食べられない食事もあるが、食べられることはステータスに

感じるか 

・ステータスに感じる。母国の人達に「日本でこんなもの食べたよ」と自慢できると思う(R) 

 

Q．能登はどのような人がターゲットとなり得るか 

・日本に観光客として訪れている多くの人はモダンな日本（東京、大阪などの大都市）を目的にして

いると思うが、伝統的な日本をみたいと思っている人も必ずいるはずなので、そういった層をター

ゲットにすればいいのではないか。世界中のディープなエリアを旅することが好きな人など、日本

に初めて訪れる外国人でもこの地域は刺さるのではないか(P) 

 

Q．能登はほかの国で例えるならどの地域に似ているか 

・オーストラリアはフラットな地形だから似ていない。雪も降らない(Q) 

・ニュージーランドのサウスアイランド東部は似ているかもしれない(S) 

・少し似ているかもしれない(R) 

 

Q．日本以外で食が魅力的で旅行したいと思う場所はどこか 

・イタリア(R) 

・中国(P) 

 

Q．日本で食を目的とした観光客は増えると思うか 

・プロモーションは必要だろう。日本に⾧く住んでいる私でも能登地域のことは知らなかった(P) 

 

Q．ターゲットはどの層に刺さると思うか 

・シニア層がいいと思う(Q) 

・バックパッカーは能登の自然を気に入るのではないか(R) 

・ナチュラリストのような人であればいいのかもしれない(S) 

・小さい子供がいる家族は難しいかもしれないが、ある程度成⾧した子供がいる家族向けにいいと思

う(P)  
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＜2 日目ディスカッション＞ 

 

Q．全体の中で一番心に残っているところは何か 

・伝統的な建物、街並み(Q) 

・あえのことが一番印象に残っている。日本に住んでいる外国人でも知られていない「あえのこと」の

文化や里山里海とその周りにある昔ながらの村など日本の伝統的な風景が印象的だった。「おしん」

を見て日本に興味を持ったが、この地域で体験することができた(P) 

・地域の人の話を聞いき、自然と人が共存し調和していることを感じられたのが良かった(P) 

 

Q．食文化の体験を通じて感じたこと/ツアー形態について（地元の人の説明付ツアー） 

・もっと自由に自分で行きたいところを選び、見て回りたい(Q) 

 

Q．日本の食文化についてどのように感じたか 

・朝市で見に行った、二階に蔵のある輪島塗の工房は興味深かった。日本の伝統的な建物のディテール

に興味がある(Q) 

・朝市のような人々でにぎわったところはいいと思う。コロナで出店している店舗が少なかったので、

本来の朝市を観てみたかった(P) 

・京都にも能登に似ている場所があるが、自由に車を停めて歩き回れるといいと思う。エリアの外に車

を停めて、中を歩き回るスタイルがいいと思う(Q) 

 

Q. 他の地域の旅行でも地域の人とコミュニケーション取りたいか 

・個人での旅行だと地域の人とのコミュニケーションをどうアプローチすればいいか分からず難しい

と感じるが、ツアーのパッケージであれば地域の人の説明を聞くことでコミュニケーションが取り

やすくなると思う(R) 

・ガイドを付けて説明をしてもらう方が色々なことを体験できてより楽しめると思う。お金があれば、

ガイドを付けてより地域のことを深く理解したい(R) 

 

Q．他の地域と比較して、能登にはどのような魅力があるか？ 

・能登地域は⾧く日本に住んでいる外国人でも知らない地域なので面白いと思う。よく東京の駅など

で旅行のパンフレットや旅先の地域の看板があったりするが能登は見たことがなかった。知られて

いないので、もっとプロモーションするべきだと思う(P) 

・箱根や日光などは東京近郊なので観光客が非常に多く、観光化しすぎていると感じる(Q) 

・交通が不便な地域は行きたいと思わないだろう(P) 

・あえのことや茅葺庵の建物などの文化はほかの地域では体験できないところ(P) 

・京都は能登に比べてあまり自然がないと思う(Q) 

 

Q. 能登を勧めるならどのような人がターゲットになり得るか 

・能登はハイキングやキャンプ、サイクリングなどの自然が好きな人(Q) 
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・日本が初めての旅行者はあまり来ないかもしれないが、初めて日本に来た人でも昔の日本や文化に

興味がある人には能登がおすすめだと思う(P) 

・海外旅行するときも有名な観光地ではなく誰も行かないようなところに旅行して、地域の人とコミ

ュニケーションが取りたい人がいいのではないか(P) 

・そういった人の特徴として、地理学や日本の昔ながらの雰囲気が好きな人があてはまるのではない

か。ターゲットを見つけるためにはプロモーションが必要だと思う(P) 

・わざわざ能登に来る人の年齢層は高めな人が多い。大体 40 代～70 代当たり。20 代～30 代の若い人

で能登を訪問する人は IＴ系の人が多く、パタゴニアを着るような環境意識の高い人達(地元ガイド) 

・Airbnb などを利用して自分で旅行を組む人(P) 

 

Q．味 母国の家族や友人におすすめしたいか 

・冬であればあたたかいものが食べたかった。(漬物や刺身は好きだけど）冷たい食べ物は難しい。味

噌汁は良かった(Q) 

・量も味付けも良かった。ほとんど和食だったが、食に興味のある人にはいいのではないか(R) 

・自分の兄はベジタリアンだが、ベジタリアンやビーガンの人には今回の食は難しい。魚や味噌汁など

食べられないものが多い(Q) 

・日本に住んでいる人で日本食に慣れている人はいいと思うが、初めての外国人は刺身などは難しい

とよく聞く。生魚を食べる習慣のある国の人々であればＯＫだと思う(P) 

・てんぷらやなべ物、炒め物がいいと思う(P) 

・初めて来た外国人に向けて色々な選択肢があるといい(P) 

 

Q．金額の予想/支払える金額について 

・茅葺庵 ＜予想 5,000 円～10,000 円＞ ＜実際の費用：体験込で 5,500 円＞ 

・富成 ＜予想 15,000 円、30,000 円、50,000 円＞ ＜実際の費用 10,000 円＞ 

・あえのこと＜予想 10,000 円～15,000 円＞ ＜実際の費用：食事のみ 3,500 円 体験込 15,000 円＞ 

・観光客でも支払える金額だと思う(P) 

 

Q．量はどうだったか 

・日本酒は少なかった。日本酒はとてもおいしかったのでもっと飲みたかった(P) 

・日本酒と料理のマリアージュを楽しめる説明がもっとあると良かった(S) 

 

Q．食べ物で能登らしさを感じたか 

・ディナーでのすっぽん鍋料理 (P) 

・山菜が良かった(R) 

・日本に住んでいる外国人は OK(P) 

・母国の友人は山菜に驚くかもしれないが、こういった食文化に興味がある人は喜んで食べると思う

(R) 

・日本食と親和性のある国の人々はいいと思う。刺身を食べる文化のある中国、ベトナム、韓国、タイ
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など(P) 

・冨成でのディナーは能登らしさを感じた。刺身、白子、すっぽん、クジラ(Q) 

・オーストラリア人にクジラは厳しいと思う(Q) 

 

Q．解説についてどのように思ったか 

・食事に関する説明はある方が良い(P) 

・食べる前に説明の方が良い(Q) 

・料理の説明は先、シェフの考えなどは後がいい(Q) 

 

Q 器についてどのように感じたか 

・海外でも漆器は売れると思う(P) 

・（食事だけで 1000 円 or 輪島塗の漆器 1500 円だったらどちらを薦めるか）友人なら安い方だが、器

にこだわる人やリッチな人は後者を選ぶだろう(P) 

・輪島塗や漆器について理解すれば、良さがわかる(Q) 

・漆器は日本のブランド品みたいだと思った(P)  

・高いレストランで器まで考えて提供するのはわかるが、一般のお店でも提供しているのは特別だと

感じた(R) 

 

Q．能登地域では日本人らしさを感じたか 

・日本には地域によって異なるパーソナリティがあると思う。東京の人は冷たいなど。田舎の人は道を

聞かれたらその場所まで一緒についてきてくれる。能登の人はとても優しい(Q) 

・朝市での地域の人との会話やふれあいはよかった(P) 

・モダンな日本を体験したい旅行者、伝統的な日本を体験したい旅行者の 2 種いると思うので能登は

伝統的な日本を体験したい旅行者に向いている(R) 

・伝統的な日本を感じた瞬間は服装(着物)、建物や建築、食。料理の出し方と服装や日本酒にオーセン

シティを感じる(P) 

・外国人は日本酒好きだと思う(P) 

・キリコ祭りが開催される夏に行きたい。ディナーやビーチ、里山ホテルに宿泊したい。友達と一緒に

周りを散歩してみたい(R) 

・キリコ祭りに参加してみたい(P) 

 

Q．どのような人をターゲットにするべきか 

以下(S)の意見 

・イタリアやフランスなどの地中海沿いのヨーロッパ系のガストロノミーに興味のある人は能登のタ

ーゲットとしていいのではないか 

・オーストラリアの人も自然に関心の高い人が多いのでいいと思う 

・または SDGｓ的な考え方に共感する人 

・小さな半島でコンパクトにまとまっているのでツアーを作りやすいと思うし、それが特徴的だと思
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う 

・小さな村や集落の文化を地域の人から直接聞けるのはとても貴重だと思う 

・例えばイタリアやフランスの地域に伝わる伝統的なチーズの作り方を守り続けている文化があるよ

うに、小さいコミュニティの中で育まれた文化というものに親和性を感じ、共感する人達がいると思

う。（アプローチが難しいかもしれないが） 

・都会に住んでいる人など食が趣味の人や食の産業に携わる人（レストラン経営者など） 

・イタリアンで輪島塗を使用するレストランなどもいいのではないか。ヨーロッパで日本のしいたけ

が有名なように能登産の食材を使用したイタリアンやフレンチなども能登の食文化の魅力として発

信できると思う 

・富裕層の人達はホームパーティーをする機会の多い人たちなので、食器にこだわりを持っているこ

とが多く、旅先の変わった食器などに興味を持つと思うので、そういった人たちに向けて輪島塗をプ

ロモーションするのもいいと思う。 

 

Q．交通手段について 

・また来るときには自分でレンタカーを借りて車で移動するか、サイクリングでもいいと思う。大人数

のパッケージでバス移動でもいいと思う。目的地の移動がバスで目的地での過ごし方は自由に見て

回る。ガイド付きで説明を聞きたい人はガイドを付け、説明いらなければ、自由に散策する(R) 

・カナダの G アドベンチャーでは世界中でツアーをしているが、それに近いことをしている。自由度

の高いツアーで G アドベンチャーの形態は能登に合うのではないか。若い人が参加することが多い

(S) 

 

Q．朝食について（日本食が続くツアー構成の場合） 

・朝から神社で焼き魚を食べるなど、毎食日本食だと厳しいと感じる人もいる(R) 

・経験上、人によるので朝食のメニューは事前に知らせたらいいと思う(S) 

・選べる朝食であるといい(P) 

・息抜きでイタリアンなどが出ると参加者は喜ぶことが多い。地域の食材の使われたイタリアンが提

供されてもいいと思う(S) 

 

Q．旅行の認知ルートは何か 

・行きたいところの公式なサイトや YouTube 動画(P) 

・観光案内所でパンフレットを集める(R) 

・Google のストリートビューで確認する(Q) 

・駅の案内看板を見て旅先を決めることもある(P) 

・いいね数が多いところに行きたいと思う 人気があるかどうかがわかる(P) 

・Google レビューは大事(Q) 

・旅行の順番を決める際は、一番行きたいところから探す(Q) 
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Q．食を目的とした旅行をする旅行者はいるのか 

・食文化を目的に旅行するという人はあまり聞かない(S) 

・若い男性でラーメン目的の方はたまに聞いたことがある(S) 

・リピート客の多くは食を目的に来ていると思うが、その際の日本食は、オーセンティックな日本食で

はなくラーメンなども含めた食だろう。観光とセットで食文化を知ってもらえる可能性はあると思

う(S) 
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高知 調査票自由記述欄まとめ 
 

 

 

 

 

 

Ⅰ．コンテンツ個別評価 

 高知城(重要文化財) 
A. 五感の満足度  何百年も前のこの地域の生活が想像できるジオラマを見るのが楽しかった

(P’) 

 展示物がシンプルすぎたかもしれない(Q’) 

 匂いや味はなかったが、視覚、聴覚で理解し触れることが出来た(R’) 

味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度  町の真ん中に高知城はあり、便利でアクセスしやすいが、自然を体験できる

のは城壁の内側だけだった(P’) 

 木や緑はあまりなかった(Q’) 

 眺めが良かった(R’) 

自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度  説明と城の色々な部分に触れることが出来たのはとても得るところが多か

った。高知の歴史の重要性と日本の現代社会を創り出すことに寄与した

人々について学んだことはとても興味深かった(P’) 

 歴史的な情報がもう少しあったら嬉しい。ガイド内容が軽かった(Q’) 

 会津の鶴ヶ城のように英語の説明と映像が有れば良かった(R’) 

 全体的に良かったが、殿様や土佐と幕府の企て(陰謀)など土佐の歴史に関す

る話がもっとあると興味深い(R’) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解  高知城を見学したことで、今日までのこの地域の文化と歴史を理解すること

が出来た(P’) 

 街の歴史、文化、政治の中心の城を最初に訪れる意義は大きく、街の概要が

把握できた。城を大切に保存している市民の気持ちが伝わった(S’) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 高知観光の起点として素晴らしい場所だった(P’) 

 全体的に非常に面白かったが、ガイド内容が軽かった(Q’) 

 他の日本の城に行くと展示物が豊富で音声ガイドもある。比較すると、高知

城の観光設備はまだ出来ていない印象があった(Q’) 

 高知城の近くにある博物館に行くことができたら、面白い展示があったかも

しれない(Q’) 

 もう少しディープな内容の説明がほしかった(Q’) 

 英語で説明されていた場所で一番印象的だったのは鶴ヶ城。松本にはアプリ

があったがあまり使えなかった(R’) 

日程：令和 4 年 2 月 6 日～7 日 

＜モニター情報＞ 

P’：30 代男性米国籍    Q’：40 代男性米国籍   R’：50 代男性米国籍   S’：50 代男性日本国籍、通訳案内士 
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 日曜市 
A. 五感の満足度 

 屋台やお店が途切れることなく続いていて、面白い匂い、味、景色を楽しむ

ことができた。こんなに沢山の屋台を見たのは初めてだった(P’) 
味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度 

 季節の食材が多く、地元の手作り職人の作品も見ることが出来た(P’) 自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度  日曜市の背景にある⾧い歴史と、それが数百年続いていることを聞いて驚

き、感動した(P’) 

 今回のツアーの中でお気に入りの一つ。いろいろな食べ物や手作りのグッズ

が販売されているのを見てとても興奮した(P’) 

 道を歩いていると、何百年前の生活が簡単に想像できた。数百年前に売られ

ていたと思われる伝統的な食べ物を見ることが出来た(P’) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解 

 初めて見る食べ物がたくさんあった。文旦や田舎寿司など(P’) この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 商品を売っている人たちはとてもフレンドリーだった(P’) 

 新鮮な野菜の市場としてよかったが、観光スポットとしては考えにくい。も

う少しローカルな味がわかるような商品があったら嬉しい。地元の新鮮な野

菜というだけでは特に記憶に残らない(Q’） 

 ゆっくりと時間をかけて色々な場所へ移りながら回る日曜市の体験が好き。

市場はいつも大盛況で、予め２、３軒の屋台を選んで紹介してくれるとどこ

へ行くべきか分かるので、日曜市見学がもっと良くなると思う。季節ごとに

何が旬なのかもっと知りたかった。食材の見どころを紹介してほしかった

(R’) 

 コロナにより大きな影響を受けた観光地。類似のものでは浅草仲見世、黒門

市場の不調と裏腹に、地元客中心に賑わう日曜市の実力を見せつけられた。

これは大きな観光資源として存続させなければならない！(S’) 
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 土佐料理司 
A. 五感の満足度 

 料理の見た目も味も美しくて美味しかった(P’) 味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

B. 作法の快適性  日本食の中では特に特別感は感じなかったが、食事のコースと品数はとても

素晴らしく、美しく盛り付けされていた(P’) 

 このスタイル(テーブルとイスのスタイル)に慣れている(Q’) 

 椅子があったので問題ない(R’) 

 テーブル席だったので、快適だった(S’) 

畳や床に座って食べることや箸を使

うことなど、日本独自の食の作法へ

の好感度 

C. 嗜好への対応力  コースには沢山の品数があり、いくつかベジタリアン向けのメニューもある

ように感じたが、ビーガンには事前に知らせておかないと少し難しいかもし

れない(P’) 

 配慮されているのか分からなかった(Q’) 

ベジタリアンやビーガン、アレルギ

ーに対する配慮は十分か 

D. 自然環境への好感度  食事に季節感を感じた(P’) 

 特に季節は感じなかった(Q’) 

 少し感じた(R’) 

自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度  高知出身の歴史上の人物が描かれたコースターがあり、勉強になった(P) 

 料理のコースメニューとともに歴史的意義を説明してくれ、その説明が食べ

物との素晴らしい組み合わせだった(P’) 

 素晴らしかった。伝統的な地元の話や(土佐の偉人の描かれた)コースターは

興味深かった(R’) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解  捕鯨についてここに来る前に高知城で学んだので、議論のあるテーマであっ

てもその料理の背景にある捕鯨文化を受け入れることが出来た(P) 

 建物や地域の情報がもっとあると良かった(Q’) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 全体的に食事の量が多く満足できた(P’) 

 今まで食べたことのない魚を食べたが、どの料理を楽しむことができた(P’) 

 近くで鯨が取れること知ったが、「高知料理」の特徴はあまり分からなかっ

た(Q’) 

 民族料理(郷土料理)を提供されたが、企画として少し分かりづらかった(Q’) 

 自らの日常の食の様子を交えた店のスタッフの説明に好感大。都会ではなか

なかできない食体験だった(S’) 
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 桂月館土佐酒造見学 
A. 五感の満足度  古い建物はとてもレトロな雰囲気で、実際に酒を造っている過程を見ること

が出来た。米の香りも漂って、試飲や説明もとても勉強になった(P’) 

 味と施設の方の笑顔は良かった。視覚は△(Q’) 

 製造過程を見ることができないのは体験の価値が下がると思う(R’) 

味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

C. 嗜好への対応力 

 配慮されているのか分からなかった(Q’) ベジタリアンやビーガン、アレルギ

ーに対する配慮は十分か 

D. 自然環境への好感度  寒さのためか多くの機械が蒸気を出していて、酒造りにどれだけ熱が必要な

のか実感した(P’) 

 自然◎季節△(Q’) 

 季節感が強調されていなかった(R’) 

自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度  醸造所の歴史を展示した小さな部屋があり、まるで博物館のようだった(P’) 

 (日本酒用の米を作るための)棚田を知ることができた(Q’) 

 桂月の話は素晴らしかった(R’) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解  酒造りの事はあまり知らなかったので謎だったが、米のとぎ方と大きさなど

で味が変わることなどたくさん学べた(P’) 

 酒造りの技術や苦労、歴史について知ることができ、全体的に素晴らしい体

験だった(P’) 

 創業 140 年のより文学的なつながりを知りたいと思った(R’) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 地元の新鮮な水を使っていることで、ブランドに対する地元愛が感じられた

(P’) 

 酒造工房の鈴木さんがとってもチャーミングなキャラクターだった。そのお

かげでツアーが楽しかった。休日だったためか、あまり稼働している工場の

雰囲気がなかったのでもっと工場内を見たかった(Q’) 

 ガイドが素晴らしくカリスマ性を感じた。酒の試飲や日本酒の種類について

説明が良かった。140 年の伝統などとても良い立ち寄りだった(R’) 

 製造工程を見られない、小規模のため見学の為の適切な場所が無いところは

ネガティブポイントだった(R’) 

 口利き酒師としてこれまで数々の酒蔵を訪ねてきたが、土佐酒造さんほど深

く刺さった倉は無かった。リクエストに応えてくださった試飲もそうだった

が、蔵人が作業されている息遣いが聞こえるほどの距離感で見られて、最高

だった(S’) 
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 高須の棚田 
A. 五感の満足度 

 綺麗な眺めで、初めて生で棚田を見た。もう一度稲刈りの時に見てみた

い、出来るなら稲刈りもしてみたい(P’) 
味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度  とても高い山の上まで行った。日本の自然の美しさを実感できた。寒く

て風が強いので、山の上まで来て仕事をする方々の苦労が身にしみた(P) 

 春が良い、田植えの前が良い(R’) 

自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度  田んぼの形や、こんな地形でよく人が土地を形成できるものだと驚いた。

とても急な斜面なのに、田んぼの形は完璧できれいに並んでいた(P’) 

 次はもっと歴史的な背景が知りたい(Q’) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解 

 この棚田の関係者の苦労が分かった(P’) この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 日本酒造りについてほとんど知識がなかった私にとって、たくさん学べ

て酒をもっと楽しめるようになったと思う(P’) 

 景色が素晴らしかったです。緑がなくても、眺めが楽しかったです。ま

た、収穫の譜が面白かったです。農家の文化がもう少しわかると良いか

もしれない(Q’) 

 あまり言うことは無い。違う季節に来た方が良い(R’) 

 訪れたのが酒造の次だったこと、そして日が傾きかけた時刻で良かった

と思う。違う季節にもまた来たい(S’) 
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 三翠園(皿鉢料理体験/文化財見学) 
A. 五感の満足度  皿鉢料理の陳列が素晴らしかった。一皿にこれだけの量の料理が盛られてい

るとは信じられなかった(P’) 

 冷たい食べ物ばかりだったので、温かい食べ物が欲しかった(P’) 

 食べ物を説明しにくい、食べにくいものがある(R’) 

味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

C. 嗜好への対応力  配慮されているのか分からない(Q’) 

 田舎寿司(ベジタリアン寿司)はベジタリアンやビーガンにも受け入れられ

ると思う(R’) 

ベジタリアンやビーガン、アレルギ

ーに対する配慮は十分か 

D. 自然環境への好感度 

 何が旬だったのか分からなかった(Q’) 自然の美しさや季節感を感じたか 

E. 地域伝統への好感度  ドリンキングゲーム(べく杯を使用したお遊び歌)は興味深かった。高知は日

本酒に深い愛を持っていると分かった(P’) 

 皿鉢料理は家族で食べるもの、ドリンキングゲームなど地域の文化を感じた

(R’) 

 さけのみ文化に深く触れられなかったことがとても残念。中居さんと共に飲

める機会は他にない！(S’) 

歴史的経緯や地域の風土に根差した

習慣への好感度 

F. 文化理解 
 皿鉢料理についての説明や歴史の説明もあったので、食事をより楽しむこと

が出来た(P’) 
この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 2 日間の中で、この皿鉢料理体験が少し微妙だった。最初の見た目が良く写

真を撮りたくなるが、実際に食べ始めると量が多すぎて魚の味の区別が分か

らなかった。並列で座らせた影響もあるかもしれないが、あまり話が盛り上

がらなかったと感じた。コロナの影響で一緒に飲むことができなかったた

め、平均的な体験となってしまった(Q’) 

 ドリンキングゲーム、ホテルスタッフの笑顔、素晴らしいサービス精神、武

家屋敷と外の門、温泉、高知ビュッフェ(皿鉢料理)は良かった(R’) 

 部屋のしつらえ、雰囲気はあまり感じられなかった(R’) 
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 柚子加工工場 
A. 五感の満足度 

 たくさんの製品を見せてもらった。柚子胡椒の瓶詰工程を見たときにとても

良い香りだった(P’) 
味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

D. 自然環境への好感度 
 冬だったのであまり楽しめなかったが、柚子を収穫している様子を見て、自

分で収穫してみたいと思った(P’) 
自然の美しさや季節感を感じたか 

F. 文化理解  柚子を使用した様々な製品があり、それは日本の文化がどれだけ豊かなのか

を実感した(P’) 

 柚子はこのエリアの特産品(Q’) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 生のゆずを試食して、彼らが作るいくつかの製品と比較し、私たちの元に

届くまでに果実がどのように変化するのか見てみたかった(P’) 

 柚子の畑に行けたら面白かったかもしれない(Q’) 

 １１月に工場の機械が動いている時に行けたらもっと印象的だったかしれ

ない(Q’) 

 工場の方が優しく、案内がよかったと思う(Q’) 

 味、サンプル、製造過程の説明、工場見学は良かった(R’) 

 とても丁寧なご対応で好印象だった(S’) 

 観光チックでない生産の現場を直接見られたことに大満足だった(S’) 

 やはり本物の方が喜ばれると思う(S’) 

 ユズと言うテーマも欧米だけ出なく、普遍的な素材だと思う(S’) 
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 桂浜カツオの藁焼き体験 
A. 五感の満足度 

 正直、2 日目のランチでカツオに飽きると思ったが藁焼きで全く新しい香り

と味を楽しむことができた(P’) 
味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

C. 嗜好への対応力 

 田舎寿司はベジタリアンビーガンでも可能だと思う(P’) ベジタリアンやビーガン、アレルギ

ーに対する配慮は十分か 

D. 自然環境への好感度 
 藁焼きの火は冬にぴったりで、イベントなどの集まりの時にやっている人が

目に浮かぶ(P’) 
自然の美しさや季節感を感じたか 

F. 文化理解  なぜカツオを焼くようになったかのきっかけを説明してもらった。食事の制

約（昔の殿様がぜいたく品であるカツオの刺身を食べることを禁止した。庶

民が隠れて食べるために藁焼きで炙りカツオ黒くしたことが由来のひとつ

と言われている）が新しい美味しさにつながったのは面白い(P’) 

この地域の食文化の歴史・文化につ

いて理解が深まったか 

その他自由回答  

 

 全体的に素晴らしい体験と様々な食べ物だった。こんなに勉強になるとは思

っていなかったが、体験のおかげでさらに楽しみ、感謝することができた

(P’) 

 体験としてとても楽しかったし、食事も美味しかった(Q’) 

 今回のツアーで 3 回目のカツオ料理だったが、一番美味しく感じた(Q’) 

 なぜカツオをタタキにするかを初めて知り、それが印象的だった(Q’) 

 料理と文化のコネクションを感じた(Q’) 

 背景に隠れているハイクラスな歴史。自分でカツオを焼いた体験。素晴らし

い味(R’) 

 ほとんどのゲストが「これ以上、カツオは食べられない」という予想を裏切

り、一番美味しかったと言っていた。体験が味に影響する最も顕著な例だと

思う(S’) 
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 竹林寺 
A. 五感の満足度 

 自然やお香の香り、そして美しい建築物や美術品・彫像(P’) 

 塗香や寺の匂いを感じた(S’) 
味、匂い、見た目といった五感で楽し

むことができたか 

その他自由回答  

 

 日本の宗教について少ししか知らなかったが、この体験は私にとって非常に

勉強になり、新しい考え方を持って帰ることができた(P) 

 お寺に行けて本当によかった(Q’) 

 お坊さんの話も上手だった(Q’) 

 また行きたいと思った(Q’) 

 朝の瞑想会にも参加してみたいと思った(Q’) 

 もう少し⾧く滞在できればよかったと思う(Q’) 

 文化と歴史を実感できてとても印象的だった(Q’) 

 今回のツアーの中で一番の体験だったかもしれない(Ｑ’) 

 また訪れたいと思った(Ｑ’) 

 短い時間の中で、濃い説明と仏教体験が出来たと思う(Ｓ’) 

 参加者が自然に引き込まれる語り口とお話の内容により、あっという間に時

間が経ち、気がつくと巡礼と仏教の知識が増えていた(Ｓ’) 
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Ⅱ. 実証調査全体評価 
複合性価値  普段食べない食材の美味しさを感じた。また、日本の地方文化や食についても学

ぶことができた(P’) 

 2 日目の藁焼きの体験がとても良く、他の食文化の体験を比べると文化をあまり

感じなかったと思う(Q’) 

 私は食べ物が好きで自分でフーディだと思っているが、高知の食文化は面白かっ

た。今回のツアーを振り返ると、料理の盛り付けという点では面白いと思うが、

皿鉢料理だけでは旅をする理由にはならないと感じる(R’) 

 今回の食文化で一番良かったのは、カツオの藁焼き体験。あと野菜を使用した田

舎寿司といも天も最高だった(R’) 

 皿鉢の組み物の視覚的演出、藁焼き体験の思い出など強く印象に残った(S’) 

「食べる」という行為だけでな

く、「わざ」や「しつらえ」の食

文化が旅の印象を強くしたか 

理解浸透度  高知には、カツオとクジラを中心に深い歴史と文化があることを知った(P’) 

 せっかくの素晴らしい体験だったが、コロナの影響で少し物足りない気がした

(P’) 

 昔と繋がる食文化を感じたが、歴史の側面はどうか。京都など他の地域の食文化

の特徴とどう異なっているかあまり分からなかった(Q’) 

 高知の人は皆とても親切で、料理も地元の新鮮な食材ばかりで料理と文化がリン

クしている話を聞けた(R’) 

 高知の皿鉢料理のようなビュッフェスタイル、カツオのたたき、田舎寿司などを

通して文化をより理解することができた(R’) 

 高知の食文化をもう一度楽しみたいと思った(S’) 

この地域の食文化の歴史・文化

について理解が深まったか 

地域独自性  特に皿鉢料理で地域の独自性を感じた。他の地域にはないスタイルで、とても特

別な体験ができた(P’) 

 藁焼きが特別な経験だと感じた。友達を連れて一緒に体験したい(Q’） 

 カツオの藁焼きで感じた。この料理と盛り付け方を実演で見せてもらったが楽し

かった。カツオ船は素晴らしいレストラン、料理もおいしかった(R’) 

 少人数では体験できない大皿の組み物に圧倒された(S’) 

この地域のでしか子の食文化

を体現できないという特別感

を享受できたか 

地域魅力度  私は人がなぜ特別な食べ方をするのかその理由にとても興味があるが、今回の旅

では、カツオのタタキ、鯨、皿鉢料理の歴史や由来など、とても多くの情報を得

ることができた(P’) 

 特別感でいうと、わざわざ遠くまで旅する気持ちにならない。他の観光地でも同

じレベル、あるいはより深い食文化を感じることができると思う(Q’) 

 柚子が好きなので魅力的だが休日に工場見学は魅力的ではないと思う(R’) 

 田舎寿司やカツオの藁焼き、日曜市の屋台で食べたいも天、カツオ船の横にあっ

た和菓子が良かった(R’) 

 残念ながらおきゃく文化の中心のべく盃、菊酒は体験出来なかったが、その概要

に接し興味が高まった(S’) 

この地域の食文化そのものに

対し、魅力を感じたか 
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精神性感受度  料理だけでなく、サービスやプレゼンテーションにも細心の配慮がなされていた

(P’) 

 おいしいものを食べるのは良いが、美しくおいしいものを食べるのはもっと良い 

(P’) 

 聞かれると自然に対する敬意を感じたかもしれないが、自発的に自分からそう思

わなかった(Q’） 

 高知の食事は自然を敬うというような細やかさではなく、家族のためのまたは、

シンプルに食事を楽しむための家庭料理だと思う(R’) 

 盛り付けやサービスの心遣い、すなわちゲストを最大限もてなす気遣いが感じら

れた 2 日間でした(S’) 

この地域の食文化から自然へ

の敬意や日本人の細やかさが

感じ取れたか 
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Ⅲ. 総合満足度＆推奨度 
 

総合満足度 

 全体的にとても満足しているが、できればもう少し料理のバリエーションが欲し

かった。鰹のたたきは伝統的な料理だが、伝統的でなくとも違った食べ方（鍋な

ど）をしてみたかった(P’) 

 食と深くかかわる地域の歴史や情報がたくさんあったが、これは実際に訪れてみ

て実感したことで、体験できて本当にありがたいことだと思う(P’) 

 時間の無駄はなかったし、時間がうまく利用されていると感じた。日程表も分か

りやすかった。移動の案内もとてもよかったので楽しい時間を過ごせた。わずか

二日間の滞在だったが充実感があり、高知を見ることができて嬉しかった。この

ような機会がなかったら、自分自身はで高知に行くことはなかったと思うので感

謝している。また行きたいと思った(Q’) 

 食べることや食事が好きな人は、とてもおいしい食べ物があるところ、自分でそ

の料理を作る体験に参加したいと思うはず。今回の私達が食べた料理は面白かっ

たが、どれもとても美味しいものだったとは言えない(R’) 

 唯一美味しいと感じたのは、2 日目のランチのカツオの藁焼き体験で食べたカツ

オの藁焼きだ。それ以外の食事は美味しかったが、また行きたい理由にはならな

いだろう。カツオの藁焼きは友達を連れて行っても喜ばれると思う。カツオの藁

焼きの店の向かいにある和菓子がもとても美味しかった(R’)  

 酒体験がコロナで出来なかった点以外は満点、その分だけ本質に迫れなかった

分、減点(S) 

食文化寄与度 

 高知の食文化も素晴らしかったが、人柄もすごく良かった(P’) 

 コロナ渦で大変な時期にもかかわらず、高知の人は私たちをとても親切に迎え入

れてくれた(P’) 

 城、寺、畑を見に行ったことが印象的だった。また、ツアーと調査の担当方々が

とても優しくて、リラックス出来た。食文化そのものは二日目のお昼の藁焼きが

とっても印象的だった。またこのような食文化を経験したい(Q’) 

 また食べに行きたいと思えるような美味しい料理でないと食文化について考え

もしないと思う(R’) 

 食文化を感じたのはカツオの藁焼き、日曜市のいも天。ゆずの工場は食文化には

当てはまらないと思う。日本酒の試飲も食文化を感じたが、それは高知県唯一的

な経験ではないと思う(R’) 

 例えば、田舎寿司は高知の食文化のひとつだが、一緒に作ることができずどんな

野菜が使われているか説明もなかった。田舎寿司はこの地域のものだと何度も聞

いていたので機会を損したような気がしてしまった(R’) 

 山で隔てられた 4 つの県それぞれ異なった文化の四国。その中でも特に際立った

高知の食文化が強烈に印象に残った(S’) 
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推奨度 

 確かに万人向けではないが、日本らしさと文化がはっきり強く出ていたので、日

本に精通している友人に勧めたい(P’) 

 他の季節だとまた全然違う体験ができると思うので、まだまだ楽しめると思う！

全体的におすすめ(P’) 

 季節やローカル料理の特徴をあまり感じなかったので、高知に行かないと体験で

きない食文化が伝わるといいと思う(Q’) 

 カツオの藁焼きと田舎寿司、いも天はおすすめできる(R’) 

 とても来るのが難しいが、酒好きあるいは自然が好きな人だったらとても楽しめ

る土地だと思う(S’) 
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高知 ディスカッションまとめ 

 

 

 

 

 

＜1 日目ディスカッション＞ 

 

Q．説明はあった方が良いか。背景やストーリー性を知ることでツアーの魅力は向上するか 

・高知で起きた戦いの話は、アメリカの歴史に共感するところがある(R’) 

・会津に行った際、鶴ヶ城には英語での説明がすべての箇所にあったので高知城にもあるといい(R’)  

・説明があればより深みが増す(R’)  

・土佐料理司で配られたグラス用のコースターに土佐の偉人の似顔絵と英語での説明が描かれてお

り、その人物や背景が分かるのでいいと思った(Q’)  

・高知城で聞いた話と食文化が繋がっていると感じることができた(P’)  

・物語があると地域に入り込みやすい(Q’)  

 

Q．ガイド付きのツアーor ビデオを見て自分で自由に回る 

・グループの雰囲気を読んで面白く説明してくれるガイドが付いてくれることが一番いい(R’) 

・人それぞれだと思う(Q’) 

・ガイドや各施設で説明する人の引き込まれやすさが大事、カリスマ性、人間性(Q’) 

・両方あると良い(Q’) 

 

Q．交通に関してどう感じたか 

・初めて日本に来る人は、自分でレンタカーを借りて現地の人の説明を聞くのは難しいと思う(Q’)  

 

Q．高知のターゲットはどのような人がなり得るか 

・寿司が好きな人は好む食文化(R’) 

・今の外国人に寿司は刺身ということが知られているので生魚で提供されてもいいと思う(P’)  

・日本に来たからこそ本物の寿司や本物の食事を食べたい人もいる(P’)  

 

Q．母国に住む家族は日本の伝統的な食文化をどのように感じると思うか 

・兄が日本に来た際、一番好きな日本食はたこ焼きと言っていたが刺身や日本の本格的な食事にも挑

戦していた(P’) 

・母と妹は全く手を付けていなかった(P’) 

・母は伝統的で保守的な人なので刺身などを食べなかったのだと思う(P’)  

日程：令和 4 年 2 月 6 日～7 日 

＜モニター情報＞ 

P’：30 代男性米国籍    Q’：40 代男性米国籍   R’：50 代男性米国籍   S’：50 代男性日本国籍、通訳案内士 
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Q．今日一番だと感じた瞬間はどこだったか 

・土佐の戦いの歴史は昔のイギリスとアメリカの歴史のように感じる部分があった(R’) 

・外国人に対して親和性を感じさせるようにプロモーションするべきではないか(R’) 

・城の中でその城の歴史を聞き、目で確かめながら見るのが面白い体験だった(P’) 

・日曜市で地元の人達と話すことでのふれあいや地元の食材をみることでその土地の文化を感じるこ

とができた(P’) 

・日本に来た一回目の旅行で日曜市は選ばれないと思う(R’)  

・妹の夫が日本に来た時に、日本の全部・知られていないところに行ってみたいから日本語のできる

自分と地方に行きたいと言われたことがある(P’) 

・訪問先として選ばれにくい場所や訪れにくい場所を旅先としてわざわざ選ぶ思う人もいるだろう

(Q’)  

・京都など観光化しすぎているところには観光客がたくさんいて、日本在住の外国人は行きたいと思

わない(Q’)  

・ディープな日本を体験できるとしてアピールできる(Q’)  

・ツアーでしか体験できないこと(皿鉢料理など)を魅力として伝える(P’) 

・一番印象に残っている瞬間は城などの伝統的な建物。思わず写真を何枚も撮っていた(Q’)  

・写真を撮りたくなる瞬間は一番テンションが上がった瞬間だと思う(Q’) 

 

Q．旅行するときはパッケージツアーor FIT か 

・東京ですら英語のメニューが置いていないところがあるが、パッケージで旅行する良さは、ガイド

の説明があることで地域の文化を深く知り、地元の人とのふれあいが体験できるところではないか

(Q’)  

・自分だけでは行かないような場所に旅行するときには、パッケージを申し込む場合がある(R’)  

・最近会津に行ったが、ツアーを利用した。自分一人では行きにくい場所なので行こうと思わなかっ

ただろう(R’) 

 

Q．この地域の食文化はインバウンドの外国人に刺さると思うか 

・日本の料理（刺身など）は初めて日本に来た外国人にとってはどこも同じものに感じる (R’)  

・刺身の新鮮さや魚の地域ごとの違いは分からないだろう(P) 

・皿鉢料理も大きいということだけで、日本の旅館で提供される一般的なお造りと違いはあまり感じ

られない(R’)  

・独自性が感じられない。日本のほかの地域でも食べられるのではないかと感じると思う(R’)  

・地域ごとに差別化をするために、コミュニティで特化すればいいのではないか(Q’) 

・地域ごと特別なストーリーが感じられると食文化も差別化できるのではないか(Q’) 

・本来はおきゃく文化が高知県独特の文化だが、コロナで体験することができなかったので独自性を

感じづらかったかもしれない(S’)  
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・Party TOSA が独自の文化としてそれを支える高地にある日本酒蔵、日本酒の材料となる米を棚田

で作っていることが背景としてつながったと思う(S’)  

・行程の順番が良かった。最初に高知城で高知の歴史を学び、日曜市で現在の高知県を知り、ランチ

で高知の名物を食事する。ストーリー性を感じて納得感があった(P’) 

・日本酒の酒蔵見学は実際に製造しているところを見学できてとても良い体験だった(P’) 

・インバウンド向けではなく、日本文化に慣れている在住外国人の方がターゲットとして良いのでは

ないか(R’)  

  



87 
 
 
 

＜2 日目ディスカッション＞ 

 

Q．今回のツアーを通して高知の食文化として一番良かった瞬間と課題に感じた瞬間 

・皿鉢料理は想像以上だった。アドレナリンが出て印象に強く残った。盛り付けでお客様をもてなす気

持ちが伝わった。女性も炊事から離れて、みんなで楽しい時間を分かち合うという文化が一皿に表れ

ていた。本当はコマを回してお酒を楽しむおきゃく文化を体験したかったが、コロナの影響でできな

かった。しかし、それを差し引いても良かった(S’) 

・食文化がメインであるが高知城に行き、歴史を知り、継承されているストーリーを感じることができ

た。行程の順番がとても良く、面白かった(P’)  

・高知城の展示物から昔の人々の食生活が感じられ、鯨を獲っているのを知り驚いた。機械もなく、ネ

ットだけで獲っていた。大きな鯨を昔の人々が努力をして、死と隣り合わせの漁をしていると知って

驚いた(P’) 

・城と日曜市の繋がりが印象的だった。コロナ渦で出店が少ない状況ではあるが、200 店舗出店してい

ると聞き、それでも少ないと地元の人が話していることに驚いた。日曜市を歩くと、高知県が分かる

市場だと思った。高知県ではどんなものが食べられているのか、どんな風に作られているのか分か

る。初めて田舎寿司を見て、野菜を使った寿司なのでベジタリアンもビーガンの方も寿司を楽しむこ

とができると思った。見たことのないフルーツや野菜も置いてあって面白くてワクワクする。日曜市

の人も明るく優しくて、試食も勧めてくれて良かったが、その中から店を選ぶのが難しかった。日本

人のマインドを理解できる貴重な体験(P’)  

・元々、地域の人とコミュニケーションを取るのが大好きで、旅の醍醐味だと思っている。高知のお接

待文化を感じて、温かい気持ちになった(P’)  

・料理を作る奥さんが一緒に食べることができ、楽しめる高知の食事はビュッフェみたいだと思った。

家庭型ビュッフェ、高知ビュッフェだと思った(R’) 

・天狗の盃でゲームをする話も面白かった(R’)  

・一番面白かったのは自分でカツオを焼く体験をしたカツオの藁焼き体験。藁で焼いて食べるという

ことの裏にあるストーリー(昔、高知の殿様が高級なものであるカツオを食べることを禁止しており、

庶民が隠れてカツオ食べるために焼いて黒くしたといわれている)が面白かった(R’)  

・鯨をどのように網で捕るのかを知り、印象に残った(Q’) 

・カツオ、酒(高知の人は酒好きが多いと聞いた)、鯨、柚子、田舎寿司の順に印象に残っている(R) 

・きっと高知はもっと楽しいことがあると思う。コロナが落ち着いたときにツアーが復活した際は、よ

り楽しめると思う(P’) 

 

Q．今回のツアーはカツオが続く構成だったが、どのように感じたか（飽きなかったか） 

・自分で焼いて食べた、焼きたてのカツオの藁焼きが今回のツアーの中で一番面白く、美味しかった。

下の市場の営業の上手いおばあちゃんに色々買わされて、高知の人は明るく、外国人に対して誰も特

別に扱わず接してくれた。日曜市で買い物後に店のおばあちゃんに「ありがとう」と(次の客の相手

をする為にどいてと)背中を押されたのは初めてだった。温かく押された体験は永遠に忘れない(R) 

・アメリカではリスペクトとして距離を置かれると冷たい人だと感じるが、高知の人々はフレンドリ
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ーなところが良かった(P’)  

・食べ物に限定すると、桂月の日本酒のテイスティングが印象に残っており、ちょっとした違いが分か

り楽しかった。食べ物を吟味できると楽しい。皿鉢料理は魚料理の種類と量が多すぎて違いが分から

なかった。酒だけでなく食べ物も食べ比べが出来たら良かったと思う(Q’)  

・カツオの藁焼き体験は、焼く理由を聞いた後に自分で焼いて食べたため、面白く感じ、味も美味しく

感じた。初めてカツオを味わって食べることが出来た。1 日目もカツオを食べたが、2 日目のカツオ

は焼きたてということもあり、美味しかったことを覚えている。このような食体験があるといいと思

う。この地域の味が分かるような体験がもっと欲しかった。全体的にどこへ行っても冬ならではの食

べ物というような季節感は感じられなかった(Q’)  

 

Q．食べながら説明を受けることは必要か 

・説明はあった方がいいと思う。説明されることで味の為だけではなく、背景や歴史を意識しながら食

べることで食事を通してこの地域の文化を感じられる(P’)  

・日曜市を歩く中で、ガイドの人が高知や日曜市の名物をピックアップしてくれたものを聞き、実際に

見て味わってみたかった。中をただ歩いて終わってしまうのではなく、季節感を感じられるような名

物などをピックアップして案内して欲しい。情報が足りないと感じた(R’)  

・高知らしいローカルなのものは、柚子、藁焼き（カツオ）、鯨くらいで、それ以外はあまり分からな

かった(Q’)  

 

Q．ターゲットについて、どのような層をターゲットにするべきか。日本に初めての訪れる外国人に高知

県の食文化は刺さると思うか 

・ある程度日本の文化を知っている人。1 年以上日本に住んでいる人。食の少しの違いもわかる人。初

めて日本に来る人には田舎寿司の違いは分からないと思う(P’)  

・東京や京都、北海道と比べると、初めて日本に来る外国人に高知は厳しいと思う。京都や東京は電車

があり、朝から夜まで移動することができるが、高知ではツアーバスだと団体で動かなくてはならな

い。移動時間も多いので 3 日間くらいの日程が必要。日本に 10 日間の旅行する人を仮定したときに、

高知に 3 日～4 日選ぶのは難しいと思う(Q’) 

・京都なら駅の周辺ですぐに食事や観光ができるが、高知ツアーだと内容をいくつかピックアップし

ないと回れない(P’) 

・高知は比較的に京都から近いと思っていたが、移動時間がかかる。県内に入ってからも移動に時間が

かかるため、高知の旅行は予め行動を計画する必要がある。初めての方には難しいのではないかと思

う(Q’) 

・訪日のツアーは 10 日～2 週間程度が主流で、来日前に旅館は確保している。高知は有名な観光地か

ら遠く、各国現地の旅行会社に売り込むしかないのではないか(S)  

・又は日本に住んでいて違いが分かる方がいいのではないか。旅行計画の時に、高知に行くとお父さん

の好きなお酒がある、お母さんの喜ぶベジタリアン寿司がある、柚子工場もあり、アウトドアを子供

たちは楽しめるというパッケージは作りやすいのではないか。日本在住の外国人に向けてアピール

するのも良い方法ではないか。日本在住の外国人の為の旅行会社もあるので、そこへ売り込んでいく
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のも良いのではないか(S’) 

・同じ四国の徳島の祖谷渓では観光協会などが主導で Hidden gem-秘境-として海外のエージェントに

売り込むことで外国から観光客を増加させた例があるように、海外現地の旅行会社に知ってもらう

ことが大事だと思う(事務局) 

・高知では Hidden gem は見つからなかった(Q’) 

・違う季節だったら良かったかもしれない。柚子の収穫体験をして、自分で採ったものを工場に持って

行き、それが製品になる過程を自分の目で見れば、Hidden gem に近づくのではないか(P’) 

・高知の Hidden gem がもしあればインバウンドの人に向けても良いかもしれない(Q’) 

・日本だけでなく海外の旅行経験が豊富な旅行者なら高知が初めてでも Hidden gem を目的に来るか

もしれない(Q’) 

・友人が数年前に高知に来たが、彼は食にこだわりがある人で料理好きなので、東京で売っている物で

も現地で作りたての物を自分の目で確かめて買う人だった。そのように食にこだわりのある人にア

ピールできるのではないか(P’)  

・カツオを食べたいなら高知に来るべきと勧める(P’)  

・食文化をテーマに外国人に対象を絞ると、対象が狭くなる。ゴールデンルートから離れても良いとい

う人であれば、フードツアーを体験したいと思っている人。フーディのブログなどでオンライン広告

を見て日本に来れば、和牛に似た魚の肉＝カツオ、の様な切り口でアピールできると思う。フーディ

は美味しいもののためであればどこでも駆けつける(R’) 

・神戸＝ビーフ、高知＝カツオのように。カツオをフィレミニョンのように売り込めば良い (Q’) 

・時間に余裕のあるシニア層や日本に 2 回目、3 回目の外国人をターゲットにした方が良い(R’)  

・cuisine(料理)として盛り上がっていない。レストランなどでシェフが少量しか乗っていない料理を

提供するが、高知の料理は逆だ。お皿に大盛りで料理が提供される。量を減らして価格を上げて、

cuisine としてレベルを上げた方が良いのではないか(Q’)  

・郷土料理のような一般の人の食ではなく、ガストロノミー的切り口で追及した料理を発信できる様

にレベルを上げる必要があるかもしれない(S’) 

・フーディが求めるものに近づけないといけない。価格が高くなくても美味しければいい (R’) 

・藁焼きも品質も上げて高級なものを提供すると良いかもしれない。皿鉢料理で提供されたカツオは

あまり良さが分からなかった(Q’)  

 

Q．1 日目のランチは 1 品ずつ提供されたがどのように感じたか 

・種類が多すぎると思う。鯨の隣にカツオが乗っているなど、多いと感じた(Q’) 

・たくさん種類があればいいというわけでもないと思う。メインを１つにして料理を提供したら良い

のではないか。こだわりが１つあると良かった(Q’) 

・鯨の専門店やカツオの専門店があるといいと思う(Q’) 

 

Q．大皿で様々なものを提供するのが高知の食文化だが、魅力を感じたか 

・調理法と関係なく提供の仕方が高知の食文化というところは魅力に感じなかった(Q’) 

・民族、ローカル、ソウルフードという感じだった(R’) 
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・バックパッカーにはソウルフードが良いのではないか(Q’) 

・ガストロノミーの食材として売り込む、そのためには少しステージを上げた見せ方が必要。売り込み

たい料理、魅せ方を 1 つ高めて行く必要があるということかもしれない(S’)  

・初めて日本に来る若い人は約 10 日間の日程を組んだ際に高知に来る時間が無いかもしれないが、シ

ニア層で時間に余裕のある人であれば高知ゆっくり回れる。3 回目に日本に来るとしたら日本のディ

ープな場所を回るので、日本に来るのが 3 回目の一般人や、2 回目のフーディがどんなメディアを見

るのかを調べて、広告を出して魅力をアピールしたら良いと思う(R’) 

 

Q．オーセンティックな日本の食文化の味を外国人向けにアレンジすることについてどう思うか 

・アレンジしてもいいと思う(Q’) 

・アレンジは良くないと思う(R’) 

・本物の日本を体験したいと思っている人は、知っている知識と違う食事が提供されると騙された気

持ちになると思う(P’)  

・カツオのタタキだけなく他の食べ方を紹介するのであればいいと思う(P’) 

・初めて日本に来る外国人のツアー参加者と多く接する機会があるが、日本でツアーをする際、外国の

方に寿司を食べに行くと伝えると約 7 割の人が喜ぶ。3 割の人は少し抵抗感がある。その 3 割の人に

ベジタリアン用の寿司を勧めるとそのうち 2 割はそれを食べる。残りの 1 割は日本に来たからには

本物の寿司を食べたいという方もいて、そこでアレンジの方法としてあぶり、または完全に焼くこと

を勧めることがある。そういったアレンジの仕方もあると思う(S’) 

・四国まで日本食を食べたいという人は、アレンジしたものを食べたいと思わないと思う(R’) 

・父と兄はチャレンジャーで何でも試しに食べる性格だが、母は絶対に食べなかった(P’) 

・寿司を食べないという人はこのツアーのターゲットではないのではないか(R’) 

・アレンジは進化でもあると思う(Q’) 

 

Q．高知らしさを一番感じた瞬間がどこか 

・城の印象が一番強い。周りの建物も昔からの建物が多く日本の建築が好きな人にも楽しめる(P’)  

・”接待”の温かい心を感じた。アメリカではサービスはチップを渡して受けるものだが、高知はどこへ

行ってもツアーの参加者だからかもしれないが本当に優しく接してくれた(P’) 

・自然も感じることができたと思う。竹林寺の道中はバスで山を登ったが高所から見る自然も良かっ

た(P’)  

・高知の人はおおらかだと感じた。寺で住職が説明をしてくれ、わざわざお経まで上げてくれた。京都

であればお金を払うのが普通なので、”接待”の気持ちでもてなしてくれるところが高知らしさだと

思う(S’) 

・皿鉢料理の時に仲居さんが笑顔で説明してくれ、このようなおもてなしは高知の人らしさだと思う

(R’) 

 

Q．食文化以外の観光地での歴史や文化の体験はどのように感じたか 

・能登ツアーは内容が食文化だけだったので少ししんどかった。高知では城や寺に行って、歴史のバッ
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クグラウンドを知り、お接待文化を知り、高知に住んでいる人への理解が深まり、総合的に食に対し

て理解が深まったのは良かった(S’)  

・お接待文化はお遍路から来たことを知らなかったが、竹林寺で説明をしてもらえたので良かった。と

ても興味深かった(R’) 

・⾧く日本に住んでいるが、今回は新しいことをたくさん知ることができた。日本の文化をもっと学び

たいと思った(P’) 

・竹林寺でお接待の話を聞き、高知の人の性格が納得できた。最後に寺へ訪問したことでこのツアーの

集大成と感じた(Q’) 

 

高知県観光課より 

Q 海外での捕鯨への反応が凄まじく、海外のメディアにも高知城の中にある捕鯨の展示などを見せない

ようにしているが、捕鯨の文化は高知県としてどのように対応すべきか 

・アメリカでは許せないという反応だと思う(Q’) 

・食文化として皿鉢料理を紹介する際に鯨料理が含まれてしまう場合はオーセンティックとして提供

するかアレンジ(鯨を外す)すると言うことになると思う(Q’) 

・歴史の観点から、昔から捕鯨の文化があるとして提供するとしても難しい。鯨はアウト。アメリカで

はテレビ番組で批判されている(P’) 

・フーディは気にならないと思う(Q’) 

・パンフレットに高知で鯨が食べられるとはアピールしない方が良い(R’) 

・高知では鯨は重要なアピールポイントなのか(R’) 

・観光の PR では使わないが、高知出身のジョン万次郎は捕鯨の漁師で海に流されアメリカの船⾧に

助けられ、フェアフィールドまで行き姉妹都市の交流が出来たという歴史を土佐清水では興味を持

ってもらうためのフックに使用している(高知県観光課) 

・PR はされなかったが、鯨料理は多く出た(P’) 

・鯨の事は歴史として紹介するくらいで良いと思う(P’) 

 

Q．高知城の中にある鯨の模型を見せなかったことについてどう思うか 

・過去の事なので無理やり隠さずに見せた方が良い(Q’) 

・捕鯨反対運動が活発なアメリカとオーストラリアに比べ、ヨーロッパなど他の国は捕鯨をさほど気

にしていない(P’) 
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 第４節 有識者会議 

  

 全 3 回の有識者会議を設置し、本事業についての計画・評価・分析・検証を行うとともに、食文化

を活用した観光の推進に向けた方策について議論した。 

 

1 第１回有識者会議 

 

日時 令和 3 年 10 月 8 日(金) 13：00～15：00 

場所 株式会社 JTB 霞が関事業部 23F 会議室 Room-A 

 

議事次第 

1. 文化庁開会挨拶 

2. 有識者のご紹介及びご挨拶と座⾧選定 

3. 事業概要並びに年間予定スケジュールの説明 

4. 事業推進内容について   

【（１）食文化活用の効果及び課題の検証】 

・食の有する文化的価値を併せて享受できる食文化を活用した観光にふさわしいと思

われる 

候補を文献調査等でリストアップ（50～100 事例） 

・文化庁が推し進める食文化として期待が高い候補へのヒアリング調査（10 事例） 

 協議事項：調査項目、調査対象候補、実施件数案 

【（２）実証調査の実施、データ収集及び分析】 

・食文化の文化的価値の可視化による観光の高付加価値化の可能性を明らかに 

する実証調査の実施（2～3 地域） 

 協議事項：実証地域、参加者候補、実施件数、観光企画案概要 

5. 次回有識者会議について 

6. その他、事務局より手続関係の案内 

 

配布資料 

(資料 1) 第 1 回有識者会議 席次表   

(資料 2) 有識者会議 出席者名簿 

(資料 3) 次第 

(資料 4) 事業の方向性について / （参考）我が国の食文化の魅力について 

(資料 5) 事業概要について 

(資料 6) 業務内容について 

(資料 7) (１)食文化活用の効果及び課題の検証文献調査対象候補  
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 出席者 

 
【有識者】※敬称略 

氏名 所属 

石田 雅芳（座⾧） 立命館大学 食マネジメント学部 教授 

楓  千里 國學院大學 研究開発促進機構 教授 

辻村 肇子 株式会社 JTB グローバルマーケティング＆トラベル BOUTIQUE JTB 部⾧ 

藤井 大介 株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社⾧ 

柳原 尚之 懐石近茶流詞家 ※所用により欠席 

 

 

【推進事務局】※敬称略 

氏名 所属 

安藤 貴洋 文化庁 参事官（食文化担当）補佐 

栗田 直人 文化庁 参事官（食文化担当）付 総括係⾧ 

砂山 大輔 文化庁 参事官（食文化担当）付 総括係員 

重岡、影山、原、原口 株式会社 JTB 霞が関事業部 

小林、白石、柘植、鈴木 株式会社サーベイリサーチセンター 
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 議事録 

（文化庁開会挨拶） 

文化庁：昨年の 4 月から食文化担当参事官を設け、食文化の保護継承に本腰を入れている。初年度は、

食文化ワーキンググループを設置し、政策の方向性について議論を行い、食文化にまつわる

事業の方向性、目指すべき姿として、確定した内容が資料 4 となる。限られた予算の中で文

化財の保護継承を進めていくに当たり、文化財の活用により稼ぎ、その稼ぎによって、持続

的な文化財の保護継承が可能になる施策を目指すべく、本事業では、富裕層インバウンドを

ターゲットとしている。 

 

（以降、事業推進内容の要点を一部抜粋）※発言者の敬称略 

（1）文献調査対象候補リストアップの選定方法について 

座 ⾧：資料 6 に記載の流れで事業を行うに当たり、最初文献調査の収集方法について議論したい。

次に行うヒアリング調査 10 事例に絞り込むためにフラグ立てを行うが、その項目は十分か、

追加する要素はあるかどうか確認する。事業として確立している地域の事例であるが、ここ

ではこの事業の目的である富裕層に向けたツーリズムとして提示できるか、更に有効に作用

するかどうかについて議論を進めたい。 

楓：文化庁の事業として、文化と食を結びつけるとするならば、「場」を考えることが重要。その

「場」はできれば文化財であることが好ましい。場所が文化財でない場合は例えば、精進料

理を寺で提供するシーンを考えるのが良い。そのため「場」という考え方で各地域特産の器

や食事を提供するという絞り込み方はどうか。 

座 ⾧：地域産品のために人が移動することは日本では難しいと思う。環境や雰囲気・しつらえなど

で補いながら海外の人々の移動を促進させるというのも一つの手だ。 

藤 井：富裕層のセグメントと文化を楽しむセグメントは異なるため、文化庁の考えとして来年度以

降の方策によって意見が変わると思う。富裕層ということだが、食文化はラグジュアリー層

だけではなく、カジュアルな層も楽しんでいただけると思っている。地域で来年度以降も継

続・発展させる事業ということであれば文化的価値はもちろん、観光客(特に富裕層)に向け

てのプロモーションを行うために、継続して事業を支えることのできる法人などの組織が存

在していることが重要な指標である。継続して行う事業であれば、このような事業者の観点

も必要になるだろう。 

座 ⾧：継続したホスピタリティを持っているかどうかということか。 

藤 井：持続的な事業であると考えるのであれば、「観光とのつながりの可能性」の項目で継続して地

域側で運営のできる組織があるかどうかという観点が必要になる。 

座 ⾧：かなり文化に寄っているリストであるため、例えば、お土産のような持ち帰ることのできる

もの、物販なども観光には関係すると思う。 

楓：提供される場所という項目は大事だと思う。 

座 ⾧：富裕層向けという観点であれば提供するモノのクオリティーも重要ではないか。食文化その

もののクオリティーというより、観光客に提供できるクオリティーかどうかが大事。また、

文化的・ガストロノミー的な観点とハイエンドを求める観点と混ざった状態なので少し難し
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いかもしれないが、この事例が富裕層に対して有効なのかということも重要だ。 

辻 村：事務局に確認したい。100 項目から 10 項目に絞り込み、最終的に 3 地域に選出するというの

は地域の項目の中から選出するという理解でよいか。例えば石川県など、特定の県に複数の

項目が集まっているが、実証調査の際には 1 地域に複数の事例を体験するという理解でよい

のか。 

事務局：その通りである。複合的な要素を組み合わせる方向で考えている。 

 

（2）ヒアリング調査項目の選定について 

座 ⾧：次に、100 事例の中から 10 事例のヒアリングを行うに当たり、どのような選定基準を設けれ

ばよいかという議論に移りたい。先ほども話したが、有効性を調べる際にどのようなフラグ・

指標を立てる必要があるか、それぞれの事例の有効性、富裕層が行動を起こすために必要な

要素をどのように表現する必要があるかを議論していきたい。 

辻 村：コロナ後の日本の観光について、特に富裕層はいつ国境が開かれるのかと待ち構えている状

態だ。来年以降の観光客の来日が期待できることは、間違いないと思う。訪日外国人に一番

人気なコンテンツは「食」であるため、このプロジェクトはとても有意義であると感じてい

る。更に次に求められているコンテンツとして「伝統工芸品」、「現代アート」、「建築」、「地

元の人々とのふれあい」、「hands on experience 体験型観光」などが挙げられる。今挙げたす

べてのコンテンツはこのプロジェクトに関連付けることができ、プロモーションは可能であ

ると考える。しかしながら、このリストの中でこの事例は明らかに厳しい、結果を出すのは

難しいと思うものが 3~4 割ほどある。その部分に関してはヒアリング事例で絞り込む際に、

はじいていかざるを得ないと思う。 

座 ⾧：ちなみに、どの事例でしょうか。 

辻 村：アメリカ人の富裕層など、普段シーフードを食する文化ではない。そのため、頭のついた小

さな魚や佃煮などの海産物を外国人の観光客に提供するのは難しいと思う。また、米が主体

の押し寿司などは実証調査全体の工程の一部程度であれば良いかもしれないが、魚の乗った

寿司など 1 地域に多く挙げられているエリアは厳しいのではないかと考える。 

座 ⾧：あれだけ海に囲まれたイタリアやデンマークでも魚を食べる文化はあまりない。ヨーロッパ

のガストロノミーツアーは比較的食べられるものが多いが、日本の食文化には外国人が越え

られない壁があると思う。外国人が日本に来た際に、生魚を食べることがステータスになっ

ているくらいだ。一般の観光客はもちろん富裕層に対して有効かどうかはよい指標であると

考える。日本でガストロノミーツアーをするためには外国人がきちんと食べられるものを用

意し、しっかりと選定することで日本食のダイバーシティを示すことができるだろう。 

楓：ビーガンが注目されている背景を考えると、日本の精進料理には可能性を感じる。実際に、

寺などで精進料理を外国の方が食べるという話を聞いたことがあり、日本の精進料理のレベ

ルの高さは海外にアピールできるのではないか。 

座 ⾧：精進料理において高野山は有名だが、秋田県男鹿半島の精進料理もなかなか面白い。海藻を

中心とした精進料理を提供している。外国人は海藻が苦手かもしれないが、精進料理のダイ

バーシティや地域性という観点で考えるのも良いかもしれない。話が戻るが、富裕層の考え
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方だけでなく、海外からの観光客が日本の何を気に入って訪れているのかを正確に把握する

ことはとても重要だと思う。日本観光地として有名どころではなく意外なところで地域のコ

ンテクストとして外国人に気に入ってもらえた例など具体的なものはあるか。 

辻 村：日本人でも意識していないところが外国人の富裕層に刺さるものがある。食とは関係ない事

例だが、例えば、竹かご 2 つで 700 万もするような大分県の竹細工を気に入って購入する外

国人がいたという事例を聞いたことがある。食に関したところでは、料理体験などは外国人

にとって非常に興味関心があるコンテンツであると感じる。1 家族当たり 35 万もするよう

な 2 時間の料理体験に価値を感じて参加される富裕層もいる。また、出汁や昆布などをお土

産として購入する方が富裕層に多くいると聞く。 

座 ⾧：富裕層だからと言って何でもお金を落としてくれると言うわけではないと思う。文化的価値

や食へのこだわりを持って、世界中の良い食材や食品を選んで購入する人がほとんどと考え

る。賢明なツーリストを対象にしていく必要があるため、クオリティーの高いものを提供す

ることが大事だ。 

楓：クオリティーの話では、石川県能登には予約の取れないフレンチとイタリアンがある。地域

の伝統食だけでなく、食として世界レベルで評価されているものもリストにあってもいいの

ではないか。 

座 ⾧：日本の食だけでなければいけないというわけでないと思う。ヒアリング調査をするに当たり

10 項目に絞るが、私たちが選定して絞りこむという方法でいいのか。 

事務局：選定基準の方向性を有識者の皆さまに示していただき、事務局にて選定する方向で検討して

いる。 

座 ⾧：今までの議論で食を中心とした環境や経営母体などの話があったが、具体的な指標や方向性

など追加項目があればご発言いただきたい。 

辻 村：本事業の目的はインバウンドの富裕層に日本に来てもらい、文化財の保護・地域の活性化を

促進させることだと思う。地域の選定に関して疑問な点がある。例えば、石川県のようにゴ

ールデンルートがあり、既にインバウンドの富裕層の観光客が多く訪日している実績のある

地域がある。石川県のように既に成功している地域事例を入れるべきか、まだ観光地として

発展していない地域を選出するべきなのか。 

藤 井：文化庁の意向もあると思いますが、開発したいという意向であれば未発展の地域を選ぶべき

だと思う。又は、すでに観光地として成立している地域と未発展の地域の両方を選出し、比

較することで成功要因を評価することができると思う。 

座 ⾧：ヨーロッパのテロワールのようなことが日本でどの程度可能性があるのか。従来のものをそ

のまま提案するのではなく、良いクオリティーのコンテンツを持った地域をここで 3 つ選出

しまとめることができれば良い方向性につながると思う。それに対して文化庁がどこまで応

えることができるのか検証してみたい。 

楓：実証調査の対象者は非常に重要。日本の定番を知り尽くしている方が日本の新しい一面を知

った際にどう評価されるのか、少し挑戦的な実証調査にできると良いと思う。 

座 ⾧：定番なものもあってもいいが、少し冒険した事例があってもいいという方向で話が進むとい

いと思う。 
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座 ⾧：次にヒアリング調査を始めるに当たり、ヒアリング項目の設定について議論したい。地域の

目標を聞くので実際の外国人の要望かどうかすり合わせすることができない。 

楓：このヒアリング調査ではどの団体に聴取するのか。 

事務局：観光協会や地域の食事の提供している事業者を想定している。 

座 ⾧：それぞれの項目に同じコンテクスト上で一番近しい事業者にヒアリングするイメージという

ことか。食をモノ化せず、裾野を広げた調査をすることが大事で、食べ物を成立させている

すべての人をトピック・コミュニティにする必要があると思う。地域へのヒアリングの際は

食べ物についてだけではなく、食材の生産過程、該当の産業の状況、加工技術、運搬方法な

ど、背景や周辺要素もヒアリングするようにお願いする。 

 

（3）実証調査の選定方法について 

座 ⾧：資料 6 の実証調査についての説明がなされた。 

楓：予算との兼ね合いもあると思うが、企画案の 2 日間はかなり詰め込まれたツアー内容で、能

登の魅力がしっかり伝わるのか心配。もう少し時間的な余裕をもって参加者自身が何かを探

せるゆとりがあるとより良いのではないか。 

座 ⾧：今回はコンテンツを体験するためのツアーであるため、楽しんでもらう旅行ではなく有効性

を確かめるためのツアーという位置づけだろう。 

辻 村：富裕層の方を招聘するのは彼らのスケジュール的に難しいのではないか。 

座 ⾧：調査の対象が富裕者である必要はなく、ブロガーなどの日本ツーリズムを紹介している人に

参加いただき、富裕者に紹介できるかどうかという観点で見てもらうのがいいと思う。私が

想定しているのは、「食の批評家」のような方々に文化的レベルの高いものを表現してもら

い、自国の VIP を連れて行きたくなるかどうかを評価してもらう方向性がいいと考える。 

事務局：対象者の組合わせについて、事務局から質問したい。現在、想定しているのは欧米とアジア

をミックスした 3 名と通訳案内士 1 名の計 4 名だが、国籍ミックスしない方がいいかなどご

意見をお聞かせいただきたい。 

藤 井：調査対象を富裕層/批評家にしても欧米/アジアにしてもカテゴリーは分けた方がいいと思う。

意見が同調しないように、混ぜない方がいいと思う。また、調査の地域数については、成功

している事例 1 地域と未開発の地域 2 事例の割合で数は 3 地域あるといいだろう。ボトムア

ップ型で収集されていないので団体への調整が難しいだろうなという印象。検証する団体の

目星等はついているのか。 

事務局：持続的にマネジメントする事業者がいるかどうかは重要だと感じている。地域の DMO や自

治体や観光協会と一緒に作っていくイメージだ。 

藤 井：また、通訳はかなり重要だ。富裕層の案内にたけている案内士でも食文化を楽しむ・うまく

伝えられる、介入しすぎない配慮が大事だと思う。通訳が介入しすぎると地元の人とのふれ

あいの魅力が伝わらない可能性がある。過去には、通訳がいないローカル民泊プログラムで

満足度が高いものもあった。 

座 ⾧：日本の食材に関して詳しい方が通訳案内をしてくれるのが一番かもしれないが、日本文化を

しっかり伝えられるかどうかについてが大切だ。さらに、事業として展開するときに同じ通
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訳案内士を使用し続けることで通訳を育てていくことも重要ではないかと考える。 

楓：対象者の出身地は、あえてミックスさせた方が良いと思う。異なる国の出身だからこそ、違

う視点・食の感覚からの意見をレポートに活用できるのではないか。 

藤 井：回数を分けられないのであれば、対象者の出身地はミックスで行うしかないと思う。 

事務局：同じメンバーが 3 地域に行くことは考えていない。先ほどのお話にあったように通訳案内士

は 3 地域に同行・評価してもらう想定だ。 

座 ⾧：色んな国籍の人が一緒に同行する形で私はいいのではないかと思う。グループ内でダイバー

シティがある方が国ごとにカラーが出てくるだろう。 

辻 村：私も参加者の国籍が異なっている方がデータとして良いものになると思う。 

 

最後に 

藤 井：日本食は文化としてかなり価値の高いものだと思っているので、食文化を文化庁が扱う意味

はあると思う。観光庁や農水省と連携を強化してほしい。出汁などのうまみ成分や発酵食品

などは本当に素晴らしいが、まだまだ世界に知られていない。文化庁の施策の中でこの事業

がどのような位置づけなのかの説明が欲しかった。ほかにも政策は決まっているのか。 

文化庁：食自体を文化財にしようとする施策があり、その事業の一つとしてストーリー事業を始めた

ところである。 

 

藤 井：魚を生で食べない風習という話があったが、同じコメを食する文化の中国に日本のコメを輸

出してもあまりうまくいかなかった例がある。日本食を海外で普及させるためには文化形成

をしっかりとする必要があると考える。日本食に慣れてもらい、世界で日本食を食べられる

ような文化をつくることで、本当の意味での日本食ブームと言えると思う。日本食文化を広

げるためには、料理人の育成に力を入れるべき。1~2 年でできるような事業ではないので、

10 年単位で取り組むべきだと思う。さらに、イタリアのチーズが地域ごとで違う味がある様

に、地域食だけでなく、今日お話のあった精進料理のような日本全国でエリアごとに異なる

食も日本の食文化だと思う。 

座 ⾧：日本人は和食をきちんとプロモーションしていないと感じている。日本食を日本で学ぶとな

るとかつら剥きの修行だけで 5 年のようなハードな修行が多い。学びたい人々が望む形で和

食の在り方を教えるべきではないかと思う。和食が和食を学びたい外国人にとって、より親

切でわかりやすく、寄り添っていれば和食はもっと世界に発信できたのではないかと感じる。

さらに、ヨーロッパのガストロノミーのプロモーションが強いと感じる点は、発信する力が

あることだ。日本も外国人が理解できる発信力を身につけるべきだと思う。 
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2 第 2 回有識者会議 
 
 

日時 令和 3 年 12 月 3 日(金) 15：00～17：00 

場所 株式会社 JTB 霞が関事業部 23F 会議室 Room-A 

 

 

議事次第 

1. 開会挨拶 

2. 第 1 回有識者会議の振り返り 

3. 文献調査結果及びヒアリング調査の 10 地域について 

4. ヒアリング調査の途中経過について 

5. 実証調査地域の選定について 

6. 実証調査における食文化価値の測定指標について 

7. 次回有識者会議等 

 

 

配布資料 

(資料 1) 第 2 回有識者会議 席次表  

(資料 2) 第 2 回有識者会議 出席者名簿 

(資料 3) 次第 

(資料 4) 文献調査による食文化リスト最終版 

(資料 5) ヒアリング対象 10 地域とヒアリング日程 

(資料 6) ヒアリング結果（宮崎県高千穂町） 

ヒアリング結果（広島県東広島市） 

(資料 7)  実証調査における食文化価値の測定について 
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 出席者 

 
【有識者】※敬称略 

氏名 所属 

石田 雅芳（座⾧） 立命館大学 食マネジメント学部 教授 

楓  千里 國學院大學 研究開発促進機構 教授 

辻村 肇子 株式会社 JTB グローバルマーケティング＆トラベル BOUTIQUE JTB 部⾧ 

藤井 大介 株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社⾧ 

柳原 尚之 懐石近茶流詞家  
 

 

【推進事務局】※敬称略 

氏名 所属 

野添 剛司 文化庁 参事官 食文化担当 

安藤 貴洋 文化庁 参事官（食文化担当）補佐 ※オンラインにて参加 

栗田 直人 文化庁 参事官（食文化担当）付 総括係⾧ ※オンラインにて参加 

砂山 大輔 文化庁 参事官（食文化担当）付 総括係員 

重岡、影山、原、原口 株式会社 JTB 霞が関事業部 

小林、柘植、鈴木 株式会社サーベイリサーチセンター 
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 議事録 
（文化庁開会挨拶） 

文化庁：文化庁における食文化担当の参事官は昨年の４月から始まり、1 年間は食文化担当として今

後の方向性や課題を策定した。2 年目は、日本の食文化を無形文化財に認定させ、保護継承

する活動を 1 つ目の柱に、2 つ目の柱には、食文化を活用することによる経済活動の 2 つを

大きな柱として取り組んできた。特にインバウンドは経済活動への可能性が期待できるため、

インバウンドに向けた取り組みを準備するべく、この事業での取り組みにてコンテンツを作

り上げていきたいと考えている。 

 

事務局から第１回目有識者会議の振り返り、文献調査の結果及びヒアリング調査の 10 事例の紹介、

ヒアリング調査の途中経過の報告がなされた。 

 

（以降、事業推進内容の要点を一部抜粋）※発言者の敬称略 

4. ヒアリング調査の途中経過について 

座 ⾧：事務局よりヒアリング調査の 10 地域絞りこみの結果が示され、本日の会議にて、更らに実

証調査の 3 地域の絞り込みを行うために意見を出し合いたい。選定のポイントとして、前回

の有識者会議でも話に挙がったインバウンドの来訪客に分かりやすい料理がいいのか、又は

地域のスペシャリティを活かしたチャレンジングな事例にするのか、選定するに当たり基準

を決めたい。 

座 ⾧：能登地域の揚げ浜式塩田は、ヨーロッパで塩を求めてトレッキングをする人々に伝わりやす

いのではないか。日本酒においても、外国人で日本酒に対するマニアックな知識を持つ人に

刺さると思う。何をインバウンドに提供するかだろう。また、富裕層に対してというターゲ

ティングがあったが、それよりも curious な人たち、食文化に関する好奇心が旺盛な人に対

して何を提示できるのか、という方向性が良いのではないかと考える。 

辻 村：先ほど座⾧が仰っていた、ターゲットは富裕層というより curious な人々に向けてはどうか

という意見に賛成だ。なぜならば、富裕層は旅行先であまり移動をしないからだ。彼らは荷

物がとても多く、一家族でスーツケース 25～30 個ほど持ってくる場合があり、同じホテル

に連泊し、1 回の旅行で 2~3 か所程度しか観光地を訪問しない。宿泊場所も三つ星、四つ星

程度のホテルでは扱いきれない場合があり、トップの富裕層をターゲットにするのは難しい

と感じる。知識層である海外の大学の教授、医者、弁護士などは比較的⾧期間滞在し、文化

的思考も高いのでターゲットとして良いと思う。 

座 ⾧：実証調査の候補地域の選定は、3 地域プラス予備 1 地域を選定したい。 

楓：実証調査は可能であれば、連泊をしてもらいたい。1 週間ほど宿泊してもらい、地域の人と

夕食や朝食を食べてもらい、その土地の暮らしを体験する。したがって、地域を選ぶ際には、

連泊できるような施設があることが重要な指標になるだろう。イメージは、高級なゲストハ

ウスや旅館などだ。 

柳 原：この会議での富裕層の定義は何か。先ほどの話の荷物が多い富裕層もいれば、観光庁のデー

タにもある”New Rich”と呼ばれる、富裕層でもバックパックを背負って自由に行きたい場所
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に訪問し、普段体験できないことを好む人たちもいるが、ここではどのように定義している

のか。 

座 ⾧：前回から富裕層に代わる適切な言葉を考えていたが、本会議では”curious”という言葉が適し

ているのではないだろうか。その中に、お金を持っているがバックパックひとつで旅行する

好奇心旺盛な New Rich も含まれるのではないか。 

柳 原：普段体験できないことを体験できる地域が良い。他の人とは異なる体験をしたいという好奇

心旺盛な人々には、ツアーやガイドブックで紹介されている場所ではなく、特別な体験がで

きる地域を選ぶべきだ。例えば、石川県能登の「あえのこと」は、日本人でも見ることので

きない神秘的な体験のため、curious な人々に刺さるだろう。 

座 ⾧：⾧期滞在するツーリズムが日本に存在しないが、ヨーロッパ人は⾧期休暇を取り、ふらっと

旅行に行ったりもする。このような文化の違いに、日本でも対応できる日が来るのではない

か。日本人も⾧期滞在をする日が来るかもしれない。 

柳 原：場所によっては飽きてしまうのではないか。 

座 ⾧：ヨーロッパのツーリズムでは退屈を体験するために訪問するという意味合いもあると考える。

動かないことのリッチさはあるだろう。 

藤 井：資料に関してだが、この資料から食文化の魅力が伝わってこない。写真を見て、試食をする

ことで地域の食文化の良さが分かる。食は感性なので、実物を見る、食べる、感じるという

ことがないと、議論ができない。説明の文章はあまり必要ないと思う。 

柳 原：私も藤井さんの意見に賛成だ。料理の説明について不足していると思う。文献調査の事例以

外にもその地域の食材や食べ方、調理方法、郷土料理などヒアリングすれば、更さらに広い

意見が聞けるはずだ。 

藤 井：食に対する説明、伝統性、技術性に関することが書かれている必要がある。ツーリズム面の

情報も必要だが、食の素材そのものが素晴らしく、価値があるかどうかを本委員にて議論す

ることが重要だと考える。大田原ツーリズムを例に挙げると、雲巌寺という観光スポットが

あるが、観光来訪客数が伸び悩んでいた。数年前に吉永小百合さんの出演するＣＭが放映さ

れると、観光客数が急増した。これは、雲巌寺が観光資源として魅力的であるからだろう。

したがって、食文化でも素材そのものの価値、伝統性、技術性に対して有識者の先生方が議

論を深め、評価するべきだと考えるので、資料はこれに沿った情報があると良い。また、タ

ーゲットに関して、好奇心旺盛な人とは正にその通りで、実証調査のモニターは、食に興味

があり、舌がある程度肥えていて、料理自体が美味しいものでなくても文化的価値を理解で

きる人に設定するべきだろう。 

楓：写真に関しては同感だ。 

辻 村：動画などあるといいと思う。 

柳 原：文化庁として、そのような調査はしていないのか。 

文化庁：食文化における文化財に関する調査は行っているが、手もみ製茶の技術や餅など市町村レベ

ルで文化財に指定されているもので、網羅的に調査できていない。 

座 ⾧：写真が記載されていないのには意味があると思う。イタリアのスローフード協会でガイドブ

ックを作成しているが、写真は一切載せていない。写真を使用するとモノ化してしまう。食
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だけでなく、コミュニティや文化など網羅的に議論させるという意図があったのだと推察す

る。 

事務局：では、再度写真を載せることとする。 

楓：日本と欧米でガイドブックの扱われ方が異なる。欧米の人は、隣国ですら文化や宗教が異な

るという地政学的背景もあり、厚いガイドブック片手にテキストで読み込むという傾向にあ

る。 

座 ⾧：日本は観光において世界的な見せ方ができていないと感じる。日本全国を網羅した食のガイ

ドブックがないのはどうしてなのだろうか。 

楓：日本は江戸時代の道中記から絵がある。 

柳 原：料理本も日本は写真が多く、海外はテキストが多い。これも文化なのだと思う。 

楓：参勤交代の際に江戸土産として重宝された浮世絵は、江戸ガイドブックの役割も果たしてい 

  た。 

座 ⾧：ミシュランも元々は写真がなく、日本版から記載されるようになった。 

 

５. 実証調査地域の選定について 

座 ⾧：実証調査の地域を選定していくに当たり、皆様のご意見をいただきたい。 

事務局：実証調査をするに当たり、季節が冬ということをお含みおきいただきたい。岐阜県の鵜飼漁

など季節的に体験できないと考える。 

楓：日本酒は冬がシーズンである。 

事務局：能登の「あえのこと」は冬に行う行事である。北海道のアイヌ儀式などは外で行うため、ク

ローズしている可能性がある。 

楓：石川県能登を推奨したい。特に魚醤は日本の調味料であり、豊かな発酵食文化であるため、

良いと思う。 

柳 原：能登は「春蘭の里」など、農泊も盛んに行われており、⾧期滞在も可能だ。食文化に興味の

ある人は、料理周辺の器などにも関心が高いため、輪島塗のある能登地域は賛成である。 

楓：能登はふぐの漁獲量が全国一であることで有名だ。 

座 ⾧：能登は確定で良いだろう。日本酒についてはどうか。 

柳 原：日本酒は京都の伏見か東広島が良いのではないか。観光客にあまり知られていないという点

で、広島はどうか。 

楓：宮島は有名だが、西条という地名は外国人にあまり知られていない。 

座 ⾧：高知県では、酒を造っていないが、飲ませて、飲む文化がある。 

柳 原：広島の場合、主体となる事業者はどこか。 

事務局：新しくできた地域 DMO になる。 

楓：みはらし亭は尾道にあるが西条の酒と結びつけられるのだろうか。 

辻 村：現在の尾道はシャッター街になっており、みはらし亭と西条の日本酒のみでは観光として弱

いだろう。 

事務局：酒の事例として、宮崎県高千穂町の焼酎はどうか。 

柳 原：どういう切り口で見せるかだと思う。事例では神楽料理とあるが、どう結び付けるか、観光
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客が何を求めて来訪するかを考えると、コンテンツは多い方がいいだろう。 

事務局：今回のモニターツアーでは、一般的な観光ルートではなく、食文化価値の検証を行う実証調

査のため、今後食文化を目的とした観光においてポテンシャルを秘めた地域を選定したいと

考えている。 

柳 原：食文化に焦点を当てた観光事業が文化庁の行う意義であると思う。 

座 ⾧：現時点で観光地として未開発でも、食文化をきっかけとして観光が発展していくポテンシャ

ルのある地域を選定することでバランスが取れる。この点を鑑みると、宮崎県高千穂町は可

能性があるのではないか。 

柳 原：神楽料理を提供している場所はあるのか。 

事務局：元来、神楽を見た後に食す田舎料理で、神楽料理を食べることはできる。 

楓：メインはお煮しめや巻き寿司などだ。最近は、どぶろくを生産していると聞くので、新しい

ことにも挑戦している印象だ。 

藤 井：高千穂の観光 DMO はしっかりしている。 

座 ⾧：お煮しめは外国人に受け入れられるのかという不安はある。 

柳 原：食文化に興味のある人であれば、食べることに対して挑戦的だろう。味が良くないものでも

食の文化的・歴史的背景に価値を感じるはずだ。 

座 ⾧：それが curious な観光客ということである。では、チャレンジングな事例として高千穂を確

定とする。あと 1 事例プラス予備を選定しておきたい。 

柳 原：日本海側、九州と来ているので、太平洋側か北の方でひとつ選ぶのはどうか。 

辻 村：沖縄の⾧寿料理はどうか。外国人にとって、沖縄の⾧寿の秘訣には関心があると思われる。

最近は、アドベンチャーツーリズムなどに力を入れており、⾧寿料理・泡盛は観光資源とし

ては弱いが、食を目的としたツーリズムにおいては良いと思う。 

藤 井：沖縄や琉球料理は観光客に知り尽くされているのではないか。 

辻 村：インバウンド、特に欧米人の目的地として沖縄は未開発と感じる。 

座 ⾧：沖縄の運営主体はどうか。 

事務局：沖縄の DMO になるだろう。フードツーリズムを促進する団体もあるため、実証調査のアレ

ンジは可能だ。 

柳 原：高千穂の神楽料理や京都の本膳料理など食文化の概念的な料理もあるが、山形の米沢牛や岐

阜県の鮎、広島県の日本酒、高知県のゆずなど素材に焦点を当てた選定はどうか。食材その

ものの方が、外国人に伝わりやすいだろう。あえのことや神楽は外国人に説明するのは難し

い。牛やゆずなどは外国人に人気である。 

座 ⾧：ゆずであれば、冬でも可能だ。 

楓：時季は外れるが山形といえば山菜料理が有名だ。予約のとれない山菜料理店がある。 

座 ⾧：この事業においては、京都などのすでに開発された地域ではなく、観光として少しチャレン

ジングな選定が良いと思う。酒の候補はどうか。 

柳 原：広島では酒が主体のツーリズムを体験できるのか。 

事務局：日本酒の体験という形では、プログラムを提供していないようだ。広島には広域 DMO はあ

るが、あまり連携が取れていないと聞く。 
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辻 村：山形はどうか。 

座 ⾧：外国人にとって日本の料亭はどのような価値なのか。 

辻 村：一度は食べてみたいと思うだろう。見た目が綺麗と言って写真は撮るが、何も手を付けない

ことが多い。何が入っているか分からない料理はあまり好まれない。素材そのものの味を生

かした料理が好まれる。 

柳 原：ここでのターゲットは、東京・大阪などを何度も訪問し、料亭も経験しているのではないか。 

座 ⾧：有名な酒どころではないが、高知県の客人に酒を飲ませる文化は不思議で非常に面白い。酒

を飲ませるためのゲームなどが昔から多くあり、皆で楽しく飲む文化はイタリア人などに刺

さるだろう。 

柳 原：北海道のアイヌ料理や岐阜の鵜飼いは季節的に難しいのか。 

辻 村：四国は、直島がある香川など瀬戸内海側に観光客が集まる。しまなみ海道も有名であるが、

愛媛・高知はあまり知られていないだろう。欧米には一般的ではないチャレンジングな地域

を選定するのであれば、高知がいいだろう。 

藤 井：東北の山形自体は庄内を中心に食を全面にした観光を行っているため選出したいが、今回の

事例があまり伝統的ではないため、高知の方がいいだろう。 

座 ⾧：米沢牛の地域性はどうだろうか。伝統性という点において、東北では昔から牛を食べる文化

ではない。比較的最近の商業的に発展した食文化だろう。 

辻 村：東北は観光において、まだまだ未開発な地域だ。東北の桜など観光資源を活かして、観光 DMO

も熱心に取り組んでいる。今後、食というコンテンツで開発するという意味では本事業で検

証するのは良い機会と考える。 

座 ⾧：高知県を 3 番目の候補に推奨し、山形県米沢を予備とするのはいかがか。では、実証調査の

候補地域は石川県、宮崎県、高知県、予備に山形県とする。 

 

６．実証調査における食文化価値の測定指標について 

座 ⾧：次に、食文化価値の客観的な測定指標が必要なわけだが、事務局から資料の説明をお願いし

たい。 

事務局から（資料７）実証調査における食文化価値の測定についての説明がなされた。 

柳 原：モニターは 3 地域とも同じ対象者なのか。 

事務局：モニターは 3 地域とも同じ対象者は難しいが、通訳案内士は 3 回とも同じ方にお願いする予

定だ。 

座 ⾧：食文化の価値を可視化するに当たり、ふさわしい評価方法や指標に関して、皆様からご意見

を頂きたい。 

楓：旅がしやすいかどうかは非常に重要と考える。 

事務局：アクセスが良いということか、それとも、現地での多言語化対応が充実しているということ

か。 

楓：両方と考える。 

柳 原：整備されすぎていると、一般化しているようで面白みがないが、その土地に訪問できなけれ

ば意味がないため、難しいラインと感じる。 
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座 ⾧：外国で日本語のメニューが出てくると複雑な気持ちになる感覚と似ている。 

楓：拠点となる民宿などの宿泊施設までストレスなくたどり着ければ良いのではないか。 

柳 原：発信力さえあれば、どんな場所でも観光客は来るだろう。 

座 ⾧：ガストロノミーツーリズムの特徴は、アクセスの良さはあまり語られないところだ。目的地

の中での快適さは必要かもしれないが。 

楓：今回の実証調査で旅がしやすいかを測定するのは、難しいと思う。 

辻 村：交通の不便な場所は、旅行会社やハイヤー、通訳ガイドを介入しないと周遊できず、日本の

本当の良さが伝わらないだろう。先ほど、柳原先生が仰っていた富裕層の定義だが、JNTO

や観光庁などのデータでは、航空券を含まず 1 人 1 日当たり 10 万円を目安に消費する人々

といわれている。夫婦であれば、20 万円程度だ。これほどの金額でないと本物の日本文化を

体験することできないと考える。不便なところに観光客が訪れることで、現地での消費額も

自然と増加するだろう。 

座 ⾧：実証調査の評価項目についてはいかがか。 

藤 井：五感の満足度が重要であると考える。この指標の評価でパーフェクトな事例が良いというこ

とではなく、五感や観光に対する満足度が高ければリピーター率、拡散力も高くなると考え

る。 

座 ⾧：食文化の満足度と全体の満足度分けた方がいいのだろうか。 

柳 原：両方聞いてもいいだろう。食文化は良かったが、全体は満足しない場合もあるだろう。 

藤 井：食文化の評価なので、作法などの快適性は低いが、料理自体の満足度は高い場合もあるだろ

う。食自体の満足度が重要だ。 

辻 村：現在の実証調査全体評価に書かれている指標からさらに、小項目が設けられ、事例ごと細分

化された設問の形になるのか。それらを複合的に総合点として評価するのだろうか。 

事務局：現在提示している実証調査全体評価を、モニターの方々に評価いただく想定だ。その結果を

用いて、なぜこのような評価に至ったかなどを最後に行うグループディスカッションの中で

各事例の評価、評価に至る背景、理由について聴取する予定だ。 

辻 村：複合性価値と総合満足度、地域独自性と地域魅力度の違いが感じられない。複合性価値の高

さと総合満足度の高さは同じになるのか。 

座 ⾧：「食べる」という行為以外の「わざ」「しつらえ」という限定的な複合性価値ではないか。 

事務局：複合性価値というワードが適切か分からないが、食文化は食に焦点が当てられがちだが、食

以外の文化的背景も旅の評価に影響を与えているかを測定するための指標として提示して

いる。 

柳 原：アンケートのタイミングはモニターツアーの最後に行うのだろうか。 

事務局：1 日目終了時にその日の分のアンケートに回答してもらい、2 日目終了時に全体のアンケー

トとグループディスカッションを実施する想定である。 

柳 原：旅行中と旅行後では旅への感想が変わるだろう。ディスカッションでもバイアスのかからな

い意見が聞けるように工夫するべきだと思う。 

楓：この指標はモニターの方に見せない方がいいと思う。 

柳 原：もっとシンプルな設問の表記が良いだろう。 
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辻 村：ブレイクダウンした設問表記でないと、集計や分析の際に表現できないのではないか。 

事務局：モニターのサンプル数が３名と少ないため、定量的な分析ではなくコメントの内容を重視す

るような定性的な分析を行う想定だ。 

柳 原：アンケートやグループディスカッションの言葉選びは結果に関わるため重要だ。 

辻 村：何が旅に深みを与えたのかが分かる聴取方法が望ましい。 

座 ⾧：各事例が全体の満足度にどう影響を与えたかについてはディスカッションで肉付けをする流

れだ。実証調査の評価指標について、大きな追加点はないが、今回議論いただいた内容を最

終稿に反映してもらえればと思う。 

 

（文化庁閉会挨拶） 

文化庁：今回の実証調査の候補地域に選定された高知県だが、先月、土佐の鰹節が民俗文化財に指定

され、本事業を通して、観光客にとって文化財の食文化はどのような影響を与えるのか検証

できればと思う。また、日本酒を含めた伝統的な酒造りも無形文化財に指定されたばかりで

あるが、酒に関連する地域も選出されている。どちらも有意義な実証調査になればと考える。

石田座⾧が仰っていた curious という言葉も本事業に非常に適した言葉を出していただけた

と思う。皆様から頂いたご意見を基に調査を進めていく。 
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3 第 3 回有識者会議 
 
 
日時 令和 4 年 3 月 3 日(木) 15：00～17：00 

場所 株式会社 JTB 霞が関事業部 23F 会議室 Room-A 

 

 

議事次第 

1. 文化庁開会挨拶 

2. 第 2 回有識者会議の振り返り 

3. 報告事項 

10 地域のヒアリング調査結果についての共有 

2 地域での実証調査結果の報告（能登・高知） 

4. 協議事項 

     報告書構成案の主要項目の考察、課題解決に向けた検討事項へのアドバイス 

   食文化を活用した観光をインバウンドに更に普及していくためのアドバイス 

5. 文化庁閉会挨拶 

 

 

配布資料 
（資料 1）席次表 

（資料 2）出席者名簿 

（資料 3）次第 

（資料 4）10 地域のヒアリング調査結果  

（資料 5―1）2 地域での実証調査結果 コンセプトシート 

（資料 5―2）2 地域での実証調査結果 日程表 

（資料 5―3）2 地域での実証調査結果 画像報告 

（資料 5―4）2 地域での実証調査結果 モニターフィードバック 概要版 

（資料 5―4 別紙 A）2 地域での実証調査結果 調査票 7 段階評価まとめ 

（資料 5―4 別紙 B）2 地域での実証調査結果 調査票 自由記述欄まとめ 

（資料 5―4 別紙 C）2 地域での実証調査結果 グループインタビューまとめ 

（資料 6―1）報告書構成案 目次案 

（資料 6―2）報告書構成案 検討事項 
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 出席者 

 
【有識者】※敬称略 

氏名 所属 

石田 雅芳（座⾧） 立命館大学 食マネジメント学部 教授 

楓  千里 國學院大學 研究開発促進機構 教授 

辻村 肇子 株式会社 JTB グローバルマーケティング＆トラベル BOUTIQUE JTB 部⾧ 

藤井 大介 株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社⾧ 

柳原 尚之 懐石近茶流詞家  
 

 

【推進事務局】※敬称略 

氏名 所属 

野添 剛司 文化庁 参事官 食文化担当 

安藤 貴洋 文化庁 参事官（食文化担当）補佐 

栗田 直人 文化庁 参事官（食文化担当）付 総括係⾧ 

砂山 大輔 文化庁 参事官（食文化担当）付 総括係員 

影山、原口 株式会社 JTB 霞が関事業部 

小林、鈴木 株式会社サーベイリサーチセンター 
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 議事録 

 
（文化庁開会挨拶） 

文化庁：委員の皆様におかれまして、お忙しいところ、お越しいただき感謝申し上げる。本事業の最

後に整理をするに当たり、今一度ご指導を頂きたい。 

 

（事務局から第 2 回有識者会議の振り返り、ヒアリング調査の 10 事例の紹介、2 地域での実証調査

結果の報告） 

 

（以降、事業推進内容の要点を一部抜粋）※発言者の敬称略 

次第 4. 協議事項 報告書構成案の主要項目の考察、課題解決に向けた検討事項へのアドバイス、食文化

観光をインバウンドにさらに普及していくためのアドバイス 

(1)食材・味付け・調理方法について 

座 ⾧：(資料 6-2)を参照して議論を進めていきたい。生魚の刺身や白子などの食材が食べられない

場合や鯨のようにセンシティブに扱うべき問題があるが、我々の食文化の本質を変えてまで

アレンジする必要があるのか。日本に来る外国人の知識レベル、好奇心レベルによって提供

するコンテンツを変えていくものなのかという議論が必要だ。深い文化まで知りたいと思う

人、ツーリストレベルで来ている人に対してどのような対応をするべきなのか示唆する必要

がある。観光客の満足度向上が目標だが、オーセンシティを守ったものを提供するのか、ア

レンジするのか。アレンジするならばどういった引き出しを地域の人たちは持つべきなのか、

という議論をこれから行いたい。ヨーロッパのガストロノミーツアーであれば食材の大きな

違いはないため、このようなことは議論されるまでもないが、現場での具体的な例があれば

お聞かせいただきたい。 

柳 原：日本料理教室を行う際に、外国の方を対応する機会がある。日本人は色々と気を遣ってしま

うところがあるが、日本に来ている時点で日本文化に非常に興味がある人たちなので、本物

の文化を知りたいと思っているケースが多い。今回の事業のターゲットは、「日本の食文化に

興味がある人」が前提になると思うので、「郷に入っては郷に従え」という考えのように、食

文化の本質を変えてまで対応する必要はないのではないか。料理を食べるために日本に訪れ

たいという人に向けて、情報発信する必要がある。刺身が好きではないという意見があるが、

寿司は日本の食文化として世界中に普及しており、昔より生魚が受け入れられていると思う。

しかしながら、宗教上の理由で食べられないものがあるときは、事前に情報を伝えておき、

食べられない場合は食べないで良いと思う。すべてを受け入れてもらう必要はない。今回の

実証調査で女性がモニターにいなかったのはなぜか。 

事務局：最初の段階では、女性のモニターを設定していたが、直前でキャンセルとなってしまい、男

性モニターのみとなった。 

藤 井：日本の食文化の本質的な部分は変えない方が良い。しかしながら、ビーガン対応など、要望

に合わせて臨機応変にアレンジができる体制づくりは必要だと考える。生魚が食べられない

ゲストには、少し焼いたものを提供できる体制を準備しておくことがベストだと思う。また、
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実証調査の行程面において、能登の方が高知より満足度が高くなるだろうと思った。食文化

観光において、体験性や伏線を設定するということが非常に重要であり、例えば、能登のよ

うに輪島塗工房を見学した夜に食事で使用するなど、器やしつらえ、食材のストーリーやそ

の土地の人々の思いを伝える体験を食事の前に行うことで、体験と食が繋がる。行程づくり

によって、旅行者の満足度を向上させることができる。また、旅行者のガイドに対する評価

によっても、観光への満足度は大きく変化する。ガイドの説明の方法、時には人間性などで

満足度が大きく左右される。食文化観光において、歴史や文化を知ることが必要になるため、

体験性は重要だ。一方で、地域の食文化の知名度を広げるという面では、 例えば宇都宮で

あれば、宇都宮の餃子を多くのお店で提供する、富士宮では、焼きそばを多くのお店で提供

するといった、地域としてひとつのコンセプトを決め、一般化することで経済的な効果が見

込めるだろう。徹底した食文化に根差す体験の提供、と、多くのお店で提供し知名度・経済

効果を向上させるための活動、の両方が必要だと考える。 

座 ⾧：（1）食材・味付け・調理方法についてインバウンドの方と直接触れる機会のある方からご意

見はいかがか。 

辻 村：食文化の本質を変えないという意見はその通りだと思うが、実際に日本にいらっしゃる外国

人の中には、食べられないものがあることを事前に知らない場合や地域ごとの食文化の違い

が分からないという声がある。このような課題に対する解決策の一つとして、全国の食文化

をまとめたガイドブック、電子版ガイドブックがあると、ガイドも旅行者も参照することが

できて良いのではないかと考える。 

楓：先ほど伏線という話があったが、食文化における伏線とは生産者の話を聞くことではないか。

例えば、棚田のライトアップを見るだけでなく、棚田の歴史や生産者の声を伝えることで、

食に対する興味が向上すると思う。魚であれば漁師の方との接点を作るといいのではないか。

また、地域の品物を旅行者母国輸送時の安全性も重要だと思う。観光地で購入したものを安

全に自分の国まで持って帰ることができるかを気にする旅行者は多いので、国や地域で輸送

のフォローができると良い。 

 

(3)説明・解説・演出の仕方、多言語化対応と人材について 

座 ⾧：食文化の伝え方、誰が何をどのように説明する必要があるのか。フィレンツェでガイドをし

ていた時に JTB フィレンツェオフィスの方が、ガイドさえ良ければ大体うまくいく、といつ

も仰っていたように、説明する人の伝え方や内容でゲストの満足度は大きく左右される。食

文化観光において、説明の仕方や多言語化対応可能な人材の育成、デジタル化に関して、ご

意見を頂きたい。 

柳 原：例えば今日はひな祭りの日だが、外国人に「これはひな祭りで食べる料理です」と紹介して

も、ひな祭り自体が分からず、歴史から説明しないといけない。地域の食文化も同じで、根

本となる地域の歴史や食文化のガイドブックが必要だろう。外国の歴史や文化を学ぶことで、

その国の食文化の理解に繋がると考える。それをガイドする人の質も重要だ。 

座 ⾧：フィレンツェのガイド試験はかなり厳しいものだ。ヨーロッパにはモーツァルト時代のグラ

ンドツアーの歴史があるからか、ガイドに求めるレベルが非常に高い。法律や風俗、習慣、
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考古学のようなものまで全部知っていないといけない。しかし、その分、格も高く、観光業

の花形である。日本の通訳案内士に地域専門性がないのはいかがなものか。ガイドのプロフ

ェッショナリティーを醸成するためにも、地域性に対して評価できるシステムの構築は、課

題のひとつだと考える。 

楓：日本の地域ガイドはボランティアベースが多く、プロフェッショナルになりにくい。プロを

育てる体制が構築できるといい。 

柳 原：フィレンツェのガイドへ fee は払われるのか。 

座 ⾧：全体一律で決まっている。一年に一度、ガイド料金の見直しがされ、全体で同じ料金が設定

される。ガストロノミーに興味のある人は、その地域に詳しい人にガイドとして付いてきて

ほしいと思うだろう。地域の専門的な歴史や知識を英語で語れる人材が必要ではないか。 

柳 原：農泊の現場では、携帯翻訳機を利用したりしているが、文化のことを翻訳するのは難しいだ

ろう。 

座 ⾧：AI の研究が盛んだが、いつか言語の障壁がなくなる日が来るかもしれない。 

柳 原：そうなったときには、人が説明する良さは残していきたい。 

 

(4)器・しつらえ 

座 ⾧：実証調査の結果から、器やしつらえは訴求力に乏しいのではないかとある。では、どのよう

にして器やしつらえの魅力を伝えるべきなのか、興味を持ってもらうにはどうすればいいの

かについて議論したい。 

柳 原：調理器具も入るのではないか。料理に興味がある人は、調理道具にも興味を持つ。 

座 ⾧：外国の方は、日本の包丁への興味が非常に高いと思う。 

柳 原：日本には漆器、陶器、ガラスなど器の種類が非常に多い。 

座 ⾧：ジャポニズムが広まった頃、陶器がヨーロッパ諸国の多くに輸出されていた。 

楓：輪島塗が素敵だからといって、すべての料理が輪島塗で提供されるのは、単調ともいえる。

日本の器には様々なバリエーションがあるのが特⾧であり、上手く活用できると良い。 

座 ⾧：高知にある、酒をたくさん飲ませるおちょこの文化は非常に面白い。ワイングラスでは、グ

ラスの高さでワインが下に落ちる位置が変わり、味が変わるという話をよく聞いたことがあ

るが、日本の器でも同じことが言えるかもしれない。 

藤 井：おちょことワイングラスで日本酒を飲むと味が違うと言われている。 

柳 原：土産として買って帰られるという面では地場産業を盛り上げる、文化を支えるために良いだ

ろう。 

 

(5)作法・食文化配慮・外国人対応 

座 ⾧：座敷などの作法や宗教、ビーガン対応など外国人に対してどこまで配慮するべきなのかにつ

いて議論していきたい。 

楓：囲炉裏で足を伸ばすのは難しい。小さい椅子があるといいと思う。 

辻 村：インバウンド手配の現場から申し上げると、座禅体験など作法そのものが体験という場合は

別として、通常の食事の場では、掘りごたつ式か椅子、テーブルが設備されているところを
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基本的に選んでおり、反対にそのような設備のないところは選ばれないということになる。 

藤 井：食文化体験でそうせざるを得ない場合を除き、椅子とテーブルは必要だと思う。食事をメイ

ンとする現場では、箸が使用できない場合を考慮して、フォークやスプーンも用意している。 

事務局：最初から椅子やテーブルを置いておくか、又は要望があった場合に対応する方が良いのか迷

っていると地域の方から聞く。 

藤 井：体験としての囲炉裏なのであれば必要ないと思うが、全体的な雰囲気を楽しんでもらいたい

という目的であれば、椅子とテーブルを最初から準備しておくと良い。 

辻 村：掘りごたつ式の囲炉裏が良いと思う。ラフな服装の若い人で足を崩して座れる人にはそのま

まの囲炉裏で、年齢の高い方など足を崩して座ることが難しい人には掘りごたつを案内する

など、対象者によって対応を変える必要がある。 

座 ⾧：茶室の場合はどのように対応しているのか。 

辻 村：茶室も同様で、年齢層によって対応を変えている。 

藤 井：茶室と食事の場の作法は少し異なっており、食事中に耐えるのは厳しいと思う。 

辻 村：体勢が辛いと味に集中できないと聞く。懐石料理は芸術的に素晴らしいが、どんな食材が使

われているのか分からないとあまり手を付けないゲストが多い印象だ。 

座 ⾧：イタリア人を連れて日本を紹介したことがあるが、刺身に興味を示さなかった。様々な色や

形に切られた刺身を見ても、全て醤油とわさびの味ではないかと言われたことがある。日本

人の方がテクスチャーを重んじるところがあるのか、デリケートな味の違いが分かるのか定

かではないが、刺身や寿司は外国人に浸透しているかと思ったが、そうでもなかった。 

柳 原：味の違いが分かる人もいる、分からない人もいる、ということだと思う。わかる人たちに向

けてどうアピールしていくべきか、どう集客するのかが重要になると思う。プログラムや対

応できる地域をつくっていきたい。 

楓：事前情報が必要だろう。 

座 ⾧：彼らに伝わる言語で伝える必要がある。言語は英語ということではなく、外国人が理解でき

る伝え方、話し方が重要だ。 

 

(6)観光との結びつき 

座 ⾧：食文化の裾野を広げて、食文化が成り立っているコンテクストや場所、観光名所や自然、地

域的な特殊性との結びつきを考えていきたい。神社仏閣の中で食事をすることはヨーロッパ

の方を中心に人気が高いと聞くが、具体的な例などがあれば示してほしい。 

柳 原：食と観光であれば、アグリツーリズムのように生産者と触れ合う機会を設けることが良いの

ではないか。テロワール的な考えで、その地域に根差した食材が郷土料理として発展するた

め、地域食材の収穫や釣り体験は興味を持たれると思う。景勝地、食の生産地、食が繋がる

と良い。 

座 ⾧：アグリツーリズムのように地域的コンテクストというものが旅行者にとって面白いのだと思

う。 

藤 井：食文化が構築された歴史やストーリーの繋がりをどのように伝えるか、どのようなツアーの

作り方をする必要があるかが重要。地域全体で取り組んでいくことで経済効果も見込めるの
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ではないか。 

楓：イタリアのアグリツーリズムの宿泊施設のベッドメイクやアメニティは本当に美しい。 

座 ⾧：イタリアではアグリツーリズムを行う際のシステムのようなものが構築されている。ベッド

数やアメニティの数など規則で決められている。最近では、アルベルゴ・ディフーゾという

観光形態があるが、アグリツーリズムと何が違うかと現地の人に聞くと、ホスピタリティと

言っていた。アルベルゴ・ディフーゾを運営するイタリアの方と話をしたときに、「私のゲス

トはみんなキッチンで過ごしている。私のホスピタリティが成功した瞬間はゲストが自分で

皿を片付ける時だ」と話していたのが印象的だった。今まで、ホスピタリティの考え方は一

方方向だったと思う。ゲストの居心地が良くなり、自らホスピタリティに参加することが成

功の証しだ、とその人は考えていて、今までのホスピタリティの考え方とは違う。 

藤 井：アルベルゴ・ディフーゾを調査したことがあるが、アグリツーリズムと両方に言える特徴と

して、双方性だと考える。アグリツーリズムは農家（生産者）と旅行者、アルベルゴ・ディ

フーゾは町と旅行者との双方性がある。 

座 ⾧：町全体で旅行者を迎え入れている感覚がある。イタリアでも地方都市の過疎化が問題となっ

ているが、アルベルゴ・ディフーゾは、人々がまた戻ってくるきっかけになると思う。イタ

リアの建物は石造りで⾧持ちするため、新しくホテルを建てるのではなく、現存する建物を

リノベーションすることでまたすぐに使用できるようになる。日本でも導入しようとしてい

る地域があると聞く。 

楓：姨捨山の棚田を外国の方に見せたときに、バリ島や中国、フィリピンの棚田との違いを質問

されたと聞いたことがある。世界視点で自分の地域の魅力を語れるガイドがいると良い。 

座 ⾧：日本に来るインバウンドの外国人は勉強してくる方が多い。文化的に深い内容を彼らに分か

るコンテクスト、言語で伝える必要がある。地元のおじいちゃん、おばあちゃんにお願いす

れば、自分の町の良さを幾らでも語ってくれると思うが、より知的に伝える必要がある。 

 

4. 協議事項 ターゲット層について 

座 ⾧：ガストロノミーの中でジャポニズムは普及している。イタリアのガストロノミーの場合は、

食材自体が有名又は、名店がイニシアチブを握っていることが特徴ではないかと思う。イタ

リアやフランスではテロワールと呼ばれているように、地域に結びついたチーズやワイン、

サラミなどの加工食品がガストロノミーと考えられているが、日本人からするとかなり物質

的で、ものによって語られているという印象を受ける。日本のガストロノミーを海外の人に

語るときにどのように語るべきなのか考える必要がある。 

楓：能登には地域の食材を使った予約のとれないフレンチやイタリアンがあるように、和食のよ

うな日本の伝統的な調理方法だけでなく、その地域の食材に合った調理方法が何種類かあり、

それらを提供できるのであれば⾧期滞在に繋がる。それを上手く情報提供していく必要があ

る。魅力を伝えることができれば、地域に対する関心も高まっていくだろう。 

柳 原：海外の料理人と日本の食文化について話したとき、just different と言われた。何もかもが欧

米の食文化とは違うと言っていた。本事業では、違いを楽しめる人がターゲットなのではな

いか。食文化そのものに興味を持ち、分からないものでも食べようとする人が良い。マスで
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はないため、ディープな層に対してアピールすることになると思う。 

座 ⾧：そういう人は多くはないが、地域の人が本当に望んでいるのは curious な層だろう。本物の

日本食を提供することが健全なツーリズムの在り方だと思う。地域の特殊性を伝えるには、

そこにいる地域の人が食文化について語れるようにならないといけないし、外国人が理解で

きる伝え方で提供しなければならない。 

柳 原：文化庁が行う意義だと思う。 

座 ⾧：新しい観光のベクトルは文化だと思う。しかしながら、我々、受け入れる側の準備は不足し

ている。 

事務局：ターゲットのライフスタイルなどは、どのようなものと想定されるか。今後どのような調査

をすべきか。 

座 ⾧：プロを招聘するのがいいと思う。ヨーロッパのガストロノミーツーリズムの真ん中にいる人

へ調査協力を依頼し、準備し、説明できる人を付け、食べてもらい、ダイバーシティを受け

入れられるかを検証するのが良いのではないか。現状のままだと、評価するためのカードが

用意されていない、日本の食文化はいつまでも寿司と天ぷらだと思われてしまう。 

楓：文化庁が現在行っている、文化観光や食文化ストーリー等ほかの事業と結び付け、地域全体

を実感してもらう、より大きな枠組みで調査をする必要があると感じる。 

藤 井：日本では醤油と味噌の地域的な違いをまとめられたものがない。ヨーロッパでは、チーズひ

とつでも地域ごとの違いがマップにまとめられている。観光はというものは、ヨーロッパに

代表されるような文化や歴史を体験することが醍醐味だと思う。食文化も⾧年にわたって形

成された歴史や文化に基づくものであるので、日本も寿司や天ぷら一辺倒ではいけないと思

う。 

座 ⾧：ガストロノミーツーリズムはモノが動くのではなく、人が動かないといけないと思う。その

ためにも、人が動く動機づけとなるコンテンツが必要だ。 

 

（文化庁閉会挨拶） 

文化庁：文化庁としてインバウンド事業をどう進めていくべきか、非常に参考になった。食文化担当

を立ち上げて 2 年になるが、まずは、地域ごとの食文化のストーリーを整理するため、食文

化ストーリー事業を始めた。食文化を文化財に指定する第一歩の取り組みとして、日本酒が

文化財に指定された。食文化を文化財に指定するハードルが高く時間もかかることから、現

在は文化財指定するための候補を挙げているため、世代を超えて愛されてきた食文化を地元

の方に挙げてもらったものを紹介する「100 年フード」という取り組みを始めた。また、器

や建物などの文化財と食文化の相乗効果で価値を提供する取り組みも行っている。文化庁と

して食文化を発信していける体制づくりを整えていくため、実装に向けて今後ともご指導い

ただきたい。 
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本報告書は、文化庁の委託業務とし

て、株式会社 JTB が実施した 令和 3 年

度食文化インバウンド促進のための動

向調査事業の成果を取りまとめたもの

です。  

従って、本報告書の複製、転載、引用

等には文化庁の承認手続きが必要です。 
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（別添）文献調査による食文化リスト 
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見
る・
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名

学ぶ
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名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

世界文化遺産/国宝 〇 田島屋 〇
富岡製
糸場

〇 山椒庵 〇

（株）
館林うど
ん うどん
本丸

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公財）群馬県観光物産国際協会
（特非）赤城自然塾
（一社）渋川伊香保温泉観光協会
（一社）安中市観光機構
（一社）下仁田町観光協会
（一社）草津温泉観光協会
（一社）みなかみ町観光協会

富岡製糸場
富岡市　世界遺産観光部　富岡製糸
場課

県無形民俗
未指定
未指定

〇
石川県
観光連

盟
〇

株式会
社奥能
登塩田

村

〇

奥能登
国際芸
術祭実
行委員

会

〇

のと里山
空港利
用促進
協議会

（一社）中央日本総合観光機構
（公社）石川県観光連盟

あばれ祭
（宇出津のキリコ祭り）
寺家キリコまつり
宝立七夕キリコ祭り

八坂神社奉賛会

重要無形民俗文化財
国重要文化的景観
岐阜市重要無形民俗文化
財
世界文化遺産

〇
ぎふ⾧良
川鵜飼

〇

里川振
興課里
川振興

係

〇
岐阜観
光連盟

〇

岐阜県
農政部
農産物
流通課

（一社）中央日本総合観光機構
（一社）岐阜県観光連盟
（特非）ORGAN
（特非）大垣観光協会
※岐阜観光コンベンション協会

⾧良川の鵜飼漁の技術
⾧良川中流域における岐阜
の文化的景観
鵜匠家に伝承する鮎鮓製造
技術
白川郷・五箇山の合掌造り
集落

岐阜⾧良川鵜飼保存会
小瀬鵜飼保存会
岐阜⾧良川鵜飼保存会
白川郷荻町集落の自然環境を守る会
（財）世界遺産白川郷合掌造り保存
財団
世界遺産白川郷合掌造り保存財団

京都府指定無形民俗文化
財
国重要文化的景観

〇

京都市
観光協
会ほか
観光
DMO

〇

京の食
文化

ミュージア
ム食あじ
わい館

〇
京都市
観光協

会
〇

京都市
観光協

会
〇

株式会
社 平八

茶屋

（一財）関西観光本部
（一社）京都山城地域振興社
※公益社団法人 宇治市観光協会

宇治茶手もみ製茶技術
「奥ノ山」茶園

（公社）京都府茶業会議所

国宝（建造物）
未指定

〇

三朝温
泉観光
協会/三
朝温泉
旅館協
同組合

〇
ふるさと
健康むら

〇 〇

（一社）山陰インバウンド機構
（一社）鳥取中部観光推進機構
※三朝温泉観光協会
※公益社団法人 鳥取県観光連盟

三仏寺奥院（投入堂）
三徳山火渡り神事

日本遺産三徳山三朝温泉を守る会

未指定
無形民俗文化財

〇
球磨村
産業振
興課

〇

球磨焼
酎ミュー
ジアム白
岳伝承

蔵

〇

球磨焼
酎蔵ツー
リズム協
議会

〇

球磨焼
酎蔵ツー
リズム協
議会

〇

球磨焼
酎蔵ツー
リズム協
議会

（一社）九州観光推進機構
（株）くまもとＤＭＣ
（公財）阿蘇地域振興デザインセンター
※(公社)熊本県観光連盟

球磨焼酎
球磨神楽

球磨神楽保存会

日本遺産〇 〇

数百年の歴史を誇る世界ブランドの球磨焼酎は、江戸時代では貴重だった米を主
原料としての醸造が相良氏によって認められ、450 年以上の歴史を誇り過去と現在
をつなぐ共通の味わいを感じさせ、「球磨の焼酎学校」を開校し、焼酎文化を次世代
に伝える取り組みを行っています。球磨神楽は青井阿蘇神社おくんち祭の宵宮奉納
を皮切りに郡内 43 神社で奉納されてきた神楽。相良氏の厚い保護を受けた神楽
の見物は民衆の娯楽でもあった。

6 球磨焼酎
熊本県
人吉市
球磨村

〇

〇

15世紀、宇治茶は足利将軍家の評価を勝ち取り「将軍が珍重されている茶」とさ
れ、日本一の茶となった。将軍家や管領家は宇治に特別の茶園「七名園」を設け、
露地栽培による最高級の茶葉を作らせた。その茶園の一つ『奥ノ山茶園』は、室町
時代からたゆむことなく茶を作り続けている。18世紀、永谷宗円は新芽の茶葉を蒸し
焙炉ほいろの上で手で揉み乾燥させるという日本固有の革新的製法である宇治製
法（青製煎茶製法）をあみだし、色・香り・味ともに優れた緑茶である「煎茶せん
ちゃ」を誕生させた。

日本遺産

精進料理と三徳豆腐は「六根清浄」の「舌」を代表するもの。 山内で供される料理
を食することで、 参拝前に体の中を清らかにし参拝の 始まりを予感させる。

〇 日本遺産5

地域的なバランスを考
慮し、鵜飼漁など豊か
な食文化を有すること

から選定。

信⾧は「鵜匠」の名称を与え、禄米十俵を給して保護したと伝えられており、その後も
徳川家康・秀忠親子が鑑賞しこれを称えたことで、鵜飼は時代を通じて大事に守ら
れてきた。松尾芭蕉は「おもしろうてやがて悲しき鵜舟かな」と有名な句を残しており、
近代には英国皇太子やチャップリン等、国内外の賓客が鵜飼観覧に訪れている。

鵜匠家に
伝承する
鮎鮓製造

技術

岐阜県
⾧良川

〇3

※「4」「26」「64」は同
一地域として包括して
ヒアリング検討。

和食のルーツでもあり、
京都はインバウンド先
進都市でもあることから
ピックアップ。京料理、
伏見の酒、手揉み製
茶等、豊かな食文化を
有する。

精進料理
と三徳豆

腐

鳥取県
三朝町

〇 〇 日本遺産

4 日本茶
宇治茶手
もみ製茶

技術

京都府
宇治市

〇 〇

日本遺産

様々な文化を受け入れつつも、半島という地理的閉鎖性によって、独自の文化を育
んできた能登には、今も、祭礼を始めとする貴重な民俗行事が受け継がれ、「民俗の
宝庫」、「祭りの宝庫」と呼ばれている。6件の重要無形民俗文化財を含め、84もの
指定無形民俗文化財が存在する。キリコ祭りは、夏の約3ヶ月間、七尾市、輪島
市、珠洲市、志賀町、穴水町、能登町の3市3町合計約200もの地区で行われ、
少なくとも江戸時代には存在し、能登の人々の生活に溶け込んで、今なお盛んに行
われている伝統行事である。

2 まつり御膳 キリコ祭り 〇 〇 〇石川県

群馬県

上州の女たち（かかあ）は、この養蚕・製糸・織物の力で家計を支え、家族の衣をつ
くった。幕末から明治へ、上州が群馬県と変わる頃、絹が主要な輸出品として外貨
獲得の切り札となると、県内の養蚕・製糸・織物はますます盛んになった。明治の文
豪、徳冨蘆花は当時の群馬県の様子を「機はたの音、製糸の煙、桑の海」と詠んで
いる。

日本遺産1
おっきりこみ
まゆこもり

〇 〇

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

お
っ
き
り
こ
み

ま
ゆ
こ
も
り

ま
つ
り
御
膳

キ
リ
コ
祭
り

鵜
飼
漁

鮎
鮓

宇
治
茶
手
も
み
製
茶
技
術

「

奥
ノ
山
」

茶
園

精
進
料
理

三
徳
豆
腐

球
磨
焼
酎
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名
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No.
事例名称
（食）

事例名称
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他）

地域 わ
ざ
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ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
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らえ

季節
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食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

国指定無形民俗文化財 〇
淡路島
観光協

会
〇

淡路島
観光協

会

（一財）関西観光本部
（公社）ひょうご観光本部
（一社）淡路島観光協会

淡路人形浄瑠璃 淡路人形芝居サポートクラブ

一部は佐世保市無形文化
財
世界文化遺産
世界文化遺産
国重要伝統的建造物群保
存地区
国登録有形文化財

〇
有田観
光協会

〇
九州陶
磁文化

館
〇

熱気球
大会佐
賀運営
委員会

〇

有田町
役場商
工観光

課
有田商
工会議

所
有田観
光協会

〇
佐賀県
観光連

盟

（一社）九州観光推進機構
（公財）佐世保観光コンベンション協会
（株）有田まちづくり公社

三川内の磁器製作技術
⾧崎と天草地方の潜伏キリシタ
ン関連遺産
明治日本の産業革命遺産　製
鉄・製鋼、造船、石炭産業
有田内山伝統的建造物群保
存地区
旅館綿屋

世界遺産⾧崎チャーチトラスト

未指定 〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

新上五
島町観
光物産
協会

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

⾧崎県
観光連

盟
（一社）九州観光推進機構

波佐見の生地成形技術

国県重要無形文化財、市
指定無形文化財
県無形文化財
市指定無形文化財
市無形（工芸技術）
国の記録作成等の措置を講
ずべき無形文化財（選択）

〇

（一財）関西観光本部
（公社）福井県観光連盟
（一社）中央日本総合観光機構
（一社）愛知県観光協会
（公社）びわこビジターズビューロー
※備前観光協会
※一般社団法人越前市観光協会
※瀬戸市まるっとミュージアム・観光協会
※一般社団法人とこなめ観光協会
※（一社）甲賀市観光まちづくり協会
※丹波篠山観光協会

備前焼の製作技術
陶芸越前大がめ捻じたて成
形技法
常滑焼の製作技術
信楽焼
丹波立杭焼（作窯技法）

岡山県備前焼陶友会
六古窯日本遺産活用協議会
とこなめ焼協同組合
丹波立杭窯保存会

重要無形民俗文化財 〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

（一社）東北観光推進機構
（公社）山形県観光物産協会

林家舞楽 谷地の舞楽保存会

国指定重要文化財
世界文化遺産
国登録有形文化財

〇
株式会
社　ルミ
エール

〇

公益社
団法人
やまなし
観光推
進機構

〇
白百合
醸造株
式会社

〇 甲州市 〇
株式会
社　ルミ
エール

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公社）やまなし観光推進機構
（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメント

木造薬師如来像
富士山―信仰の対象と芸術
の源泉
ルミエール内　石蔵発酵槽

富士山世界文化遺産協議会

11

江戸時代、紅花を運んだ最上川の船頭が、地元の里芋と帰り荷の棒鱈を川原で煮
て食べたことが発祥と伝わる当地の郷土料理。川原で食す「芋煮会」は当時の秋の
風物詩。
「おみづけ（近江漬け）」は堰（せき）に流れる青菜等のくず野菜も無駄にせず漬
物にして食し、倹約と商いに努めた近江商人由来の食文化です。

日本遺産

12
葡萄
ワイン

山梨県 〇 〇

奈良時代の名僧行基の夢に、葡萄を手にした薬師如来が現れ、その姿を刻んだのが
大善寺（ぶどう寺）の薬師如来像であり、この地に葡萄栽培を伝え、これが甲州ワ
インの原料となる甲州葡萄であると言われています。
国の有形文化財に登録されている歴史ある石造りの発酵槽で醸した赤ワイン「石蔵
和飲」や世界最大のワインコンクール【Decanter World Wine Awards】でプラチ
ナ賞（日本ワインで最高賞）を受賞した白ワイン「光　甲州」で有名な老舗ワイナ
リー「ルミエール」では葡萄畑やワインセラー見学・ワインの試飲ができるツアーなどを行っ
ている。

日本遺産

芋煮
おみづけ

（近江漬
け）

山形県 〇 〇

10 食器 〇 〇〇

岡山県
備前市

福井県
越前町

愛知県
瀬戸市
常滑市

滋賀県
甲賀市

兵庫県
丹波篠山市

日本遺産

瀬戸、越前、常滑、信楽、丹波、備前のやきものは「日本六古窯」と呼ばれ、縄文か
ら続いた世界に誇る日本古来の技術を継承している、日本生まれ日本育ちの、生粋
のやきもの産地である。

日本遺産

9 冷や汁
⾧崎県

波佐見町
〇 日本遺産

波佐見では、窯焚き職人が食していた「冷汁」が現在でも郷土料理として伝えられて
いる。

〇 〇

有田で芽吹いた磁器生産の技術は、各地での新たな陶石の発見を経て、三川内や
波佐見、伊万里、嬉野でも発展し、これらの産地ではいわゆる肥前式と呼ばれる連
房式の登り窯や共通の道具を使いながらも、それぞれの個性を際立たせるため、互い
に技術を競いながら独自の華を開かせていく。
有田内山伝統的建造物群保存地区や旅館綿屋の本館・洋館などの文化財がある
ほか、100年以上の歴史を持つ有田陶器市などでは作陶や絵付けを楽しむことがで
きる。海外進出している肥前磁器は世界から注目されている。

8
磁器製作

技術
佐賀県
⾧崎県

〇

7 淡路の塩
兵庫県
淡路市

〇

朝廷の儀式である月次祭の神今食の塩が「淡路の塩」と定められていたとする『延喜
式』の記録は、淡路の塩が特別に用いられたことを伝える。塩の他にも、淡路島の海
人が生産する多くの海の幸が都に運ばれ、天皇の食膳を司る「御食国」として、山部
赤人に詠われた島の姿を生みだした。ここにも淡路島の海人と朝廷との関係の深さが
窺える。

日本遺産

淡路の塩

磁
器
製
作
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術
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や
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き
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
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事業者
名
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事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

国指定重要無形民俗文化
財
国指定重要無形民俗文化
財
国登録有形

〇

六郷満
山日本
遺産推
進協議

会

〇

六郷満
山日本
遺産推
進協議

会

〇

六郷満
山日本
遺産推
進協議

会

〇
豊後高
田市観
光協会

（一社）九州観光推進機構
(公社）ツーリズムおおいた
(一社）豊の国千年ロマン観光圏

成仏寺修正⿁会
岩戸寺修正⿁会
萱島酒造

国重要無形民俗
市指定無形民俗
未指定
国重要無形民俗
国重要無形民俗

〇
鳥羽市
観光協

会
〇

相差海
女文化
運営協
議会

〇

相差海
女文化
運営協
議会

〇
鳥羽市
観光課

〇

相差海
女文化
運営協
議会

 （一社）中央日本総合観光機構
（一財）関西観光本部
（公社）三重県観光連盟
（公社）伊勢志摩観光コンベンション機
構

鳥羽志摩の海女漁の技術
しろんご祭り
伊勢神宮へのアワビ奉納
安乗の人形芝居
磯部の御神田

鳥羽海女保存会
志摩海女保存会
安乗人形芝居保存会

有形民俗文化財
兵庫県有形文化財
赤穂市無形民俗文化財

〇
赤穂観
光協会

〇
赤穂市
立海洋
科学館

〇
赤穂市
観光協

会

（一財）関西観光本部
（公社）ひょうご観光本部
※赤穂市日本遺産推進協議会

赤穂の製塩用具
旧日本専売公社赤穂支局
（赤穂塩務局）事務所
塩屋荒神社屋台行事

赤穂市教育委員会事務局文化財課文
化財係
赤穂市文化とみどり財団

選定保存技術 〇
一関市
観光協

会
〇

岩手県
観光協

会
〇

岩手県
観光協

会
〇

そば処東
家

（一社）東北観光推進機構

日本産漆生産精製技術 日本うるし搔き技術保存会

国指定重要文化財 〇
牛久シャ
トー株式

会社
〇

神谷傳
兵衛記
念館

〇

いばらき
観光キャ
ンペーン
推進協
議会

〇
牛久シャ
トー株式

会社

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（一社）茨城県観光物産協会
（一社）アントラーズホームタウンＤＭＯ

シャトーカミヤ旧醸造場施設
３棟（旧事務室・旧醗酵
室・旧貯蔵庫）（牛久シャ
トー）

茨城県教育庁 総務企画部 文化課

国名勝・天然記念物 〇
十日町
市観光
協会

〇
十日町
観光協

会
〇

十日町
観光協

会
〇

十日町
観光協

会

（一社）東北観光推進機構
（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公社）新潟県観光協会
（一社）雪国観光圏

清津峡 清津峡樽ばやし

古くは１００年以上前の１９０３年（明治３６年）、当時のフランスの醸造所を
モデルに、日本初となるワイン用葡萄の栽培、醸造、瓶詰めを一貫して行う本格的ワ
イン醸造所（現・牛久シャトー）が誕生し、西洋の食文化が広まった東京へワインを
出荷していた歴史をもちます。

日本遺産

へぎそば
ツケナ

(野沢菜
漬)

ニーナ
(煮菜)

雪見御膳

18
新潟県

十日町市
〇 〇

この⾧い冬を凌ぐため、人々は秋までに採れた食料を備蓄し活用することにことのほか
心を砕いた。また、「雪穴」や「雪室」に大量の雪を貯めておき、夏になるまで食料の冷
蔵に利用した。冬の代表的な保存食「ツケナ」（野沢菜漬）は、春先に発酵が進ん
で酸味が増すと、塩抜きして煮込み「ニーナ（煮菜）」に生まれ変わる。厳しい冬を
生き抜くため、人々の知恵が育んだ豪雪地の食文化は、豊かな自然の恵みを活かし
た郷土料理として今も受け継がれている。

日本遺産

17
国産ぶどう

ワイン
茨城県 〇 〇

瀬戸内の穏やかな海と気候に抱かれ、千種川が中国山地からもたらした良質の砂か
らできた広大な干潟は、入浜塩田の開発に適していた。その製塩技術は、瀬戸内海
沿岸に広がり、市場を席巻するまでに成⾧した。中でも赤穂の塩は、国内きってのブ
ランドとして名を馳せ、赤穂に多彩な恵みをもたらした。

日本遺産

16 わんこそば 漆器 岩手県 〇 〇 〇 〇

岩手県の郷土料理。 わんこは椀子(わんこ)であるが、「割子そば」の転化(てんか)と
もいわれる。 「こ」の字をつける風習は東北各地にみられる。

日本遺産

15
赤穂の塩
塩味饅頭

兵庫県
赤穗市

〇

火の粉を浴び、御加持を受ければ、「五穀豊穣」「無病息災」等の幸せが叶えられる
とされるからだ。「くにさき」の⿁はその法力を使って災厄を払う良い⿁として、人々から
厚く信仰されているのである。⿁へのお供えは「飾り餅」「大鏡」などの餅が多い。⾧い
仏事の合間には唐辛子のきいた「⿁の目覚まし」が僧侶達に出され、最後に大きな
丸餅「⿁の目」が縁起物として撒かれ、人々は福を分け合う。毎年、修正⿁会によっ
て「⿁の幸」とでも言うべき「くにさき」の産物の豊穣も約束される。

日本遺産

14
アワビ
サザエ

三重県鳥羽
市、志摩市

鳥羽
志摩の

海女漁の
技術

〇 〇 〇

この地域で、女性が素潜りでアワビ、サザエや海藻を獲る海女漁の始まりは約2,000
年前まで遡り、世界でも日本と韓国のみの希少な漁法である。海女が獲った海産物
は伊勢神宮に「神饌（神様に捧げる供物）」として奉納され続けており、海女が中
心となる祭も継承されているなど、海女ならではの風習や信仰などの「海女文化」が今
も色濃く息づいている。
鳥羽志摩の海女漁の技術、安乗の人形芝居、磯部の御神田などの文化財ほか、
宇治橋から五十鈴川に沿って続くおよそ800ｍの美しい石畳の通りには伊勢神宮・
内宮の前で栄える「おはらい町」の町並みなどの観光スポットがある。

日本遺産

サミット開催をきっかけ
にアップスケールな宿泊
施設も増え、コロナ以
前からインバウンドの人
気も上昇中であったた
め選定。魚介類が苦
手な可能性があるが、
海女漁自体の受けは
いいと思慮。

13

飾りもち大
鏡

⿁の目覚
まし

⿁の目

大分県
豊後高田市

国東市
〇 〇

⿁
の
目
覚
ま
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版
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イメージ

県選択無形民俗文化財
重要文化的景観

〇
信州千
曲観光

局
〇

 戸隠そば
博物館と
んくるりん

〇
 戸隠そば
博物館と
んくるりん

〇
信州千
曲観光

局
〇

信州千
曲観光
局

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（一社）中央日本総合観光機構
（一社）⾧野県観光機構
（一社）こもろ観光局
※信州千曲観光局

蕎麦
おしぼりうどん
おやき
姨捨山の棚田

田毎の月　棚田保存同好会

国登録有形文化財
民俗技術（未指定）

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

新上五
島町観
光物産
協会

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

⾧崎県
観光連

盟

（一社）九州観光推進機構
(一社）⾧崎国際観光コンベンション協
会

旧砂糖貯蔵庫及び製造道
具等 （村岡総本舗羊羹資
料館及び展示資料）
カステラ

⾧崎市文化観光部文化財課

未指定
世界文化遺産
国宝
国登録有形文化財

〇
一関市
観光協

会
〇

世嬉の
一酒造
株式会

社

〇

全国当
地もちサ
ミット実
行委員

会

〇

世嬉の
一酒造
株式会

社

（一社）東北観光推進機構
（一社）世界遺産平泉・一関ＤＭＯ

秀衡塗
平泉-仏国土（浄土）を表
す建築・庭園及び考古学的
遺跡群-
中尊寺金色堂
世嬉の一酒の民俗文化博
物館

日本うるし掻き技術保存会

重要文化財
国指定重要文化財
高知県保護無形民俗文化
財

〇
南国市
環境課

〇
高知市
観光協

会
〇

 幡多広
域観光
協議会

〇

高知県
観光コン
ベンション

協会

〇
高知県
地産外
商公社

（一社）四国ツーリズム創造機構
（一社）高知県東部観光協議会
（一社）仁淀ブルー観光協議会
（一社）幡多広域観光協議会
（特非）ＮＰＯ砂浜美術館

高知城
旧山内家下屋敷⾧屋（旅
館の三翠園敷地内）
星神社のお弓祭り

高知県教育委員会文化財課

市無形文化財 〇
一関市
観光協

会
〇

久慈市
ふるさと
体験学
習協会

〇

全国当
地もちサ
ミット実
行委員

会

〇
久慈市
観光物
産協会

（一社）東北観光推進機構
（公財）さんりく基金

久慈市の海女漁の技術 小袖漁撈唄保存会

国指定史跡 〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

（一社）東北観光推進機構
（公社）山形県観光物産協会
（一社）DEGAM鶴岡ツーリズムビュー
ロー

松ヶ岡開墾記念館 山形県文化振興・文化財活用課

醤油味のだしに、クルミや黒砂糖が入った「まめぶ」という団子を入れた汁物は、南部
藩時代から、地域の慶弔事には欠くことのできない行事食。

日本遺産
食文化ス
トーリー
/BOOK

24

鶴岡雛菓
子

笹巻
とちもち

山形県
鶴岡市

〇 〇 〇

北前船で伝わった京都の文化に由来するとされる伝統的な菓子。 鶴岡雛菓子、笹
巻、とちもちなど。

食文化ス
トーリー

23
粉もん
食文化
「まめぶ」

岩手県
久慈市

〇

岩手県の一関・平泉は、約400年前の藩政時代に当時の伊達藩が平安息災を祈っ
て毎月もちを神仏に供える習わしを推奨したことがきっかけとなり、豊かな米の生産を背
景に「ハレの食」として、冠婚葬祭をはじめ、正月、ひなの節句、八十八夜、端午の節
句、七五三など、人生の節目、農作業の節目にもちをついて食べる習わしが今なお息
づいており、この地域では、もちに関する儀礼や食べ方の作法を体験することができる。
⾧く受け継がれているおもてなし料理「もち本膳」には、岩手県平泉町周辺で作られて
いる漆器「秀衡塗」が使われ、もち食文化を語る上でなくてはならない伝統工芸品であ
る。世界文化遺産の平泉、国宝の中尊寺金色堂などの文化財がある。登録有形文
化財の世嬉の一（せきのいち）酒の民俗文化博物館では酒蔵の見学ツアーや日本
酒のテイスティングを行うことができ、蔵を改築したレストランでは郷土料理を堪能するこ
とができる。

日本遺産

22 ゆず料理
皿鉢料理

高知県 〇 〇 〇 〇 酸味が強く香り高いと評価される当地のゆずを皮ごと絞り、その持ち味を凝縮した「柚
酢」は、酢の物に使ったり、刺身にかけて食べたりと普段の食事にはもちろん、ハレの料
理にも欠かせない。ハレの日を祝い客人をもてなす宴席「おきゃく」では、この地を流れ
る清流を用いて醸された土佐酒やゆず酒とともに、地元の新鮮で多彩な山海の幸を
大皿に盛った皿鉢料理が豪快に振る舞われる。重要文化財の土佐藩主山内家下
屋敷跡に建つ温泉旅館の「三翠園」や四国一の河川として知られる四万十川、海
外輸出されるようになった日本一のゆず生産量を誇る中芸のゆず、坂本龍馬の銅像
のある桂浜、フランスから正式に名称を許可された世界で唯一の「モネの庭」などの観
光資源がある。

日本遺産

地域的なバランスを考
慮。ゆず、日本酒、カツ
オの藁焼き、皿鉢料理
など豊かかな食文化を
有することから選定。

21 もち食文
化

岩手県
一関市

〇 〇 〇 〇

「おしぼりうどん」は、辛味大根をすりおろして、おろしたての大根を絞った「おしぼり」と
呼ばれるしぼり汁に味噌を溶かして薬味を加え、ゆでたてのうどんをつけて食べる郷土
料理。だし汁ではなく、大根のしぼり汁を使うのが特徴で、おしぼりうどんの「おしぼり」
の由来にもなっている。辛味大根のしぼり汁と信州味噌（米味噌）の相性がよく普
及したのは江戸時代から明治時代にかけて。味噌が美味しいからうどんやそばのつけ
汁には身近な食材が用いられていた。県内の戸隠や千曲市（旧更埴市、旧戸倉
町）には「おしぼりそば」があり、同様に辛味大根の絞り汁に味噌を溶かしたものをつ
ゆとして冷たいそばを浸して食べる。

日本遺産

20
砂糖

カステラ
⾧崎県
⾧崎市

〇 〇
室町時代末頃から江戸時代、西洋や中国との貿易で日本に流入した砂糖は、日
本の人々の食生活に大きな影響を与えた。なかでも、海外貿易の窓口であった⾧崎
と小倉を繋ぐ⾧崎街道沿いの地域には、砂糖や外国由来の菓子が多く流入し、独
特の食文化が花開いた。現在でも、宿場町をはじめ、当時の⾧崎街道を偲ばせる景
観とともに、個性豊かな菓子が残されている。手(て)延(の)べ製法で作られるおこし、
職人が14日かけて窯煎(かまい)りする金平糖(こんぺいとう)、手作業で切り分けられ
る羊羹(ようかん)、焼きたてのカステラや、丸ぼうろなどの甘い香りを胸いっぱいに吸い
込みながら店頭でお菓子を選ぶことができるのは、この土地ならではです。

日本遺産

19

蕎麦
おしぼりうど

ん
おやき

すんき漬

姨捨
おばすて の

棚田

⾧野県
千曲市

〇 〇 〇

お
し
ぼ
り
う
ど
ん

村
岡
総
本
舗
羊
羹
資
料
館

カ
ス
テ
ラ

も
ち
食
文
化

笹
巻

皿
鉢
料
理

高
知
城

ま
め
ぶ

海
女
漁

鶴
岡
雛
菓
子

姨
捨
山
の
棚
田
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
る・

見学

事業者
名

学ぶ
事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
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No.
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事例名称
（その
他）

地域 わ
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文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

国指定有形文化財
国宝

〇
栃木県
観光物
産協会

〇
栃木県
観光物
産協会

〇
栃木県
観光物
産協会

〇

株式会
社大田
原ツーリ

ズム

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公社）栃木県観光物産協会

飯塚邸
日光東照宮

日光社寺文化財保存会

世界文化遺産
国重要文化的景観
国宝
国登録有形文化財

〇

京都市
観光協
会ほか
観光
DMO

〇

京の食
文化

ミュージア
ム食あじ
わい館

〇
京都市
観光協

会
〇

京都市
観光協

会
〇

株式会
社 平八

茶屋

（一財）関西観光本部
（一社）京都山城地域振興社
（一社）京都府北部地域連携都市圏
振興社
（一社）森の京都地域振興社
（公社）京都市観光協会
（一社）南丹市美山観光まちづくり協
会

古都京都の文化財（京都
市、宇治市、大津市）
「奥ノ山」茶園
宇治上神社
十四春旅館

京都古文化保存協会

登録有形文化財
登録有形文化財
登録有形文化財

〇

カク
キュー八
丁味噌
（八丁
味噌の
郷）

〇

カク
キュー八
丁味噌
（八丁
味噌の
郷）

〇
株式会
社　石
井味噌

（一社）中央日本総合観光機構
（一社）岐阜県観光連盟
（一社）関東観光広域連携事業推進協議
（特非）ORGAN
（特非）大垣観光協会
（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会
（一社）多治見市観光協会
（一社）郡上市観光連盟
（一社）下呂温泉観光協会
（一社）愛知県観光協会
（一社）奥三河観光協議会
（一社）西尾市観光協会
（一社）⾧野県観光機構

八丁味噌本社事務所
日下部味噌醤油醸造煉瓦
館
飯田家住宅味噌蔵

世界文化遺産 〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

〇

沖縄県
文化観
光スポー
ツ部文
化振興

課

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

（一財）沖縄観光コンベンションビュー
ロー
（一社）八重山ビジターズビューロー

琉球王国のグスク及び関連
遺産群

沖縄県教育庁文化財課

国選択(無形文化財)
国記録(無形民俗文化財)
国選択(無形文化財)
世界文化遺産
国指定史跡名勝天然記念
物

〇

兵庫県
酒造組
合連合

会

〇
丹波杜
氏酒造
記念館

〇
ひょうご
観光本

部
〇

丹波篠
山観光
協会

〇

兵庫県
酒造組
合連合

会

（一財）関西観光本部
（公社）ひょうご観光本部
（一財）神戸観光局
※伊丹市観光物産協会

兵庫県の酒造習俗
灘の酒樽製作技術
兵庫県の酒造習俗
姫路城
竹田城跡

兵庫県教育委員会文化財課

市有形民俗文化財 〇

京都市
観光協
会ほか
観光
DMO

〇

京の食
文化

ミュージア
ム食あじ
わい館

〇
京都市
観光協

会
〇

京都市
観光協

会
〇

株式会
社 平八

茶屋

（一財）関西観光本部
（一社）京都山城地域振興社
（一社）京都府北部地域連携都市圏
振興社
（一社）森の京都地域振興社
（公社）京都市観光協会
（一社）南丹市美山観光まちづくり協
会

月桂冠大倉記念館

江戸では、関西・上方から送られた諸産物を「下り物」として好みました。なかでも酒は、「下
り酒」として歓迎されました。とりわけ伊丹の酒は、麹と掛米両方に精白米を惜しみなく使った
ことから「伊丹諸白」と呼ばれて珍重され、江戸で人気を博しました。
菊正宗酒造記念館が所蔵する酒造用具は、近世から近代にかけて灘が生み出したそのシ
ステムを知る上での貴重な資料として、569点が国の重要有形民俗文化財に指定されてい
る。竹田城跡では、秋の良く晴れた朝に濃い霧がしばしば発生することがあり、まるで雲海に
浮かぶように見えることから「天空の城」と呼ばれる有名な観光スポットになっている。

国税庁
（日本

酒）/日本
遺産

30
伏見の日
本酒（丹
後杜氏）

京都府 〇 〇 〇

明治末期の酒蔵を改装した館内で、伏見の酒造りと月桂冠の歴史が学べる。京都
市有形民俗文化財に指定されている酒造用具の展示や酒樽の菰巻き実演（平日
限定1日1回）など見どころ多彩。

国税庁
（日本
酒）

29

灘の日本
酒(丹波杜
氏、但馬
杜氏)

兵庫県 〇 〇 〇

味噌及び発酵調味料は、和食において歴史的・技術的に重要度が高く、地理的な
特色も多様。日本の伝統的飲食文化の価値形成に寄与する。

食文化ス
トーリー

28 フーヌイユ 沖縄県 〇 〇 〇

 沖縄県国頭村では、伝統的なフーヌイユ（シイラ）漁と加工技術が受け継がれてい
る。フーヌイユは儀礼食・行事食として固有の食文化を形作っている。

食文化ス
トーリー

27
味噌及び
発酵調味

料

愛知
岐阜
⾧野

〇 〇 〇

けんちん汁はかつて精進料理として食された歴史がある、豊富な野菜やきのこを使用
した郷土料理。「しもつかれ」は、初午の日に作り、稲荷神社に備える行事食であり、
栃木県のほぼ全域で古くから食される代表的な郷土食。

食文化ス
トーリー

/SAVOR
JAPAN

26 本膳料理 京都府 〇 〇 〇 〇

本膳料理、茶の湯に源を有する伝統的な料理。創意工夫により季節感を表現する
調理技術にとどまらず、器・しつらいや接遇も含めたおもてなし文化。
宇治橋、「奥ノ山」茶園、宇治上神社や十四春旅館などの文化財があるほか、プロ
スポーツ選手や学生が必勝祈願に訪れる球技上達にご利益のある白峯神宮などの
観光スポットがある。

食文化ス
トーリー

※「4」「26」「64」は同
一地域として包括して
ヒアリング検討。

和食のルーツでもあり、
京都はインバウンド先
進都市でもあることから
ピックアップ。京料理、
伏見の酒、手揉み製
茶等、豊かな食文化を
有する。

25
けんちん汁
しもつかれ

栃木県 〇 〇 〇

け
ん
ち
ん
汁

し
も
つ
か
れ

本
膳
料
理

「

奥
ノ
山
」

茶
園

八丁味噌本社

事務所

日下部味噌醤油

醸造煉瓦館

飯田家住宅味噌蔵

フ
ー

ヌ
イ
ユ

灘
の
日
本
酒

月
桂
冠
大
倉
記
念
館

酒
樽
製
作
技
術

伏
見
の
日
本
酒
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イメージ

登録有形文化財 〇

新潟県
酒造組
合/新潟
県酒造
協同組

合

〇
吉乃川
株式会

社
〇 〇

新潟県
観光協

会
〇

新潟県
酒造組
合/新潟
県酒造
協同組

合

（一社）東北観光推進機構
（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公社）新潟県観光協会

吉乃川酒造常倉 新潟県教育庁文化行政課

登録有形文化財
世界文化遺産
国登録有形文化財
国登録有形文化財

〇
酒まつり
実行委
員会

〇
賀茂鶴
酒造株
式会社

〇
酒まつり
実行委
員会

〇
賀茂鶴
酒造株
式会社

（一社）せとうち観光推進機構
※公益社団法人東広島市観光協会

賀茂鶴酒造本社事務所
厳島神社
原爆ドーム
みはらし亭
西山本館(旅館)

広島県教育委員会事務局管理部文化
財課

重要伝統的建造物群保存
地区
国指定史跡
県指定重要文化財
国重要文化財

〇
大内宿
観光協

会
〇

会津酒
造博物

館
〇

有賀醸
造合資
会社

〇
ふくしまの

酒
〇

福島県
酒造協
同組合

（一社）東北観光推進機構
（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公財）福島県観光物産交流協会
（一社）いわき観光まちづくりビューロー
（一社）にほんまつＤＭＯ
（一社）郡山市観光協会
（一社）福島市観光コンベンション協会

下郷町大内宿
慧日寺跡
開成館
 旧正宗寺三匝堂

大内宿保存整備財団

登録有形文化財 〇
 岩手県
観光協

会
〇

世嬉の
一酒造
株式会

社

〇
花巻観
光協会

〇

世嬉の
一酒造
株式会

社

（一社）東北観光推進機構

世嬉の一酒造場旧店舗事
務所

岩手県教育委員会事務局生涯学習文
化財課

登録有形文化財 〇
石川県
観光連

盟
〇

株式会
社奥能
登塩田

村

〇

奥能登
国際芸
術祭実
行委員

会

〇

のと里山
空港利
用促進
協議会

（一社）中央日本総合観光機構
（公社）石川県観光連盟
（一社）白山市観光連盟

春成酒造店主屋 

〇
本坊酒
造株式
会社

〇
九州焼
酎島

（一社）九州観光推進機構

米の旨みが口の中で膨らみ、さっぱりとキレのいい喉越しが特徴。石川県の日本酒造
りの特徴は、寒冷な気候が育てた上質な原料。米で言えば酒造好適米"五百万石"
の産地であり、水で言えば日本三名山の一つである"霊峰白山"系の水源を有してい
ます。

国税庁
（日本
酒）

本格焼酎

35

36 九州全域 〇 〇 〇

本格焼酎はいろいろな産地の豊かな自然の中で生まれた農作物を原料として生まれ
ます。(麦焼酎/そば焼酎/米焼酎/芋焼酎/黒糖焼酎)
霧島酒造独自の贅沢な特別蒸留でつくりあげた本格芋焼酎ボトルは、重要無形文
化財「白磁(はくじ)」保持者(人間国宝)の井上萬二氏が監修。

国税庁
（日本
酒）

能登の日
本酒（能
登杜）

石川県 〇 〇 〇

「会津地方」の日本酒は、米のうま味が生かされたフルーティーでふくよかな味わいが特徴で
す。また、主要都市が集中する「中通り地方」には、キレのある味わいのモノから複雑で重厚
な味わいのモノまで、個性的な日本酒が揃っている。太平洋に面した「浜通り地方」には、魚
介に合う淡麗な味わいの日本酒が豊富。
重要伝統的建造物群保存地区の下郷町大内宿、慧日寺跡、開成館ほか、独特な２重
螺旋のスロープに沿って西国三十三観音像が安置され、一方通行の構造によって、多くの
参拝者がすれ違うこと無く安全にお参りできるという世界にも珍しい建築様式を採用したこと
で、建築史上その特異な存在が認められ、国重要文化財に指定された旧正宗寺三匝堂な
どの観光資源がある。

国税庁
（日本
酒）

34
岩手の日
本酒（南
部杜氏）

岩手県 〇 〇 〇

岩手県の日本酒は、ミネラル分豊富な美味しい水と、その水が育む米、そして日本三
大杜氏の一つに数えられる酒造り集団"南部杜氏"の技によって造られているのが特
徴です。

国税庁
（日本
酒）

33
福島の日

本酒
福島県 〇 〇 〇

新潟の日本酒は「淡麗辛口」の味わいが特徴です。
敷地内にある国登録有形文化財の倉庫「常倉(じょうぐら)」を改装し、新たな観光
施設「酒ミュージアム『醸蔵(じょうぐら)』」として10月5日にオープン。吉乃川の定番の
お酒や醸蔵だけで飲めるお酒も味わえる「SAKEバー」などがある

国税庁
（日本
酒）

32
広島の日
本酒（広
島杜氏）

広島県 〇 〇 〇

広島県の日本酒は、豊かな香りとふくよかな味わいが特徴。酒都・西条（東広島
市）を代表する蔵元として知られる賀茂鶴。賀茂鶴で最初にできた蔵である一号蔵
を2019年から見学所と直売所としてリニューアルしています。一号蔵は登録有形文
化財（建造物）に指定された明治時代初期の建造物。
世界文化遺産の厳島神社、原爆ドーム、300段の石段を登った崖の上に建つ有形
文化財の「みはらし亭」、日本遺産に登録されている「椋浦の法楽踊り」は、村上海
賊の文化が現代に伝わっているもので県指定無形民俗文化財に指定されている。

国税庁
（日本
酒）

日本三大酒どころの一
つであり、牡蠣養殖も
盛ん。世界遺産の厳
島神社や日本遺産の
「椋浦の法楽踊り」など
文化資源を有すること
から選定。

31
新潟の日
本酒（越
後杜氏）

新潟県 〇 〇 〇

吉
乃
川
酒
造
常
倉

新
潟
の
日
本
酒

賀茂鶴酒造本社事務所

厳島神社

福
島
の
日
本
酒

旧
正
宗
寺
三
匝
堂

岩
手
の
日
本
酒

世
嬉
の
一
酒
造
場

旧
店
舗
事
務
所

能
登
の
日
本
酒

春
成
酒
造
店
主
屋

本
格
焼
酎
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
る・

見学

事業者
名

学ぶ
事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

世界文化遺産 〇

イオン
モール沖
縄ライカ

ム

〇
泡盛まさ
ひろギャ
ラリー

〇
忠孝酒
造株式
会社

〇
沖縄県
酒造組

合
〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

（一財）沖縄観光コンベンションビュー
ロー
（一社）八重山ビジターズビューロー

琉球王国のグスク及び関連
遺産群

沖縄県教育庁文化財課

〇
いけだワ
イン城

〇
いけだワ
イン城

〇
道の駅
十勝川
温泉

〇
共働学
舎新得
農場

（公社）北海道観光振興機構
（株）デスティネーション十勝

重要伝統的建造物群保存
地区
国指定史跡
県指定重要文化財
国重要文化財

〇
名倉山
酒造株
式会社

〇

会津若
松観光
ビュー
ロー

〇

会津若
松観光
ビュー
ロー

〇

会津若
松酒造
協同組

合

〇

会津若
松観光
ビュー
ロー

（一社）東北観光推進機構
（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公財）福島県観光物産交流協会
（一財）会津若松観光ビューロー

下郷町大内宿
慧日寺跡
開成館
 旧正宗寺三匝堂

大内宿保存整備財団

重要無形文化財
県無形文化財

〇
石川県
観光連

盟
〇

株式会
社奥能
登塩田

村

〇

奥能登
国際芸
術祭実
行委員

会

〇

のと里山
空港利
用促進
協議会

（一社）中央日本総合観光機構
（公社）石川県観光連盟
(一社）こまつ観光物産ネットワーク

輪島塗
山中漆器

輪島塗技術保存会

〇

湯楽里
館ワイン
＆ビア

ミュージア
ム

〇
蕎麦打
ち道場
明日香

〇
こもろ観
光局

〇
小諸市
観光協

会

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（一社）中央日本総合観光機構
（一社）⾧野県観光機構
（一社）こもろ観光局

〇
白馬村
観光局

〇 〇
白馬商
工会

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（一社）中央日本総合観光機構
（一社）⾧野県観光機構
（一社）HAKUBAVALLEY
TOURISM
（一社）白馬村観光局

〇

信州小諸は、四季折々の景色を見せ、食と農村文化も季節に寄り添って成り立って
いる。

SAVOR
JAPAN

この地で古来より「塩の道」によって、山の幸と日本海の海の幸が出会い、先人の知
恵を伝承して育んだ「そば料理」等の郷土食や、地産の食材をトッピングした「白馬ガ
レット」を発信し、提供する。

SAVOR
JAPAN

42

えごの味噌
たれかけと
ひば汁

食用ほおづ
き

白馬クレー
ピエ

⾧野県
白馬村

41
小諸のそば

味噌
ワイン

⾧野県
小諸市

〇 〇

会津の風土に育まれた農産物と、会津藩の武家文化、江戸時代の生活様式から
生まれた伝統・郷土料理。

SAVOR
JAPAN

40
懐石料理
報恩講料

理

石川県
小松市

〇 〇

加賀百万石の茶文化や懐石料理が町衆文化として伝承されている。戦国時代に
「百姓のもちたる国」として農民が統治したことによる報恩講料理。

SAVOR
JAPAN

39
会津清酒
伝統ごっ

つぉ

福島県
会津若松市

〇 〇

琉球王国時代、泡盛は冊封使や饗応や江戸幕府の献上品として、外交には欠か
せない貴重な品でした。また、酒として味わうほか、ラフテーなどの独特の風味を出す
調味料としても使われています。泡盛は⾧く寝かせ熟成されることで酒の質が向上し、
より味わい深いお酒になります。

国税庁
（日本

酒）/日本
遺産

※「37」「66」は同一
地域として包括してヒア
リング検討。

「琉球料理」「琉球泡
盛」等、地域固有の食
文化を有し、インバウン
ド観光地として魅力的
なため選択。

38

十勝ラク
レットモール
ウォッシュ
十勝パン

十勝スイー
ツ

十勝ワイン

北海道
十勝地域

〇 〇

十勝が育んだ「十勝ラクレットモールウォッシュ」「十勝パン」「十勝スイーツ」「十勝ワイ
ン」をメインに、広大な大地に生きる十勝の魅力の三冠「景観・体感・食歓」が堪能で
きる。

SAVOR
JAPAN

37 琉球泡盛 沖縄県 〇 〇 〇

琉
球
泡
盛

琉
球
王
国
の
グ
ス
ク

⼗
勝
ラ
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
シ
ュ

十
勝
ワ
イ
ン

会
津
清
酒

伝
統
ご
っ
つ
ぉ

懐
石
料
理

報
恩
講
料
理

小
諸
の
そ
ば

ワ
イ
ン

えごの味噌たれかけとひば汁

白馬クレーピエ
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
る・

見学

事業者
名

学ぶ
事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

〇

そば打ち
体験工
房 はち

のこ

〇 〇

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（一社）中央日本総合観光機構
（一社）⾧野県観光機構
※ 山ノ内町観光連盟

〇

鳥取二
十世紀
梨記念
館なしっ

こ館

〇

鳥取市
観光コン
ベンション

協会

〇
食のみや
こ鳥取

〇

鳥取県
牛肉販
売協議

会

（一財）関西観光本部
（一社）山陰インバウンド機構
（一社）麒麟のまち観光局
（一社）鳥取中部観光推進機構
（一社）中海・宍道湖・大山圏域観光
局
※公益社団法人 鳥取県観光連盟
（公社）ひょうご観光本部

〇
尾道観
光協会

〇
尾道観
光協会

〇
尾道観
光協会

〇
尾道観
光協会

〇
尾道観
光協会

（一社）せとうち観光推進機構
（一社）しまなみジャパン

登録有形文化財 〇
 石丸製
麺株式
会社

〇
香川県
観光協

会
〇

香川観
光協会

〇
香川観
光協会

（一社）四国ツーリズム創造機構
（公社）香川県観光協会
※一般社団法人さぬき市観光協会
※公益財団法人かがわ産業支援財団

山田家（旧清酒源氏正宗
醸造元）主屋ほか6件(高
松市)

〇

八幡浜
市観光
物産協
会/八幡
浜市ふる
さと観光
公社

〇

八幡浜
市観光
物産協
会/八幡
浜市ふる
さと観光
公社

〇

八幡浜
市観光
物産協
会/八幡
浜市ふる
さと観光
公社

（一社）四国ツーリズム創造機構
（一社）愛媛県観光物産協会
（一社）八幡浜市ふるさと観光公社

国指定無形民俗文化財
世界文化遺産
世界文化遺産
世界文化遺産/国宝

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

新上五
島町観
光物産
協会

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

⾧崎県
観光連

盟

（一社）九州観光推進機構
（株）島原観光ビューロー

五島神楽
⾧崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産
明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産
業
大浦天主堂

⾧崎市文化観光部文化財課

〇 〇

良質な小麦をはじめとして、イリコ、塩、醤油など、地域の資源が融合して「さぬきうど
ん」が発展し、地域全体にうどん店が展開。伝統的なうどんからターゲット国の嗜好に
合わせたうどんまで、多様な食を堪能できる。

「雲仙火山」をテーマに、湧水を生かした「そうめん」や「かんざらし」、火山に強い植物
であるハゼから作る和蝋燭など工芸や自然景観、火山の恵みである温泉を楽しめる
宿など火山と人の共生を周遊を通して体感できる。半島内共通の無料Wi-Fi 整
備、電話番号登録による電話での翻訳対応事業、地元公共交通機関と連携した
フリーパス販売など、多方面で周遊のサポートを強化。

SAVOR
JAPAN

48

温泉蒸し
料理

島原手延
べそうめん
かんざらし

⾧崎県
島原半島

〇

SAVOR
JAPAN

47
さつま汁

八幡浜ちゃ
んぽん

愛媛県
八幡浜市

〇 〇

海・山・川の自然に恵まれた八幡浜市は、日本屈指の温州みかんの産地であり、四
国有数の水揚げを誇る魚市場を有する“みかんと魚のまち” として栄えてきた。具体
的には、ターゲット層を欧米豪に設定し、各種の農林漁業等の体験プログラムをガイ
ド付きで実施する。宿泊先は、愛媛県が推進する「愛媛型農林漁家民宿」（簡易
宿所）を新規に開拓・整備し、体験から宿泊、食事に至るまで八幡浜らしさを存分
に満喫できるプランを提供することで、まさに“暮らすように旅する”を具現化する。

SAVOR
JAPAN

46

オリーブ牛
肉うどん

しっぽくうど
ん

香川県
さぬき地域

〇 〇

日本海から吹く「風」が創り出した「鳥取砂丘」をはじめ、厳しい環境だからこそ豊かな
自然と山海の幸に恵まれた地域。食材自体のクオリティは抜群であり「そこにある食
材」の魅力を体験コンテンツとあわせて発信。鳥取県東部・兵庫県北西部の広域で
「農泊」のけん引役としてDMOが推進。観光だけではなく「日本遺産」「文化財」など
エリア全体のマネジメントとマーケティング・商品造成から販売まで一元的に実施。

SAVOR
JAPAN

45
高品質な

柑橘
いちじく酢

広島県
尾道市

〇

商港都として栄えてきた歴史の中で育まれた、日本遺産「北前船」ゆかりの造酢をは
じめ、「村上海賊」ゆかりの柑橘や魚食文化等、豊かな食や食文化を今に伝えていま
す。LOGでは、日本遺産「箱庭的都市」を臨む景観の中で、素材の良さを引き出す
料理を味わい、手のぬくもりを感じる空間で、このまちに暮らすように滞在することがで
きます。歴史的景観のまち歩きや、柑橘と潮風薫るナショナルサイクルルート「しまなみ
海道」のサイクリングなど、インバウンドにも対応したアクティビティが楽しめます。

SAVOR
JAPAN

44

牛すすぎ
鍋

鳥取砂丘
らっきょう甘

酸漬け
とうふちくわ
こおげ花御

所柿
二十世紀

梨

鳥取県因
幡・兵庫県
但馬地域

43

白鳳須賀
川そば
りんごで

育った信州
牛

⾧野県
山ノ内町

〇

自然の恵みを最大限に生かして育まれたリンゴやブドウ等の「果物」のほか、オヤマボク
チ（山ごぼう）の葉の繊維をつなぎに使った伝統食の「須賀川そば」、りんごを加えた
飼料で育てられた「信州牛」など、この地自慢の農畜産物が味わえる。

SAVOR
JAPAN

白
鳳
須
賀
川
そ
ば

り
ん
ご
で
育
っ
た
信
州
牛

牛
す
す
ぎ
鍋

鳥
取
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う

甘
酸
漬
け

高
品
質
な
柑
橘

し
っ
ぽ
く
う
ど
ん

い
ち
じ
く
酢

オ
リ
ー
ブ
牛
肉
う
ど
ん

さ
つ
ま
汁

八
幡
浜
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

温
泉
蒸
し
料
理

島
原
手
延
べ
そ
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め
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版
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見
る・
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事業者
名

学ぶ
事業者

名
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作る
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名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
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概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

〇
国東市
観光協

会
〇

豊の国
千年ロマ
ン観光

圜

〇

ザ・ジャ
パントラ
ベルカン
パニー株
式会社

〇
国東市
観光協

会

（一社）九州観光推進機構
(公社）ツーリズムおおいた
※一般社団法人国東市観光協会

登録有形文化財
国宝

〇 松本市 〇 松本市 〇 松本市 〇
割烹

松本館

（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（一社）中央日本総合観光機構
（一社）⾧野県観光機構
（一社）松本市アルプス山岳郷

「鳳凰の間」
松本城

登録有形文化財 〇
中津耶
馬渓観
光協会

〇
中津耶
馬渓観
光協会

〇 中津市 〇
日本料
理　筑
紫亭

（一社）九州観光推進機構
(公社）ツーリズムおおいた
(一社）豊の国千年ロマン観光圏

日本料理　筑紫亭

登録有形文化財 〇

北九州
観光コン
ベンション

協会

〇

北九州
観光コン
ベンション

協会

〇

北九州
観光コン
ベンション

協会

〇
料亭
金鍋

（一社）九州観光推進機構
※（公財）北九州観光コンベンション協
会

金鍋本館表門

有形文化財
国登録有形文化財
国登録有形文化財
国指定重要文化財

〇

米沢市
観光課
内米沢
市観光
キャン

ペーン推
進協議

会

〇
東北観
光推進
機構

〇

米沢観
光物産
協会内
米沢四
季のまつ
り委員会

〇

米沢観
光コンベ
ンション

協会オー
ル米沢
食文化
推進協
議会

（一社）東北観光推進機構
（公社）山形県観光物産協会
※一般社団法人 米沢観光コンベンショ
ン協会

山懐料理　吉亭
ホテル音羽屋本館
上杉神社稽照殿
旧米沢高等工業学校本館

米沢市教育委員会教育管理部文化課

登録有形文化財 〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

新上五
島町観
光物産
協会

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

料亭
春海

（一社）九州観光推進機構
(一社）⾧崎国際観光コンベンション協
会

料亭　春海

〇 〇

〇 〇

⾧崎の食文化を代表する「卓袱料理」が高い評判の名店。建物は2015年に登録
有形文化財に指定された。日本酒プロデューサー、故・関矢健二さんによる同店オリ
ジナル冷酒「花づつみ」と手作りの卓袱料理を味わいながら、異国情緒あふれる⾧崎
の風情を心ゆくまで堪能したい。

百年料亭54

⾧崎卓袱
料理

オリジナル
冷酒「花づ

つみ」

料亭
春海

⾧崎県
⾧崎市

〇 〇

〇 〇

佐賀県伊万里市の「伊万里牛」サーロインを八丁味噌で炊き上げる。レベルを上げな
がら120年以上にわたり”文明開化の味”を今に受け継いでいる。建物は一度焼失し
たがすぐ再建され、黒漆喰の重厚な外観の本館と丸太を使ったしゃれた表門は国の
登録有形文化財となった。名物の牛鍋だけでなく、玄界灘の荒波にもまれた魚を使っ
た懐石料理やふぐ料理も捨てがたい。

百年料亭

53

山懐料理
（さんかい
りょうり）
米沢牛
すき焼き

山懐料理
吉亭

山形県
米沢市

〇

国の有形文化財に登録されている建物は和洋折衷の文化が栄えた「大正ロマン」の
空気を感じさせる。提供する日本料理は日本三大和牛に数えられる米沢牛と”山の
ふところ”米沢盆地の食材を使い懐石料理に準じた郷土料理「山懐料理」。名物の
すき焼きは厳選した最高級黒毛和牛の特選米沢牛霜降りロースを使用する。
伊達氏や上杉氏などが治めた城下町としての町なみが残る米沢市には、野生のホタ
ルの鑑賞スポット、戦国の勇将の上杉謙信公を祀る登録有形文化財の上杉神社、
ルネサンス様式建造物の旧米沢工業学校本館などの文化財がある。

百年料亭

訪日観光客に好まれ
る「和牛」「すき焼き」に
加え、「蔵王樹氷」、
「上杉神社」、「山寺」
等、周辺観光資源も
豊富であることから選
定。

52
料亭
金鍋

福岡県
北九州市

〇 〇

2階に99畳の大広間「鳳凰の間」があり、中庭にせり出すように朱色の中華風の八角
堂手洗棟が国の登録有形文化財に認定されている。格調高い部屋で提供される料
理はこだわりづくしの四季の素材を使ったメニュー。日本料理一筋に老舗の味、郷土
の味を守り抜く板⾧自身の逸品をそろえる。「こいこく」は創業以来の名物料理。

百年料亭

51
日本料理
筑紫亭

大分県
中津市

〇 〇 〇

地元を愛し、自然を敬い、そこからもたらされる恵みに感謝。徹底的に地域と素材に
こだわり、料理に妥協なし。主屋と離れと塀は、国の有形文化財に登録されている。
福沢諭吉や前野良沢ら要人たちが立ち寄り料理を囲んだという。名物はハモ料理。
耶馬渓の森のもたらす豊富なミネラルと静穏な豊前海、中津湾が育てた最高質の真
ハモを使うしゃぶしゃぶは筑紫亭オリジナル。
日本遺産＃54

百年料亭

50
割烹

松本館
⾧野県
松本市

〇 〇

49

だんご汁
原木しいた

け
牡蠣

おもてなし
料理

大分県
国東半島

地域
〇 〇 〇

神仏習合の発祥と言われる「宇佐神宮」を起源として栄えた六郷満山文化、世界
農業遺産に認定された循環型農業、日本を代表する別府温泉など、歴史・自然・
文化が色濃く残る、国東半島地域。地域の祭りや農村景観、「だんご汁」などの郷土
料理と農村民泊、別府温泉等をかけ合わせた滞在交流型観光を推進。

SAVOR
JAPAN

だ
ん
ご
汁

お
も
て
な
し
料
理

割
烹
松
本
館
「

鳳
凰
の
間
」

日
本
料
理

筑
紫
亭

料
亭

金
鍋

原
木
し
い
た
け

日
本
料
理

筑
紫
亭

⾧崎卓袱料理オリジナル冷酒「花づつみ」

料亭 春海
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
る・

見学

事業者
名

学ぶ
事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

国有形文化財 〇

新潟観
光コンベ
ンション
協会

〇

新潟観
光コンベ
ンション
協会

〇

新潟観
光コンベ
ンション
協会

〇
日本料
理　行
形亭

（一社）東北観光推進機構
（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公社）新潟県観光協会

日本料理　行形亭

重要文化財
国登録有形文化財

〇

上越観
光コンベ
ンション
協会

〇

上越観
光コンベ
ンション
協会

〇

上越観
光コンベ
ンション
協会

〇

越後・謙
信SAKE
まつり実
行委員

会

〇
料亭
宇喜世

（一社）東北観光推進機構
（一社）関東観光広域連携事業推進
協議会
（公社）新潟県観光協会

高田城北門

県指定無形民俗文化財 〇
西米良

村
〇

西米良
村観光
協会

〇
西米良

村
〇

おがわ作
小屋村

（一社）九州観光推進機構
（公財）宮崎県観光協会
※西米良村観光協会

西米良神楽
小川神楽

村所神楽保存会/小川神楽保存会/越
野尾神楽保存会

重要無形文化財
県無形文化財

〇
石川県
観光連

盟
〇

株式会
社奥能
登塩田

村

〇

奥能登
国際芸
術祭実
行委員

会

〇

のと里山
空港利
用促進
協議会

（一社）中央日本総合観光機構
（公社）石川県観光連盟

輪島塗
山中漆器

輪島塗技術保存会

世界文化遺産
ユネスコの無形文化遺産
国指定重要文化財

〇
北海道
観光振
興機構

〇
アイヌ民
族文化
財団

〇
 阿寒湖
アイヌコタ

ン
〇

阿寒湖
アイヌコタ

ン
〇

ウポポイ
（民族
共生象
徴空間

（公社）北海道観光振興機構
※公益財団法人 アイヌ民族文化財団

北海道・北東北の縄文遺跡
群
アイヌ古式舞踊
カラフトナヨロ惣乙名文書

 アイヌ民族文化財団

国宝（建造物）
国指定文化財
国指定無形民俗文化財
国指定重要文化財

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

〇

DEGAM
鶴岡ツー
リズム
ビュー
ロー

（一社）東北観光推進機構
（公社）山形県観光物産協会
（一社）DEGAM鶴岡ツーリズムビュー
ロー

羽黒山五重塔
羽黒山正善院黄金堂
松例祭の大松明行事
鶴岡カトリック教会天主堂

山形県文化振興・文化財活用課

〇 〇 〇

出羽三山の修験道によってはぐくまれた料理。修験道とは、人と自然と関わりを深く見
つめる修行者たちの信仰のこと。羽黒修験道は、月山算霊の高度な食文化をベース
に、寺院で発達した精進料理を山伏の自給自足の食生活に融合させ、今日の感覚
をもとりいれて、固有の食文化を誕生させました。羽黒修験道において食すことは、心
身を養うだけでなく、自然に宿る神仏や精霊とともにある「おこない」を意味していま
す。
生まれ変わりの旅と呼ばれる出羽三山神社「石段詣」の体験プログラムを通して神秘
的な空間を感じることができ、出羽三山精進料理プロジェクトのメンバー施設では精
進料理を楽しめるほか、周辺では重要文化財の鶴岡カトリック教会天主堂などの観
光資源がある。

その他60
山伏文化
精進料理

山形県
鶴岡市

〇

石川県の食に欠かせない食器は主として「焼きもの」と「木器」が使用され、特に主とし
て「焼きもの」は日常生活に、「木器」は仏事や慶事に使用されてきました。石川の代
表的な郷土料理の一つである治部煮（じぶに）には専用の盛り付けるための器(治
部椀）が作られていることに象徴されるように、石川県における食文化は器とは切り
離せない関係にあります。

BOOK
(日本食文

化ナビ)

※「59」「63」は同一
地域として包括してヒア
リング検討。

左記の通り、文化資
源・観光資源豊富のた
め、実証の候補地域と
しても、引き続き推薦。
発酵食品「へしこ」、上
げ浜式製塩、能登の
酒、輪島塗など豊かな
食文化を有する。

59

アイヌ伝統
儀礼「シン
ヌラッパ(先
祖供養)」

料理

北海道 〇 〇 〇

シンヌラッパは(先祖供養)のお供え物は「あの世の先祖の食べ物」で供物が多い程先
祖は喜ぶといわれています。人々は神々に備えると同じように、先祖にも惜しみなく供
え物を捧げて食べ物を分かち合います。
 阿寒湖アイヌコタンでは、歌（ウポポ）と輪踊（リムセ）で構成されるアイヌの古式
舞踊をアイヌコタンに併設されている「アイヌシアター『イコロ』」で見学が可能。

その他

地域バランスから北海
道も選出。北海道とい
うと、函館、札幌、小
樽、やスキーで人気の
地域がインバウンドのメ
インの訪問先となるが、
アイヌの歴史を軸とした
新たな観光素材の可
能性として選出。

58
治部煮(じ

ぶに)
輪島塗

山中漆器
石川県 〇 〇

建物の敷地は、国の重要有形文化財の浄興寺に続く高田城から大門通りと仲町通
りが交わる角地にある。仲町通りに面した東門と大門通り沿いの北門は共に国登録
有形文化財。

百年料亭

57
おがわ四季

御膳
宮崎県

西米良村
〇 〇

西米良特有の「小作屋」と言う伝統的な生活の仕組みを生かしながら、平成の桃源
郷を理想の姿とし、御食事処での「おがわ四季御膳」等の地元食材による郷土料理
の提供、特産加工品の製造、販売、花見山づくり(集落の景観づくり）、宿泊・研修
施設の運営、山菜まつり等により、集落の人々が中心となって住民主導で地域づくり
を展開しています。

BOOK
(日本食文

化ナビ)

56
料亭

宇喜世
新潟県
上越市

〇 〇

55
日本料理
行形亭

新潟県
新潟市

〇 〇 〇

門を含む10カ所が国有形文化財に登録されている。料理は地元食材を中心に旬の
味覚を伝統の技で仕上げる純日本料理。

百年料亭

日
本
料
理

行
形
亭

料
亭

宇
喜
世

お
が
わ
四
季
御
膳

西
米
良
神
楽

ア
イ
ヌ
伝
統
儀
礼
「

シ
ン
ヌ
ラ
ッ
パ

(

先
祖
供
養)

」

料
理

治
部
煮(

じ
ぶ
に)

輪
島
塗

出
羽
三
山
神
社

「

石
段
詣
」

精
進
料
理

10 / 13 ページ



(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
る・

見学

事業者
名

学ぶ
事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要
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（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

国登録有形文化財
国登録有形文化財

〇
静岡県
文化財

課
〇

するが企
画観光

局
〇

静岡県
観光協

会
〇

駿河湾
観光連

盟
〇

静岡県
観光協

会

（一社）中央日本総合観光機構
（公社）静岡県観光協会
（公財）するが企画観光局
（公財）浜松・浜名湖ツーリズムビュー
ロー
（一社）美しい伊豆創造センター

新井旅館
眠雲閣落合樓

静岡県文化財保存協会

ユネスコ無形文化遺産
重要無形文化財
ユネスコ無形文化遺産

〇
石川県
観光連

盟
〇

株式会
社奥能
登塩田

村

〇

奥能登
国際芸
術祭実
行委員

会

〇

のと里山
空港利
用促進
協議会

（一社）中央日本総合観光機構
（公社）石川県観光連盟

あえのこと
輪島塗
能登のあまめはぎ

奥能登のあえのこと保存会

世界文化遺産 〇

京都市
観光協
会ほか
観光
DMO

〇

京の食
文化

ミュージア
ム食あじ
わい館

〇
京都市
観光協

会
〇

京都市
観光協

会
〇

京都市
観光協

会

（一財）関西観光本部
（一社）京都山城地域振興社
（一社）京都府北部地域連携都市圏
振興社
（一社）森の京都地域振興社
（公社）京都市観光協会
（一社）南丹市美山観光まちづくり協
会

古都京都の文化財（京都
市、宇治市、大津市）

京都古文化保存協会

重要無形民俗文化財
国名勝天然記念物
国指定重要文化財

〇
高千穂
町観光
協会

〇
高千穂
町観光
協会

〇
高千穂
町観光
協会

〇
高千穂
町観光
協会

（一社）九州観光推進機構
（公財）阿蘇地域振興デザインセンター
（公財）宮崎県観光協会

高千穂の夜神楽
高千穂峡
旅館鶴富屋敷

高千穂地区神楽保存会，岩戸地区神
楽保存会，田原地区神楽保存会，上
野地区神楽保存会

国指定重要文化財(芸能）
国指定重要無形文化財/ユ
ネスコ無形文化遺産
世界文化遺産

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

〇

沖縄県
文化観
光スポー
ツ部文
化振興

課

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

〇

沖縄観
光コンベ
ンション
ビュー
ロー

（一財）沖縄観光コンベンションビュー
ロー
（一社）八重山ビジターズビューロー

琉球舞踊
組踊
琉球王国のグスク及び関連
遺産群

沖縄県教育庁文化財課

登録有形文化財 〇 〇 〇 〇 〇
（一社）四国ツーリズム創造機構
（公社）香川県観光協会
※公益財団法人かがわ産業支援財団

山田家（旧清酒源氏正宗
醸造元）主屋ほか6件(高
松市)

〇 〇

良質な小麦をはじめとして、イリコ、塩、醤油など、地域の資源が融合して「さぬきうど
ん」が発展。「うどん本陣 山田家本店」（うどんほんじん やまだやほんてん）は高松
市の郊外にある、1日4,000人も訪れる讃岐うどんの名店。四国八十八ヶ所霊場の
第85番『八栗寺』の参道途中にあり、江戸時代後期～大正・昭和初期の複数の建
造物が国登録有形文化財。主屋から眺められる日本庭園もあります。

その他

夜神楽とは、里ごとに氏神様を神楽宿と呼ばれる民家や公民館にお招きし、夜を徹
して三十三番の神楽を一晩かけて奉納する昔からの神事で、国の重要無形民俗文
化財。夜神楽や村のお祭りなどで登場する『神楽料理』
国名勝天然記念物の高千穂峡や重要無形民俗文化財の高千穂の夜神楽、高千
穂神社本殿などの文化財があり、サンメッセ日南のモアイ像や海側の亀石に見事運
玉が入れば、願い成就するという運玉投げ体験ができる鵜戸神宮などの観光スポット
がある。

その他

夜神楽という特徴的な
無形文化財があり、高
千穂峡等周辺観光資
源もあることから選定。
本格焼酎、神楽料理
など豊かな食文化を有
する。

沖縄には、豊作祈願や祖先崇拝にまつわる儀式、中国から日本に伝わった祭り等、多
彩な年中行事が多く行われている。これらの年中行事では、親族や地域住民が集まり、
先人たちの知恵と工夫が込められた行事料理を囲み、語らうことで人と人、地域とをつな
ぎ、社会的な絆を再確認する役割を果たしてきた。1429年から約450年間、琉球王
国では宮廷行事や儀式、接待などのために御用酒の泡盛や琉球舞踊と共に華麗な宮
廷料理が作り出された。
世界遺産の首里城などを含む琉球王国のグスク及び関連遺産群や重要文化財の琉
球舞踊、組踊などがあり、「瑞泉酒造株式会社」で泡盛作りの工場見学や飲み比べの
体験プログラム、琉球ガラス体験工房、真栄田岬の青の洞窟でダイビング・シュノーケリン
グが体験できるなど多くの観光資源がある。

その他

※「37」「66」は同一
地域として包括してヒア
リング検討。

「琉球料理」「琉球泡
盛」等、地域固有の食
文化を有し、インバウン
ド観光地として魅力的
なため選択。

〇66 讃岐うどん 香川県 〇

〇 〇

65
琉球宮廷

料理
沖縄県 〇 〇 〇

64 神楽料理
宮崎県

高千穂町
〇

あえのこと・輪島塗・能登塩田
奥能登地域(輪島市、珠洲市、穴水町、能登町)の農家に古くから伝わる「あえのこ
と」は、稲作を守る”田の神様”をまつり、感謝を捧げる農耕儀礼です。柳田植物公
園内の合鹿庵では、「あえのこと」の実演を行っており、観光体験できる。
輪島周辺では、世界農業遺産である白米千枚田が約２万個のＬＥＤで彩られる
「あぜのきらめき」が10月半ばから始まるなどの観光資源がある。

その他

※「59」「63」は同一
地域として包括してヒア
リング検討。

左記の通り、文化資
源・観光資源豊富のた
め、実証の候補地域と
しても、引き続き推薦。
発酵食品「へしこ」、上
げ浜式製塩、能登の
酒、輪島塗など豊かな
食文化を有する。

63
有識料理
（ゆうそく
りょうり）

京都府 〇 〇 〇

平安中期宮廷の料理方を務め、鎌倉期に源頼朝公より姓を賜り、庖丁方を務め以
後豊臣秀吉公の命で、八条ノ宮家、のちに京極ノ宮家、有栖川ノ宮家と仕えており
ました。現在は御所ゆかりの有識料理の伝統、技法を踏まえて、他の伝統料理の要
素も取り入れながら、今日ある素材を用いて現代風にアレンジして提供している。式
包丁の体験も可能。

その他

※「4」「26」「64」は同
一地域として包括して
ヒアリング検討。

和食のルーツでもあり、
京都はインバウンド先
進都市でもあることから
ピックアップ。京料理、
伏見の酒、手揉み製
茶等、豊かな食文化を
有する。

62

儀礼食
輪島塗
塩田
棚田

石川県
能登

〇 〇

61 お茶 静岡県 〇 〇 〇

息を呑む、絶景の茶畑、標高350ｍの山間部富士山と駿河湾、早朝には雲海が
眼下に広がる絶景の中で、日本のお茶文化を体験する。文化とSDGS的伝統農
法・健康・提供の仕方・絶景を組み合わせた付加価値の検証

その他
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(１)食文化活用の効果及び課題の検証 　文献調査による食文化リスト最終版

鑑賞
する
見
る・

見学

事業者
名

学ぶ
事業者

名

参加
する
体感
する
作る

事業者
名

イベ
ント

祭り・
儀式

事業者
名

飲食
事業者

名

文化財名称
（※地域の文化財名称も

含む）
保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
（その
他）

地域 わ
ざ

伝統
ヒアリング対象選定理

由
郷土
料理

器
しつ
らえ

季節
ベース

食文化のテーマ

概要

観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

湯沢市指定文化財
市指定有形文化財

〇
秋田県
観光連

盟
〇

秋田県
観光連

盟
〇

合同会
社あきた
こまちネッ

ト

〇
秋田県
観光連

盟

（一社）東北観光推進機構
（一社）秋田県観光連盟
※一般社団法人湯沢市観光物産協会

稲庭うどん御用版木
稲庭古今事蹟誌(いなにわこ
こんじせきし)

国指定無形民俗文化財
世界文化遺産
世界文化遺産
世界文化遺産/国宝

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

新上五
島町観
光物産
協会

〇
⾧崎県
観光連

盟
〇

⾧崎県
観光連

盟

（一社）九州観光推進機構
※一般社団法人　五島市観光協会

五島神楽
⾧崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産
明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産
業
大浦天主堂

有川神楽保存会/上五島神楽保存会

無形文化遺産

歌舞伎

69 出汁 全国

汁物や煮物など、さまざまな料理のベースとして使われている。江戸時代の料理書に
は「出汁こそ料理の根本である」と書かれている。現在では、うま味調味料や出汁入り
のつゆなど、うま味成分を手軽に使える調味料も普及。海外でも人気が高く、国内で
も日常的に使用されている。

その他

68 五島うどん ⾧崎県 〇
中国から様々な文化を日本に持ち帰った遣唐使が、寄港地である上五島に伝えた手延
べ麺が五島うどんの原型で、これがその後、国内のうどんの源流となった。
大陸から伝わったとされる蒸留法を取り入れ、世界に誇れる産地ブランドとなっている壱
岐の特産品「壱岐焼酎」や中国の旧正月を祝う「⾧崎ランタンフェスティバル」など近隣諸
国との交流の文化・歴史を感じられる地域。明治から昭和にかけて炭鉱で栄えた世界文
化遺産の軍艦島をクルーズ船で上陸・見学するツアーや稲佐山から眺める夜景は、香
港・モナコと並んで世界新三大夜景に認定され「1,000万ドルの夜景」と称されるほど美
しい「佐山展望台」など豊富な観光資源がある。
「五島ばらもん凧」は、⾧崎県伝統的工芸品として認定されている。

その他

佐藤清司(せいじ)著『稲庭古今事蹟誌(いなにわここんじせきし)』(市指定有形文
化財)の中では、「稲庭干温飩の製造は、小沢の佐藤市兵衛家に始まり、元禄(げ
んろく)三年(1690)、藩主御用を賜ったこと、その子孫⾧治右衛門(ちょうじえもん)、
⾧太郎が跡を継いだものの、その後廃業。同時期に佐藤吉左衛門(きちざえもん)が
干温飩製造業を興した」と記している

その他67 稲庭うどん 秋田県 〇 〇 〇

幕の内弁当の原型は武士階級の中で使われてきた「本膳料理」であると言われてい
ます。相撲観戦が町人の間で流行すると、鑑賞の合間に食べるお弁当が求められる
ようになりました。「芝居の幕と幕の間(休憩時間)に食べる」ということから「幕の内弁
当」と呼ばれるようになったそうです。

その他

71

中国から季節の節目を祝い神々を祀る五節供の行事として伝わりました。奈良時代
には宮中行事として確立し、この行事の宴会で食べられた食事を「御節供」といい語
源とされています。庶民に広まったのは江戸時代。

その他
おせち料理

雑煮
餅つき 全国

70
幕の内弁

当
全国

72 千歳飴 全国

七五三には、この⾧い飴を食べることで「細く⾧く」そして「粘り強く」いつまでも元気で
健やかに成⾧しますようにと祈願する意味があります。歳飴の「千歳」という言葉は、
⾧寿やおめでたいことをイメージさせるとても縁起の良い言葉です。「⾧い千歳飴を食
べて、健康ですくすく育ち千歳まで生きられますように」という思いのこもった千歳飴は、
親から子どもへの思いのこもったプレゼントでもあります。

その他
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名
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事業者
名
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事業者

名
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保存会

No.
事例名称
（食）

事例名称
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他）

地域 わ
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由
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器
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観光関連団体
文化財種別

（※地域の文化財種別も
含む）

観光とのつながりの可能性

イメージ

地域文化財(新宿）

稲荷⿁王神社の節分祭/中
井御霊(ごりょう)神社の節分
祭/中井御霊(ごりょう)神社
の節分祭/氷川神社の節分
祭/自性院(じしょういん)の節
分会

世界自然遺産
無形民俗文化財

〇

あまみ大
島観光
物産連

盟

〇
鹿児島
県観光
連盟

〇
株式会
社ねりや
かなや

〇

あまみ大
島観光
物産連

盟

（一社）九州観光推進機構
（一社）あまみ大島観光物産連盟

奄美大島
節田マンカイ

節田マンカイ保存会

現在の節分のもとになった厄払いの風習は、「追儺（ついな）」と言われ、平安時代
に中国から伝わった。「追儺（ついな」とは⿁をはらうための行事で、四つ目のあるお面
をかぶった方相氏（ほうそうし）という⿁をはらう役目の人が矢で⿁を退治することから
やがて、豆をまいて⿁を追い出し、福をよぶ行事として広まった。この「追儺（つい
な）」の行事は、現在でも京都の平安神宮で毎年節分の日に昔と同じように行われ
ている。新宿区は、区内の社寺で毎年2月3日に行われる「節分行事」の中で、内容
や演じられる芸能に特色のある6件を、新たに地域文化財に認定した.

その他

奄美群島は，九州本土の南に点在するトカラ列島と沖縄諸島の間に連なる奄美大
島，加計呂麻島，請島，与路島，喜界島，徳之島，沖永良部島，与論島の
8つの有人島からなる島々で，亜熱帯の豊かな森や美しいサンゴ礁などが多くの人々
を魅了しています。その中の奄美大島と徳之島は，アマミノクロウサギに代表される希
少種を含む多様な生物が生息・生育していることが評価され，沖縄島北部，西表
島とともに，令和3年7月に世界自然遺産に登録されました。

その他74
鶏飯

黒糖焼酎
大島紬
島唄

鹿児島県
奄美群島

〇

73 恵方巻 豆まき 全国
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